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阪
神
入
団
の
田
中
慎
太
朗
さ
ん
（
写
真
・
岩
瀬
孝
文
）

全
日
本
銀
賞
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

遠くからもくっきり見えるサイン 山手通り口の11号館エレベータ横

東急池上線大崎広小路駅から見る6号館

立正中学・高校のサインも堂々と

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
団
体２位の大野佑貴さん

西門入口

山手通りに面した11号館入口（山手通り口）

来校したSouthern Institute of technologyの学生たちと髙村学長

サ
イ
ン
は　
遠
く
か
ら
も　
く
っ
き
り

　

立
正
大
学
は
、
学
園
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
展
開
の
一
環
と
し
て
、

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
イ
ン
を

統
一
し
、
新
設
・
改
善
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
学
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ

ラ
ー
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
」
を

基
調
と
し
て
、
新
生
の
息
吹
き

と
悠
久
の
活
力
を
願
う
表
現
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
遠

く
か
ら
、
夜
で
も
く
っ
き
り
見

え
る
サ
イ
ン
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

髙
村
弘
毅
学
長
が
２
０
０
７

年
度
青
森
県
文
化
賞
を
受
賞
し

た
。
こ
の
賞
は
同
県
文
化
の
向

上
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
な
ど

に
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

髙
村
学
長
は
水
の
循
環
に
関

す
る
「
水す
い

文も
ん

学が
く

」
の
第
一
人
者

と
し
て
、
水
資
源
対
策
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
提
言
や
講
演
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ

た
。

　

本
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
昨
秋
、

平
成
19
年
度
第
60
回
全
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
銀

賞
を
受
賞
し
た
。

　

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
同
大
会
の

大
学
部
門
Ａ
部
門(

32
人
以
下

編
成)

で
第

54
回
か
ら
第

58
回
ま
で
５
年
連
続
金
賞
受
賞

の
快
挙
を
果
た
し
た
が
、
今
回

は
Ｂ
部
門(

33
人
以
上
編
成)

に
初
挑
戦
し
て
銀
賞
を
獲
得
し

た
。

　

今
年
も
ま

た
新
し
い
年

が
巡
っ
て
き

た
。
今
年
は

ど
の
よ
う
な

年
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
▼

21
世
紀
が
始
ま
っ
た
時
、
前
の

20
世
紀
が
「
戦
争
の
世
紀
」
で

あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
今
世

紀
が
「
戦
争
の
な
い
百
年
」
に

な
る
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は

願
っ
た
▼
残
念
な
が
ら
、
地
球

上
の
あ
ち
こ
ち
で
現
在
も
戦
闘

が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦

闘
は
当
事
者
に
被
害
を
与
え
る

だ
け
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
被

爆
体
験
が
物
語
る
よ
う
に
、
戦

闘
終
結
後
も
長
期
間
に
わ
た

り
、
甚
大
な
被
害
を
与
え
続
け

る
の
で
あ
る
。
近
年
の
湾
岸
戦

争
や
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
も
同
様

で
あ
る
▼
「
平
和
日
本
」
の
若

い
人
々
の
中
に
は
、
こ
の
国
に

悲
惨
な
戦
争
状
態
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
知
ら
な
い
か
の
よ
う
な

言
動
を
し
て
い
る
人
が
見
受
け

ら
れ
る
▼
し
か
し
、
平
和
で
あ

る
こ
と
は
何
の
努
力
も
な
く
続

い
て
い
く
の
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
国
家
も
個
人
も
相
当

の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼
政

治
・
外
交
は
国
家
に
任
せ
て
お

け
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

ろ
う
。
だ
が
、
平
和
を
願
い
、

平
和
を
求
め
る
気
持
ち
を
、
一

人
ひ
と
り
が
こ
こ
ろ
の
内
に
持

た
な
け
れ
ば
、
平
和
を
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
▼
立
正
大

学
は
建
学
の
精
神
と
し
て
「
真

実
・
正
義
・
和
平
」
を
謳
っ
て

い
る
。
平
和
な
社
会
が
一
日
も

永
く
続
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
を

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
こ
と
を
考
え
、
他

人
任
せ
に
せ
ず
、
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
あ
る
。

　

洋
弓
部
の
大
野
佑
貴
さ
ん

(

経
済
４
年)

は
、
昨
年
の
第

46
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
個
人
選
手
権
大
会
の
男
子

リ
カ
ー
ブ
で
第
４
位
、
第
62
回

国
民
体
育
大
会
「
成
年
男
子
」

団
体
の
大
分
県
代
表
で
第
２
位

と
健
闘
し
た
。

　

硬
式
野
球
部
の
田
中
慎
太
朗

さ
ん(

法
４
年)

は
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
か
ら
２
０
０
７
年
ド

ラ
フ
ト
育
成
枠
指
名
さ
れ
た
。

　

田
中
さ
ん
は
１
年
時
か
ら
４

番
打
者
と
し
て
活
躍
し
、
３
年

時
の
春
季
東
都
１
部
リ
ー
グ
で

指
名
打
者
と
し
て
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
に
輝
い
て
い
る
。
同
球
団
初

の
育
成
枠
指
名
選
手
と
し
て
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
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〈
仏
教
学
部
〉
雅
楽
の
「
越
天
楽
」
演
奏

〈
経
営
学
部
〉
創
設
40
年
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
地
球
環
境
科
学
部
〉
イ
ギ
リ
ス
で
の
実
習

仏

教

学

部

仏

教

学

部

法

学

部

法

学

部

文

学

部

文

学

部

社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
部

経

済

学

部

経

済

学

部

地
球
環
境
科
学
部

地
球
環
境
科
学
部

経

営

学

部

経

営

学

部

心

理

学

部

心

理

学

部

　

仏
教
学
部
で
は
昨
年
10
月
13

日
、「
立
正
大
学
建
学
の
日
」

に
石
橋
湛
山
記
念
講
堂
で
第
一

部
は
御
会
式
（
日
蓮
聖
人
涅
槃

会
）
法
要
と
、「
建
学
の
精
神

と
経
営
教
育
―
人
材
育
成
の
方

向
性
―
」
と
題
し
て
本
学
大
学

院
経
営
学
研
究
科
委
員
長
・
加

藤
吉
則
教
授
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
は
品
川
区
と
仏
教
学

部
同
窓
会
後
援
の
も
と
、
国
内

外
で
活
躍
し
て
い
る
橘
雅
友
会

に
よ
る
日
本
の
古
典
音
楽
「
雅

楽
の
世
界
」
と
題
し
て
雅
楽
・

舞
楽
の
公
演
が
開
催
さ
れ
た
。

　

及
川
周
介
理
事
長
を
導
師
に

本
学
部
教
員
・
学
生
が
式
衆
と

し
て
参
加
し
た
御
会
式
法
要
は

仏
教
賛
歌
サ
ー
ク
ル
・
プ
ン
ダ

リ
ー
カ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
行
わ
れ
た
。
橘
雅
友
会
の

雅
楽
・
楽
舞
の
公
演
は
、
代
表

的
な「
越
天
楽（
エ
テ
ン
ラ
ク
）」

な
ど
普
段
接
す
る
機
会
が
少
な

い
雅
楽
７
曲
が
演
奏
さ
れ
、
会

場
は
一
瞬
、
古
の
時
代
に
タ
イ

　

文
学
部
は
、
品
川
区
教
育
委

員
会
と
共
催
し
て
、
毎
年
公
開

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
19
年
度
は
『
創
る
―

胘め
く
る
めく

創
造
の
園
へ　

よ
う
こ

そ
』
を
テ
ー
マ
に
昨
秋
10
月
、

「
お
く
の
ほ
そ
道
を
創
る
」
俳

人
長
谷
川
櫂
氏
、「
横
穴
墓
を

創
る
」
本
学
文
学
部
史
学
科
教

授
池
上
悟
氏
、「
本
格
小
説
を

創
る
」
作
家
水
村
美
苗
氏
、「
源

氏
物
語
を
創
る
」
本
学
文
学
部

文
学
科
教
授
藤
井
貞
和
氏
、「
品

川
を
創
る
」
品
川
区
長
濱
野
健

氏
を
講
師
に
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

石
橋
湛
山
記
念
講
堂
に
お
い
て

全
５
回
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
「
朝
日
俳
壇
」「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

の
選
者
で
あ
る
長
谷
川
氏
の
講

演
で
は
、
即
興
で
受
講
者
が
俳

句
を
詠
み
、
長
谷
川
氏
か
ら
称

讃
を
受
け
る
な
ど
、
楽
し
い
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
続
き
、
会
場
が
湧

い
た
。

　

経
済
学
部
ゼ
ミ
は
１
年
生
で

「
基
礎
演
習
」
や
「
入
門
科
目
」

を
学
び
、
２
・
３
年
で
各
教
員

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
、
教

員
と
学
生
が
共
に
学
び
合
う

「
場
」
だ
。
少
人
数
ク
ラ
ス
で

学
生
た
ち
が
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
「
研
究
」
活
動
を
行
う

た
め
、
経
済
学
部
を
強
く
実
感

で
き
る
。

　

そ
の
ゼ
ミ
を
よ
り
効
果
的
に

支
え
て
い
る
の
が
、
学
生
が
組

織
す
る
経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

協
議
会
。
こ
の
協
議
会
主
催
で

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
雰
囲

気
で
あ
っ
た
。

　

平
成
19
年
度
で
経
営
学
部
は

創
設
40
年
を
迎
え
た
。
創
設
を

記
念
、
昨
年
11
月
10
日
に
石
橋

講
堂
で
「
社
会
価
値
を
生
む
共

創
型
組
織
」
の
テ
ー
マ
で
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
組
織
は
、
新
し

い
社
会
価
値
を
創
造
す
る
た
め

に
、
厳
格
で
は
な
く
よ
り
緩
や

か
な
人
間
関
係
が
保
持
さ
れ
る

組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
主
旨
で
、
高
間
邦
男
氏

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
）、
篠

健
司
氏
（
パ
タ
ゴ
ニ
ア
）、
長

谷
部
健
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン

バ
ー
ド
）、
加
藤
吉
則
氏
（
立

正
大
学
経
営
学
部
）
の
４
氏
か

ら
各
自
の
経
験
に
基
づ
い
た
意

見
が
披
露
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
日
夕
方
よ
り
品
川

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
で
、
品

川
区
長
代
理
、大
田
区
長
代
理
、

中
小
企
業
家
同
友
会
代
表
理

事
、
中
国
海
洋
大
学
管
理
学
院

長
代
理
、
立
正
大
学
長
、
立
正

年
１
回
、
各
ゼ
ミ
の
論
文
発
表

大
会
が
開
か
れ
る
。
学
生
た
ち

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
を
よ
り
広
い
視
野
の
下
で
見

直
す
チ
ャ
ン
ス
だ
。
ゼ
ミ
大
会

の
統
一
テ
ー
マ
や
学
外
か
ら
講

師
を
招
い
て
行
わ
れ
る
基
調
講

演
は
、
急
変
す
る
社
会
経
済
環

境
の
下
で
、
ゼ
ミ
生
が
自
ら
を

如
何
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す

べ
き
か
を
考
え
る
た
め
の
貴
重

な
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
ゼ
ミ
大
会
は
、
昨

年
12
月
２
日
に
石
橋
湛
山
記
念

講
堂
で
「
ホ
モ
＝
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
ス
〜
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
に
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
い

大
学
理
事
長
ら
多
数
の
来
賓
を

迎
え
て
、
経
営
学
部
創
設
40
周

年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

10
年
後
の
50
周
年
に
む
け
て

経
営
学
部
の
飛
躍
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
。

◆
法
学
部
10
大
ニ
ュ
ー
ス

①
「
課
外
ゼ
ミ
」
か
ら
国
家
Ⅱ

種（
行
政
職
）合
格
者
２
名（
検

察
庁
、
総
務
省
）
出
る
。

②
法
学
部
が
伝
統
的
に
強
い
金

融･

不
動
産
分
野
で
今
年
も
多

く
の
内
定
者
あ
り
。

③
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
０
０
点
取
得

者
、
現
在
オ
タ
ゴ
大
学
（
今
年

Ｎ
Ｚ
で
ナ
ン
バ
ー
１
の
外
部
評

価
）
長
期
留
学
中
。

④
法
学
部
同
窓
会
と
の
コ
ラ
ボ

で
ゼ
ミ
大
会
（
就
活
用
・
業
界

セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催
）
が
盛

大
に
行
わ
れ
、
先
輩
・
後
輩
の

意
味
あ
る
交
流
が
図
ら
れ
る
。

⑤
熊
谷
市
長
や
国
内
外
の
専
門

家
を
招
き
、
地
方
行
政
・
政
治

の
モ
ラ
ル
形
成
に
お
け
る
市
民

の
役
割
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
、
多
く
の
市
民
の
参

加
を
得
る
。

⑥
来
年
度
よ
り
１
年
生
科
目

「
基
礎
演
習
」
を
担
任
制
と
し
、

初
年
次
教
育
が
一
層
充
実
。

⑦
来
年
度
よ
り「
国
税
専
門
官
・

税
理
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

始
動
。

⑧
公
的
責
任
・
社
会
的
対
応
力

を
も
っ
た
人
材
育
成
を
目
指
し

「
学
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
」

を
立
ち
上
げ
。

⑨
硬
式
野
球
部
（
部
員
は
全
員

法
学
部
生
）
が
宿
敵
國
學
院
と

の
死
闘
の
末
、
戦
国
東
都
の
一

部
に
残
留
。

⑩
三
遊
亭
神
楽
（
平
成
４
年
法

卒
）
が
真
打
に
昇
進
！

　

社
会
福
祉
学

部
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
。
活
動

を
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
に
広
げ
る

た
め
、
学
部
は

熊
谷
地
域
の
市

民
団
体
と
の
交
流
を
深
め
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民

活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ま
ち
づ

く
り
す
人と

熊
谷 

２
０
０
７
」

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ま
が
や
と
協
働
編

集
し
た
。

　

約
１
３
０
の
市
民
団
体
、
本

学
の
課
外
活
動
団
体
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
約
15
の
注
目

団
体
に
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
探

訪
し
、
写
真
を
撮
り
、
取
材
し

て
紹
介
す
る
。企
画
か
ら
取
材
、

編
集
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ま
が
や

の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
学
生

の
視
点
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
活

か
す
べ
く
奮
闘
し
た
。
チ
ー
ム

名
は
「
市
民
と
学
生
に
よ
る
熊

谷
探
検
隊
」
で
あ
る
。

　

昨
年
11
月
発
刊
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
学
生
の
貴
重

な
体
験
の
場
で
あ
る
地
域
の

人
々
と
活
動
に
関
す
る
情
報
が

ギ
ッ
シ
リ
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

地
球
環
境
科
学
部
で
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
海
外
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
開
始
し
た
。

　

地
理
学
科
は
10
月
に
イ
ギ
リ

ス
で
10
日
間
の
実
習
を
実
施
。

ロ
ン
ド
ン
を
基
点
と
し
て
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
、
ド
ー
バ
ー
、
ポ
ー

ツ
マ
ス
な
ど
の
個
性
的
な
地
方

都
市
と
そ
の
郊
外
を
訪
れ
、
都

市
景
観
の
構
造
や
自
然
景
観
の

形
成
過
程
を
学
ん
だ
。
最
終
日

に
は
事
前
に
準
備
し
た
資
料
に

基
づ
い
て
学
生
主
体
の
グ
ル
ー

プ
調
査
を
行
っ
た
。

　

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
は
、
昨

年
９
月
に
中
国
内
蒙
古
自
治
区

に
広
が
る
ホ
ル
チ
ン
砂
漠
で
６

日
間
の
実
習
を
行
い
、
沙
漠
化

を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
学
生

自
身
が
ポ
プ
ラ
や
障
子
松
を
実

際
に
植
林
す
る
作
業
も
体
験
し

た
。
ま
た
、
乾
燥
地
域
の
自
然

観
察
や
、
地
元
住
民
と
の
交
流

な
ど
を
通
じ
、
中
国
の
実
情
を

視
察
で
き
た
。

　

両
学
科
の
実
習
と
も
、
国
内

で
は
経
験
す
る
こ
と
が
難
し
い

地
球
環
境
科
学
部
な
ら
で
は
の

魅
力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

る
。
来
年
度
以
降
も
さ
ら
に
充

実
し
た
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
継
続
す
る
予
定
だ
。

　

教
育
・
研
究
活
動
へ
の
高
度

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン 

ア
ン
ド 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
導

入
の
一
環
と
し
て
、
心
理
学
部

の
い
く
つ
か
の
授
業
で
は
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
対
面
授
業
に
加

え
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
授
業

の
一
部
をe-L

earning

と
し

て
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
置
き
、
受
講

生
に
好
き
な
時
に
自
分
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
予

習
・
復
習
に
役
立
て
て
も
ら
う

と
い
う
形
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
の
授
業
は
、
本
来
、
教

室
で
の
授
業
に
加
え
数
時
間
の

学
習
を
伴
っ
て
達
成
さ
れ
る

が
、e-L

earning

コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
自
己

学
習
に
役
立
て
ら
れ
る
。

う
統
一
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

た
。
ま
た
、
チ
ェ
ロ
奏
者
か
ら

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
カ
レ
ン
シ
ー
・

リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表

取
締
役
社
長
へ
転
身
し
た
田
中

雅
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
た
。　
　

学　

部

あ
れ

　

こ
れ

〈文学部〉長谷川さんの講演 〈経済学部〉ゼミ大会基調講演で
チェロを奏でる田中雅氏

〈法学部〉ゼミ大会で日頃の成果を披露する学生たち

〈心理学部〉対面授業の様子と
e-Learningとしてコンテンツ化したもの(右下）

〈社会福祉学部〉
ＮＰＯと協働編集
した情報誌
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大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
東

京
都
品
川
区
は
、
日
本
で
も
っ

と
も
教
育
改
革
が
進
ん
で
い
る

地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
小
・
中
学
校
に
お

い
て
自
由
に
通
学
校
を
希
望
す

る
「
学
校
選
択
制
」、
道
徳
・

特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
再
編
成
し
た
新
教
科

「
市
民
科
」、
放
課
後
に
専
門
の

指
導
員
の
下
で
遊
び
や
勉
強
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
「
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
」
と

い
っ
た
試
み
。

　

さ
ら
に
、
学
校
の
中
に
街
を

再
現
し
て
社
会
や
経
済
の
仕
組

み
を
体
験
す
る
「
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
シ
テ
ィ
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
パ
ー
ク
」、
保
護
者
や
地
域

に
対
し
て
開
か
れ
た
学
校
を
目

指
す
「
学
校
公
開
」
や
「
外
部

評
価
者
制
度
」
な
ど
、
多
く
の

試
み
が
こ
の
10
年
間
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
現
在

「
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
４

―
３
―
２
学
年
の
ま
と
ま
り
が

児
童
生
徒
の
学
力
・
態
度
形
成

開放的な教室の前には図書スペースも
学園内を見て回る樋口先生

に
及
ぼ
す
影
響
」
と
い
う
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

品
川
区
は
昨
年
、
小
中
一
貫

校
「
日
野
学
園
」
を
開
校
し
、

そ
こ
で
は
小
学
１
年
生
か
ら
中

学
生
（
一
貫
教
育
な
の
で
７
・

８
・
９
年
生
と
呼
び
ま
す
）
ま

で
の
児
童
・
生
徒
と
教
職
員
合

わ
せ
て
約
９
０
０
人
が
、
同
じ

校
舎
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

区
の
総
合
体
育
館
と
の
複
合

施
設
で
あ
る
新
校
舎
は
立
正
大

学
か
ら
徒
歩
10
分
の
と
こ
ろ
に

あ
り
、
制
服
姿
の
子
ど
も
た
ち

を
見
か
け
た
方
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
中
一
貫
校
で
は
９
年
間
を

４
年
―
３
年
―
２
年
の
教
育
体

系
に
分
け
て
、
５
年
生
か
ら
教

科
担
任
制
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
部
活
動
に
も
５
年

生
か
ら
参
加
し
、
運
動
会
等
の

学
校
行
事
も
全
員
が
一
堂
に
会

し
て
行
わ
れ
る
な
ど
、
一
貫
校

を
意
識
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
教
育
が
、「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
わ
れ
る
中

学
校
進
学
時
の
不
適
応
防
止
に

効
果
が
あ
る
の
か
、
従
来
型
の

教
育
と
比
べ
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
や
人
間
形
成
に
違
い
が
生

じ
る
の
か
と
い
っ
た
、
小
中
一

貫
教
育
の
効
果
検
証
を
行
う
の

が
研
究
の
ね
ら
い
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
９
年
生
が
１

年
生
の
教
室
に
行
き
、
朝
の
会

や
給
食
の
お
世
話
を
す
る

「B
&
S

（B
r
o
th
e
r
 
&
 

Sister

）
活
動
」
を
観
察
し
て
、

ど
の
よ
う
な
交
流
が
見
ら
れ
る

か
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
５
・
６
年
生
の
授
業
を

観
察
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
中

学
校
で
教
え
て
い
た
先
生
が
教

科
担
任
と
し
て
小
学
生
を
教
え

る
際
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
す

る
と
と
も
に
、
先
生
方
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
日
野
学
園
と
は
別

に
、「
連
携
型
一
貫
教
育
」
を

行
っ
て
い
る
区
内
の
小
・
中
学

校
も
訪
問
し
て
、
実
践
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

教
職
を
目
指
す
学
生
や
、
学

校
・
子
ど
も
に
興
味
の
あ
る
み

な
さ
ん
。
学
部
や
学
年
を
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
研
究
協
力
者
や

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一

緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

中小企業経営者ら1000人
大崎校舎で研究集会開く

　

昨
年
10
月
28
日
、「
10
年
後

の
東
京
と
経
営
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
16
回
東
京
経
営

研
究
集
会
が
立
正
大
学
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

中
小
企
業
経
営
者
を
中
心
に
、

１
０
０
０
人
を
超
す
参
加
者
で

キ
ャ
ン
パ
ス
は
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

立
正
大
学
と
東
京
中
小
企
業

家
同
友
会
が
共
催
、
さ
ら
に
東

京
都
、
品
川
区
、
目
黒
区
な
ど

の
行
政
機
関
、
な
ら
び
に
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
協
和
国
在
日
大

使
館
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
な
ど
の
外

国
の
機
関
が
後
援
し
た
。

　

ま
さ
に
産
・
学
・
官（
公
）に

加
え
品
川
在
住
の
大
使
館
が
一

体
で
運
営
す
る
大
会
と
な
っ

た
。

　

髙
村
学
長
、
山
崎
副
学
長
、

池
上
経
営
学
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
経
営
学
部
の
教
職
員
、
学

生
が
多
数
参
加
し
た
。

　

石
橋
湛
山
記
念
講
堂
で
上
演

さ
れ
た
劇
「
東
京
―
あ
る
企
業

　

本
学
が
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
掲
げ
る
『「
モ
ラ
リ
ス

ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
育
む
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
ラ
ジ
オ
メ
ッ

家
の
最
後
の
選
択
―
」
は
、
本

学
の
教
員
、
学
生
、
経
営
者
、

行
政
職
員
の
産
・
官
・
学
の
主

催
者
が
出
演
す
る
こ
と
で
話
題

を
よ
び
、
当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
を
は
じ
め
日
経
新
聞
、
東
京

新
聞
等
、
多
数
の
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

本学ブランドビジョン
ラジオでメッセージ

本
学
の
学
生
、
教
員
も
出
演

ニッポン放送第７スタジオ

セ
ー
ジ
を
、ニ
ッ
ポ
ン
放
送（
関

東
エ
リ
ア
）
で
、
昨
年
の
10
月

20
日
か
ら
12
月
20
日
に
か
け
て

オ
ン
エ
ア
し
ま
し
た
。

20
秒
メ
イ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
人
間
」「
社
会
」「
地
球
」

の
問
題
は
、
す
べ
て
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
立
正
大
学
で
は
、
現
代
の

諸
問
題
を
ケ
ア
す
る
ケ
ア
ロ

ジ
ー
を
追
及
し
、
モ
ラ
ル
と
専

門
性
を
自
ら
の
な
か
で
か
け
あ

わ
せ
た
人
材
を
育
て
ま
す
。「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

育
む
」
立
正
大
学
。

60
秒
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ａ
「
人
間
」
の
視
点
か
ら　

家
族
の
ふ
れ
あ
い
と
絆

Ｂ
「
社
会
」
の
視
点
か
ら　

人
と
社
会
の
つ
な
が
り

Ｃ
「
地
球
」
の
視
点
か
ら　

  

祖
父
が
伝
え
る
川
の
環
境
問
題

髙
村
学
長
対
談
メ
ッ
セ
ー
ジ

(

放
送
日
１
月
７
日
〜
11
日)

　

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
番
組
「
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ョ
ウ
ア
ッ
プ
」
で
、

髙
村
学
長
が
本
学
の
紹
介
・
教

育
目
標
・
未
来
へ
の
取
り
組
み

等
を
展
開
し
ま
し
た
。
















経営学部専任講師

井上　淳子

小中一貫教育の効果は
心理学部准教授
　樋口　直宏実

践
校
の
観
察
続
け
る

　

教
育
改
革
進
む
品
川
区

　
　

人
間
形
成
へ
の
影
響
も
調
査 研究の“舞台”は「日野学園」

学生たちに参加呼びかける

新
進
気
鋭
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
者

　

井
上
さ
ん
に
最
初
に
あ
っ
た

人
は
、
ま
ず
そ
の
若
さ
と
美
貌

に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

大
学
の
先
生
と
い
う
よ
り
、
丸

の
内
界
隈
の
Ｏ
Ｌ
と
い
う
い
で

た
ち
だ
。
授
業
に
関
す
る
学
生

さ
ん
の
投
稿
ブ
ロ
グ
の
中
で
、

井
上
さ
ん
の
授
業
は
、
そ
の
内

容
の
面
白
さ
だ
け
で
は
な
く

「
若
い
き
れ
い
な
先
生
な
の
で

受
け
る
価
値
あ
り
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
さ

も
あ
り
な
ん
、

で
あ
る
。

　

ま
、
私
の
目
が
節
穴
か
ど
う

か
の
判
断
は
写
真
に
委
ね
る
と

し
て
、
井
上
さ
ん
の
研
究
者
と

し
て
の
能
力
、
こ
れ
は
相
当
高

い
と
断
言
で
き
る
。
い
く
つ
か

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ご
一

緒
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

現
代
企
業
が
抱
え
る
問
題
点

を
、
既
存
の
理
論
だ
け
で
は
な

く
、
現
代
の
ト
レ
ン
ド
を
加
味

し
て
分
析
す
る
力
に
は
、
い
つ

も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
一
言
で

言
え
ば
筋
が
い
い
、
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

　

事
実
、
井
上
さ
ん
の
一
連
の

研
究
に
は
、
大
手
広
告
代
理
店

や
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
注
目

し
て
い
る
。
新
進
気
鋭
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
者
、
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒
に

や
っ
て
い
て
驚
か
さ
れ
る
の

は
、
徹
夜
し
て
で
も
分
析
を
仕

上
げ
る
根
性
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
に
は
井
上
さ
ん
が
大

学
時
代
、
体
育
会
に
所
属
し
て

い
た
事
実
も
関
係
あ
り
そ
う

だ
。
優
し
そ
う
な
顔
を
し
な
が

ら
、
実
は
剣
道
三
段
。
甘
く
見

た
ら
痛
い
目
に
あ
い
ま
す
ぞ
。

　

こ
う
書
き
連
ね
る
と
、
相
当

の
堅
物
を
連
想
す
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
。

　

学
生
時
代
、
パ
ン
の
匂
い
に

誘
わ
れ
、
結
局
パ
ン
屋
さ
ん
で

ア
ル
バ
イ
ト
し
て
し
ま
っ
た
話

や
、
勤
め
た
今
で
も
、
学
生
よ

ろ
し
く
巨
大
な
デ
イ
パ
ッ
ク
に

汚
い
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
ン
ズ
で
海

外
旅
行
に
行
く
話
な
ど
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
休
息
時
間
に
井
上

さ
ん
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
す

る
話
は「
研
究
者
の
井
上
さ
ん
」

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、
皆

の
笑
い
を
誘
う
。
そ
う
い
う
飾

ら
な
い
人
柄
も
井
上
さ
ん
の
魅

力
な
の
だ
。

　

最
近
は
公
務
も
増
え
、
大
学

人
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
も
確
実

に
踏
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
今
後

は
研
究
と
の
両
立
を
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

優
秀
な
井
上
さ

ん
の
こ
と
、

き
っ
と
上
手
く

乗
り
切
り
、
素
晴
ら
し
い
研
究

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ガ
ン
バ
レ
、
巨
匠
と
呼
ば
れ
る

そ
の
日
ま
で
。

（
明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
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2008年（平成20年）１月１日（4）第100号

　
『
立
正
大
学
学
園
新
聞
』
は

学
園
の
情
報
を
広
く
伝
え
る
た

め
に
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
足
跡

は
昭
和
と
平
成
と
に
分
け
ら
れ

て
い
る
。

　

第
１
号
は
昭
和
28
（
１
９
５

３
）
年
２
月
20
日
に
創
刊
さ
れ

た
。当
時
は
月
３
回
の
発
行
で
、

モ
ノ
ク
ロ
印
刷
４
ペ
ー
ジ
の
新

聞
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
学
長
で
あ
っ
た
石
橋

湛
山
先
生
が
こ
の
新
聞
に
多
く

を
寄
稿
し
て
い
る
（
そ
の
全
文

は
『
石
橋
湛
山
全
集
第
14
巻
』

「
学
生
に
与
う
―
立
正
大
学
学

長
と
し
て
―
」
東
洋
経
済
新
報

社
に
収
録
）。

　

第
60
号
が
昭
和
31
年
１
月
10

日
に
発
行
さ
れ
た
が
、そ
の
後
、

残
念
な
が
ら
休
刊
と
な
っ
た
。

　

平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
３

月
１
日
に
第
61
号
が
、
当
時
の

学
長
坂
誥
秀
一
先
生
に
よ
り
復

刊
。
年
４
回
の
発
行
、
モ
ノ
ク

ロ
印
刷
12
ペ
ー
ジ
と
い
う
形
式

で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

平
成
16
年
４
月
１
日
発
行
の

第
85
号
か
ら
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

16
面
と
な
る
。
さ
ら
に
学
生
参

加
型
の
企
画
な
ど
ス
タ
イ
ル
を

変
え
て
学
園
の
情
報
紙
と
し
て

発
行
さ
れ
続
け
、
本
号
で

１
０
０
号
を
迎
え
た
。

　
『
立
正
大
学
学
園
新
聞
』
の

歴
史
は
学
園
の
軌
跡
で
あ
る
。

　

第
１
号
（
昭
和
28
年
２
月
20

日
発
行
）
敗
戦
の
痛
手
が
残
っ

て
い
た
当
時
、
巻
頭
は
「
新
発

足
の
学
園
に
曙
光
を
見
る
」
と

題
し
、〝
古
来
の
偉
人
は
善
美
の

殿
堂
か
ら
生
ま
れ
な
い
〞
と
の

石
橋
湛
山
学
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
飾
ら
れ
て
い
る

　

第
23
号
（
昭
和
29
年
７
月
10

日
発
行
）
日
本
人
で
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
湯

川
秀
樹
博
士
が
「
原
子
力
と
人

類
の
進
化
」
を
テ
ー
マ
に
本
学

体
育
館
で
講
演
し
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る

　

第
39
号
（
昭
和
30
年
３
月
20

日
発
行
）
悩
み
、
バ
イ
ト
な
ど

学
生
生
活
を
調
査
し
た
「
谷
山

ケ
丘
の
若
い
生
態
を
探
る
〜
本

学
学
生
の
実
態
調
査
そ
の
1
」
を

特
集
。
将
来
の
目
標
に
つ
い
て

調
査
、
学
生
１
８
５
人
の
う
ち

42
人
が
教
職
希
望
。
こ
の
結
果

に
つ
い
て
〝
本
学
が
在
来
よ
き

教
師
を
社
会
に
送
っ
て
き
た
伝

統
に
よ
る
〞
と
し
て
い
る

　

第
56
号
（
昭
和
30
年
11
月
10

日
発
行
） 

学
園
祭
の
様
子
を
大
き

く
掲
載
。
写
真
掲
載
が
少
な
か
っ

た
当
時
、
画
期
的
な
グ
ラ
ビ
ア

ペ
ー
ジ
に
。〝
政
治
討
論
会
、
英

語
弁
論
大
会
、
史
学
科
展
示
、
演

劇
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、
体
育

館
で
は
運
動
部
の
接
待
試
合
な

ど
が
開
催
さ
れ
た
〞
と
あ
る

　

第
83
号
（
平
成

15
年
10
月
１
日
発

刊
）
裏
表
紙
を

『
キ
ャ
ン
パ
ス
ボ
イ

ス
』
に
。
立
正
大

生
の
意
識
調
査「
立

正
見
聞
」、
活
躍
す

る
学
生
を
紹
介
す

る
「
輝
く
人
」
の

連
載
開
始
。
そ
の

第
１
回
目
は
心
理

学
部
に
社
会
人
入

学
し
た
タ
レ
ン
ト

の
山
崎
邦
正
さ
ん

　

第
91
号
（
平
成

17
年
10
月
１
日
発

刊
）
文
学
部
が
平

成
18
年
４
月
か
ら

４
年
間
大
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
で
一
貫
教

育
へ
。当
時
Ｊ
リ
ー

グ
で
活
躍
中
の
安

英
学
さ
ん
（
平
成

14
年
経
営
卒
）
が

北
朝
鮮
代
表
と
し

て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
場
。
学
生

記
者
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

　

98
号
（
平
成
19

年
７
月
１
日
発
刊
）

硬
式
野
球
部
が
東

都
大
学
野
球
リ
ー

グ
の
２
部
で
完
全

優
勝
し
、
３
季
ぶ

り
に
１
部
復
帰
し

た

立
正
と
と
も
に

立
正
と
と
も
に
100100
号号
紙
面
に
見
る

　

第
61
号（
平
成
10
年
３
月
１
日
発
行
）42
年
を
経
て
復
刊
さ
れ
た
。
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
西
口
文
也
投
手（
平
成
７
年
法
学
卒
）が
沢
村
賞
を
受
賞
し
、
母
校
に
凱
旋

　

第
72
号（
平
成
13
年
１
月
１
日
発
行
）社
会
福
祉
学
部
４
年
生
だ
っ
た
徳
重
聡
さ
ん

（
平
成
13
年
卒
）が
、『
21
世
紀
の
石
原
裕
次
郎
を
探
せ
』の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
で
５
万
人

余
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く
。
理
事
長
・
学
長
を
表
敬
訪
問

　

第
77
号（
平
成
14
年
４
月
１
日
発
行
）第
54
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
金
賞
受
賞（
以
降
、
第
58
回
ま
で
5
年
連
続
金
賞
受
賞
の
快
挙
）。
文
学
部

4
年
田
邉
恵
弥
さ
ん（
平
成
15
年
卒
）が
２
０
０
２
年
準
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
に
選
ば
れ
、
理
事
長
・
学
長
を
表
敬
訪
問
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

　

２
０
０
６
年
３
月
、
46
年

間
奉
職
し
た
大
学
を

定
年
退
職
す
る
こ
と

に
な
り
『
立
正
大
生

活
半
世
紀
』
を
編
ん

で
、
き
た
道
を
回
想

し
つ
つ
各
位
に
感
謝

の
微
意
を
表
し
た

が
、
そ
の
中
で
『
立

正
大
学
学
園
新
聞
』

の
再
刊
が
も
っ
と
も

印
象
に
残
っ
て
い

る
、
と
記
し
た
。

　

１
９
５
２
年
、
第

16
代
学
長
に
就
任
さ

れ
た
石
橋
湛
山
先
生

が
満
を
持
し
て
創
刊

さ
れ
た
『
立
正
大
学

学
園
新
聞
』
は
、
本

学
の
再
生
発
展
の
基

と
し
て
大
学
と
同
窓

と
の
紐
帯
、
躍
進
、

立
正
の
旗
印
と
し
て

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た

が
、
そ
の
後
、
60
号
を
最
後

に
停
刊
状
態
に
あ
っ
た
。

　

そ
れ
を
常
に
舌
打
ち
し
て

き
た
ひ
と
り
と
し

て
、
常
任
理
事
に
任

命
さ
れ
た
の
を
機
会

に
当
時
の
田
賀
龍
彦

理
事
長
に
請
う
て
再

刊
の
検
討
を
願
っ

た
。
当
時
、
学
内
で

は
反
対
の
声
も
あ
っ

た
が
、
理
事
長
の
英

断
に
よ
っ
て
再
刊
が

実
現
さ
れ
た
。

　

以
来
、
紆
余
曲
折

は
あ
っ
た
が
、
識
者

の
協
力
と
同
窓
の
願

い
も
あ
っ
て
順
調
に

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の

度
、
１
０
０
号
を
迎

え
、
往
時
を
回
想
し

て
喜
び
に
た
え
な

い
。

　

今
後
と
も
本
学
唯

一
の
広
報
紙
と
し

て
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

念
し
て
止
ま
な
い
。
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立正卒業は誇り 
学生時代から俳句創作 

〝芸術の秋〟にちなみ、立正生が影響を受けた 

作家や映画を調査した。さて結果は… 

　　　　　　　　　（立正生428人が協力） 

学生記者、モデル、投稿原稿など
学生の皆さんの応募をお待ちしてお
ります。こちらにメールしてくださ
い。
E-mail pln@ris.ac.jp

平成１４年経営学部卒

安　英学 さん

な
っ
た
き
っ
か

け
の
本
。
文
章

に
「
酔
う
」
こ

と
を
知
っ
た
。

心
理
３
年
　
女

子『
名
前
の
な
い

女
た
ち
』
中
村

淳
彦否

定
さ
れ
る

性
産
業
の
中
で

苦
悩
し
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
い

る
人
が
い
る
か

ら
、
自
分
も
が

ん
ば
ろ
う
と
思

っ
た
。

法
学
３
年
　
男

子

『
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』

大
崎
善
生

〝
人
生
は
一
度
し
か
な
く
、

ま
た
、
正
解
は
な
い
〞
と
い
う

こ
と
を
学
ん
だ
。

法
学
４
年
　
田
村
友
一
さ
ん

詩
集
『
人
間
だ
も
の
』
相
田

テ
レ
カ
を
き
っ
か
け
に
読

み
、
人
生
観
が
変
わ
っ
た
。

み
つ
を

「
し
あ
わ

せ
は
、
い
つ

も
自
分
の
こ

こ
ろ
が
き
め

る
」
母
が
く

れ
た
１
枚
の

る
だ
ろ
う
。

【
ア
ー
チ
ス
ト
部

門
】１

位
の
ミ
ス
タ

ー
チ
ル
ド
レ
ン
は

世
に
出
て
１０
数
年

の
ベ
テ
ラ
ン
。
出

せ
ば
必
ず
ヒ
ッ
ト

チ
ャ
ー
ト
に
名
を

残
す
ほ
ど
の
人
気

で
、
こ
の
結
果
は

【
作
家
部
門
】

最
も
多
く
の
立
正
生
が
名
を

挙
げ
た
作
家
は
「
宮
部
み
ゆ

き
」。
直
木
賞
作
家
で
数
多
く

の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を
世
に
出

し
て
い
る
実
力
派
だ
。
流
行
作

家
ば
か
り
か
と
思
い
き
や
、

「
司
馬
遼
太
郎
」
や
「
村
上
春

樹
」
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す

る
作
家
が
上
位
に
来
た
こ
と
も

見
逃
せ
な
い
。

【
映
画
部
門
】

１
位
の「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

シ
リ
ー
ズ
１
が
公
開
さ
れ
た
の

は
約
３０
年
前
の
１
９
７
７
年
。

以
来
、
世
界
中
で
熱
狂
的
な
フ

ァ
ン
を
生
み
続
け
て
き
た
驚
異

な
く
、
非
常
に

考
え
さ
せ
ら
れ

る
作
品
を
挙
げ

た
立
正
生
も
多

か
っ
た
こ
と
は

興
味
深
い
。

【
漫
画
部
門
】

立
正
生
に
圧

倒
的
な
支
持
を

受
け
た
の
は
、

高
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
映
画
だ
。
こ
の
夏
、
完
結
編

「
エ
ピ
ソ
ー
ド
Ⅲ
」
が
公
開
さ

れ
た
た
め
、
ま
さ
に
旬
と
い
え

る
。
３
位
「
グ
リ
ー
ン
マ
イ
ル
」

は
人
種
差
別
や
死
刑
、
命
の
尊

さ
を
問
い
か
け
た
作
品
。
爽
快

感
を
追
求
し
た
作
品
ば
か
り
で

を
越
え
て
若
者

た
ち
が
こ
の
漫

画
や
ア
ニ
メ
を

見
て
育
っ
た
。

現
在
の
立
正
生

も
、
そ
の
世
代

の
代
表
と
い
え が

舞
台
の
「
ス
ラ

ム
ダ
ン
ク
」。
発

行
部
数
が
１
億
冊

を
突
破
し
話
題
に

な
っ
た
作
品
。
２

位
の
「
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ル
」
は
全
世

界
で
放
映
さ
れ
て

い
る
ジ
ャ
パ
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
を
代
表

す
る
作
品
。
国
籍

予
想
ど
お

り
？
と
い
え

る
。
２
位
の

ケ
ツ
メ
イ
シ

は
、
今
年
Ｃ

Ｄ
を
１
５
０

万
部
売
り
上

げ
た
今
最
も

若
者
に
人
気

の
グ
ル
ー

プ
。
ケ
ツ
メ
イ
シ
は
中
国
の
薬

草
の
名
。
メ
ン
バ
ー
の
半
数
が

薬
科
大
卒
で
薬
剤
師
の
免
許
を

取
得
し
て
い
る
。
リ
リ
カ
ル
な

詩
と
曲
が
特
徴
。
多
感
な
立
正

生
に
人
気
が
あ
る
の
も
頷
け

る
。

【
影
響
を
受
け
た
本
】

文
学
１
年
　
女
子

『
耳
猫
風
信
社
』
長
野
ま
ゆ
み

図
書
館
通
い
を
す
る
よ
う
に

サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て

小
学
生
の
時
か
ら
、
自
然
に

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
友
達
で
あ

り
、
先
生
で
あ
り
、
自
分
の
人

生
そ
の
も
の
。
サ
ッ
カ
ー
の
無

い
人
生
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｗ
杯
予
選
に
出
場
し
て

Ｗ
杯
（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）

は
夢
で
し
た
が
、
予
選
に
出
場

し
て
夢
か
ら
は
っ
き
り
と
し
た

目
標
に
な
り
ま
し
た
。
北
朝
鮮

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
が

大
勢
の
日
本
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
は
う
れ

し
く
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

挫
折
を
乗
り
越
え
る
力
と
は

春
に
ケ
ガ
を
し
て
試
合
に
出

ら
れ
ず
、
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
な

い
こ
と
は
辛
か
っ
た
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
応
援
や
励
ま
し
や
、
友

達
が
ケ
ガ
に
良
い
食
事
を
作
っ

て
く
れ
た
り
し
た
こ
と
が
支
え

に
な
り
ま
し
た
。
周
り
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
辛

い
こ
と
も
乗
り
越
え
さ
せ
て
く

れ
、「
頑
張
る
ぞ
」
の
力
に
な

り
ま
す
。

将
来
の
夢

ま
ず
は
、
グ
ラ
ン
パ
ス
で
一

番
に
な
る
こ
と
。
実
力
を
し
っ

か
り
つ
け
て
か
ら
海
外
で
も
プ

レ
ー
し
て
み
た
い
で
す
。
次
の

Ｗ
杯
に
は
出
場
し
た
い
で
す
。

俳
句
サ
ー
ク
ル
創
部
？

サ
ー
ク
ル
で
は
な
く
、
後
輩

と
２
人
で
俳
句
を
創
作
し
て
い

ま
し
た
。
言
葉
と
い
う
も
の
が

好
き
で
、
日
本
語
は
四
季
折
々

の
言
葉
が
あ
り
き
れ
い
だ
な
…

崎
駿
映
画
の
フ
ァ
ン
で
、
お
気

に
入
り
は
『
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ

タ
』。『
猟
奇
的
な
彼
女
』
は
Ｗ

杯
戦
時
に
ホ
テ
ル
で
何
回
も
見

て
緊
張
を
和
ら
げ
た
そ
う
で

す
。
お
勧
め
の
本
は
沢
木
耕
太

郎
『
深
夜
特
急
』）

理
想
の
女
性

背
が
高
く
、
自
分
と
い
う
も

の
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
る

人
。
例
え
ば
『
も
の
の
け
姫
』

の
ヒ
ロ
イ
ン
〝
サ
ン
〞
の
よ
う

な
女
性
。

立
正
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
は
立
正
大
学
に
、
は
い
り

た
く
て
入
学
し
ま
し
た
。
立
正

大
学
を
卒
業
し

た
こ
と
は
誇
り

で
す
。
自
分
の

大
学
に
誇
り
を

と
思
う
。
今
で
も
風
呂
に
入
っ

て
い
る
時
や
寝
る
前
に
考
え
た

り
し
ま
す
。（
俳
句
は
安
さ
ん

の
自
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
）

オ
フ
の
日

映
画
鑑
賞
や
読
書
な
ど
を
し

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。（
宮

持
っ
て
、
そ
し
て
自
分
自
身
に

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
目
標
が
で
き
、
夢
や
希

望
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
取
材
協
力
　

名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト
）

学生記者のインタビューに答える安英学さん

〝
芸
術
の
秋
〞影
響
を
受
け
た
の
は 

流
行
作
家
だ
け
じ
ゃ
な
い 

〝重い映画〟も上位 

立正生が影響を受けた作家 
１位 

２位 

３位 

４位 

５位 

宮部みゆき 

石田衣良 

司馬遼太郎 

村上春樹 

乙一 

その他 

２４％ 

２２％ 

１７％ 

１６％ 

１５％ 

６％ 

立正生が影響を受けたアーチスト 
１位 

２位 

３位 

３位 

５位 

Mr.Children 

ケツメイシ 

BUMP OF CHICKEN 

B'z 

L'Arc～en～Ciel 

その他 

３４％ 

２６％ 

１３％ 

１３％ 

１１％ 

３％ 

立正生が影響を受けた漫画 
１位 

２位 

３位 

スラムダンク 

ドラゴンボール 

ワンピース 

その他 

６２％ 

２１％ 

１２％ 

５％ 

次
の
Ｗ
杯
出
場
し
た
い 

立正生が影響を受けた映画 
１位 

２位 

２位 

４位 

５位 

スターウォーズ 

バックトゥザフューチャー 

グリーンマイル 

いま会いに行きます 

ニューシネマパラダイス 

その他 

２９％ 

１７％ 

１７％ 

１４％ 

１２％ 

１１％ 

ア
ン
　
ヨ
ン
ハ
ッ
　
昭
和
５３
年

１０
月
２５
日
岡
山
県
生
ま
れ
、
２７

歳
。
本
学
在
学
中
サ
ッ
カ
ー
部

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
。
ミ
ッ

ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
。
背
番
号
１７
。

身
長
１
８
２
詢
、
体
重
７５
誅
。

心
理
２
年
　
三
宅
裕
美
さ
ん

映
画『
ア
イ
・
ア
ム
・
サ
ム
』

映像の温かい雰囲気と、天
才子役ダコタ・ファニングの
迫真演技に、親子の絆を考え
させられた。
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１
年
間
休
学
し

て
数
々
の
国
境
を

越
え
た
内
藤
君
。

彼
の
、
社
会
人
で

は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
〝
学
生
の

目
〞
で
体
験
し
た

レ
ポ
ー
ト
だ
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
首
都
で
あ
る
。
さ
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
言
え
ば
、
ほ
ん
の
数
年

前
ま
で
、
市
民
は
戦
争
の
恐
怖

下
で
暮
ら
し
て
い
た
。

僕
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
い
た
の

は
ビ
ザ
の
関
係
で
５
日
程
度
だ

っ
た
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
来
た

の
だ
か
ら
、
戦
争
関
係
の
博
物

館
に
行
こ
う
と
決
め
て
い
た
。

こ
の
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
来
た

の
だ
か
ら
」
と
い
う
ミ
ー
ハ
ー

的
な
思
考
で
行
っ
た
博
物
館
か

ら
、
僕
は
思
わ
ぬ
衝
撃
を
受
け

た
。内

戦
の
事
を
知
ら
な
い
で

「
こ
ん
な
歴
史
的
大
虐
殺
が
あ

っ
た
の
か
」
と
驚
い
た
の
で
は

な
く
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い
る
間
、

内
戦
の
事
を
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

働
き
盛
り
の
男
が
極
端
に
少

な
い
と
か
、
空
き
瓶
拾
い
の
ボ

ロ
ボ
ロ
の
回
収
袋
を
片
手
に
町

を
徘
徊
す
る
子
供
の
集
団
を
見

た
時
は
、「
こ
れ
も
内
戦
の
し

戦
時
収
容
所
そ
の
ま
ま
の
博
物
館

戦
争
を
肌
で
感
じ
た

わ
寄
せ
だ
」
と
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
だ
っ
た
。

し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は

戦
争
の
傷
痕
を
意
識
さ
せ
な
い

ほ
ど
、
若
く
力
強
い
パ
ワ
ー
が

充
満
し
て
い
た
。
む
し
ろ
僕
は

彼
ら
の
ビ
ー
玉
の
よ
う
な
目

が
、「
ニ
ホ
ン
ジ
ン
＝
カ
ネ
」

と
露
骨
に
キ
ラ
リ
と
光
る
た
び

に
疲
労
困
憊
し
た
。

僕
の
行
っ
た
博
物
館
は
当
時

の
収
容
所
を
そ
の
ま
ま
博
物
館

じ
取
っ
た
。

拷
問
室
に
は
、
骨
組
み
だ
け

の
ベ
ッ
ド
が
ぽ
つ
ん
と
部
屋
の

真
ん
中
に
置
い
て
あ
り
、
壁
に

は
発
見
直
後
の
写
真
が
貼
っ
て

あ
る
。

遠
い
昔
の
話
で
は
な
い
こ
と
に

気
づ
く
。
旅
行
中
に
す
れ
違
っ

た
り
、
道
を
尋
ね
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
と
何
も
変
わ
ら
な
い
人
々

に
見
え
た
。

そ
の
他
、
拷
問
の
絵
や
、
使

わ
れ
た
拷
問
の
器
具
な
ど
が
置

い
て
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
が
リ

ア
ル
で
ひ
ど
く
疲
れ
た
。「
戦

争
な
ん
て
い
い
も
の
で
は
な

い
」
と
世
の
人
に
「
見
せ
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
教
え
る
博
物
館

に
と
っ
て
、
僕
は
き
っ
と
模
範

的
な
人
間
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

重
た
く
な
っ
た
気
持
ち
を
引

き
ず
っ
た
ま
ま
、
繁
華
街
ま
で

歩
く
こ
と
に
し
た
。
学
校
帰
り

の
女
子
大
生
が
ド
ー
ナ
ッ
ツ
を

ほ
お
張
り
な
が
ら
談
笑
し
た

り
、
恋
人
同
士
が
ウ
イ
ン
ド
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

た
。
そ
れ
は
特
別
で
も
な
い
ア

ジ
ア
の
光
景
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
戦
争
を
肌
で
感

じ
て
す
ぐ
の
僕
は
、
好
き
な
話

を
し
、
好
き
な
方
向
に
歩
き
、

好
き
な
本
を
読
む
と
い
う
普
通

で
あ
る
風
景
が
、
な
ん
だ
か
喜

ぶ
べ
き
平
和
の
象
徴
に
感
じ
ら

れ
た
。

韓
国
の
人
気
ド
ラ
マ
「
冬
の

ソ
ナ
タ
」
に
出
演
し
た
俳
優
の

べ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
が
こ
の
ほ
ど

来
日
し
た
。「
ヨ
ン
様
」
と
呼

ば
れ
て
日
本
で
す
ご
い
反
響
を

起
こ
し
て
い
る
。
韓
国
文
化
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
日
本
人
に

出
会
う
と
、
ヨ
ン
様
の
話
で
盛

「
ヨ
ン
様
」人
気

と
て
も
嬉
し
い

文
学
研
究
科
修
士
１
年
　

安ア
ン

貞ジ
ョ
ン

愛エ

協
定
校
・
米
Ｕ
Ｓ
Ｍ
の
４
学
生

日
本
文
化
研
修
で
来
学

り
上
が
り
、
韓
国
の
留
学
生
で

あ
る
私
は
嬉
し
く
思
う
。

私
の
日
本
留
学
は
、
昨
年
の

研
究
生
か
ら
始
ま
っ
て
今
年
の

修
士
１
年
で
２
年
目
に
な
る
。

日
本
に
来
た
ば
か
り
の
頃
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
時

協
定
大
学
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
サ
ザ
ン
メ
イ
ン
大
学
（
Ｕ
Ｓ

Ｍ
）
の
学
生
４
人
が
、
５
月
２０

日
か
ら
６
月
９
日
ま
で
日
本
文

化
研
修
の
た
め
に
滞
在
し
た
。

Ｕ
Ｓ
Ｍ
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
　
ｓ
ｔ
ｕ

ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
（
注
）
と
の
交
流

経
験
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
笑
え

る
。
留
学
生
な
ら
共
感
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
私
が
経

験
し
た
出
来
事
を
紹
介
す
る
。

来
日
当
初
、
私
は
親
戚
の
家

か
ら
通
学
し
て
い
た
。
家
が
東

韓国との違いに戸惑う

停留所から離れていたら
バスが行っちゃった！

や
大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
日
本
文
化
の
講
義
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
、
品
川
区
の
中
学
校
訪

問
、
京
都
旅
行
等
を
体
験
し
て

日
本
文
化
に
親
し
ん
だ
。

（
注
）
Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
　
ｓ
ｔ

ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

Ｕ
Ｓ
Ｍ
の
学
生
が
日
本
滞
在

中
に
、
研
究
、
調
査
を
手
助
け

す
る
立
正
生
。
課
外
授
業
等
に

同
行
す
る
ほ
か
、
本
学
を
代
表

し
て
交
流
も
行
い
、
友
好
を
深

め
る
。
毎
年
秋
に
英
会
話
に
堪

能
な
立
正
生
を
募
集
す
る
。

京
の
南
千
住
だ
っ
た
の
で
、
上

野
ま
で
バ
ス
で
来
て
電
車
に
乗

り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。あ

る
日
、
教
え
ら
れ
た
バ
ス

停
ら
し
い
所
で
バ
ス
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
た
。

こ
の
バ
ス
停
は
時
刻
表
が
な

い
な
…
と
思
い
な
が
ら
、
電
柱

に
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
見

た
り
、
周
辺
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と
し

て
い
た
。

バ
ス
が
見
え
、
私
は
そ
こ
に

立
っ
た
ま
ま
、
や
っ
て
来
る
バ

ス
の
運
転
手
さ
ん
の
顔
を
嬉
し

く
見
つ
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
バ
ス
は

私
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
、
５
誡

先
に
一
瞬
止
ま
っ
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
。
わ
ず
か
５
誡
離
れ
て

い
る
所
で
ち
ゃ
ん
と
待
っ
て
い

た
の
に
…
。

降
り
る
人
が
い
な
か
っ
た
せ

い
か
と
思
い
も
し
て
み
た
が
、

と
に
か
く
戸
惑
っ
た
。

韓
国
で
は
、
バ
ス
停
の
近
く

に
乗
客
ら
し
き
人
が
見
え
た
ら

バ
ス
は
止
ま
る
。
ま
た
、
待
っ

て
い
る
人
は
「
こ
こ
で
待
っ
て

い
る
よ
」
と
い
う
無
言
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
運
転
手
さ
ん
に
伝
え

よ
う
と
見
つ
め
る
の
だ
。

当
時
は
、
日
本
の
バ
ス
は
渋

滞
も
関
係
な
く
定
刻
に
来
た

が
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
人
間
味

が
な
い
な
…
と
思
っ
た
。
現
在

は
バ
ス
に
乗
る
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
電
車
の
人
込
み
に
も

慣
れ
て
し
ま
っ
た
が
…
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
は
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

博
物
館
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
独
房

授業に参加するUSMの学生たち

プノンペンで会った青年

に
し
た
も
の
で
、
館
内
は
で
き

る
だ
け
当
時
の
状
態
を
保
っ
て

い
た
。

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
の
床
に
は
血

痕
ら
し
き
シ
ミ
も
あ
り
、
空
気

は
重
く
、
か
び
臭
か
っ
た
。

館
内
に
入
っ
た
瞬
間
か
ら
、

僕
の
五
感
は
フ
ル
稼
働
で
こ
の

内
戦
の
恐
怖
と
無
意
味
さ
を
感

写
真
に
は
拷
問
途
中
に
手
錠

を
か
け
ら
れ
た
ま
ま
殺
さ
れ
、

な
ぜ
か
真
っ
黒
に
な
っ
た
死
体

が
写
っ
て
い
た
。

写
真
に
あ
る
ベ
ッ
ド
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
よ
く
見
る
と
手

錠
や
、
便
器
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
薬
き
ょ
う
入
れ
も
寂
し
げ

に
置
い
て
あ
っ
た
。

こ
こ
は
も
と
も
と
学
校
だ
っ

た
建
物
を
、
極
力
お
金
を
使
わ

ず
、
か
つ
急
い
で
収
容
所
に
し

た
も
の
だ
。
学
校
の
広
い
敷
地

の
一
角
に
あ
る
ベ
ッ
ド
し
か
な

い
こ
の
空
間
は
、
耳
の
奥
が
痛

く
な
る
ほ
ど
静
ま
り
返
っ
て
い

た
。当

時
収
容
さ
れ
て
い
た
人
々

（
ほ
ぼ
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
）

の
顔
写
真
が
壁
一
面
に
貼
っ
て

あ
る
部
屋
で
は
、
写
真
の
質
、

彼
ら
の
顔
つ
き
を
見
て
す
ぐ
、
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留
学
生
か
ら
の
一
言

留
学
生
か
ら
の
一
言 

留
学
生
か
ら
の
一
言 

あ
な
た
に
と
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド

品
を
持
つ
こ
と
は
ど
ん
な
意
味
が

あ
り
ま
す
か
？
と
い
う
問
い
か
け

に
、「
意
味
は
な
い
」
と
い
う
回

答
が
目
立
っ
た
。
大
切
な
の
は
そ

れ
が
似
合
う
か
ど
う
か
、
そ
の
人

の
魅
力
を
引
き
立
て
る
か
ど
う
か

だ
と
い
う
。

ブ
ラ
ン
ド
の
多
様
化
が
進
む
現

在
、
か
つ
て
の
よ
う
な
同
じ
ブ
ラ

ン
ド
を
共
有
す
る
こ
と
で
一
体
感

を
得
よ
う
と
す
る
人
は
ま
ず
い
な

い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
自
己
表
現
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と
考
え
る
我
々
学
生
に
と
っ
て

「
ブ
ラ
ン
ド
＝
価
値
が
高
い
」
と

い
う
図
式
は
通
用
し
な
い
の
で
あ

る
。も

ち
ろ
ん
、
中
に
は
ブ
ラ
ン
ド

品
を
流
行
に
追
い
つ
く
た
め
の
道

具
だ
と
答
え
る
人
も
い
た
が
、
こ

て
、
個
々
人
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
か
け
る
金
額

差
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
実

家
通
い
と
一
人

暮
ら
し
で
は
、

れ
か
ら
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
は
薄

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
自
分
を
よ
り

よ
く
魅
せ
る
た
め
に
自
己
流
ス
タ

イ
ル
を
確
立
す
る
。
そ
の
際
必
要

で
あ
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
品
を
取
り
入

れ
る
。
そ
れ
が
今
の
学
生
の
大
方

の
意
見
で
あ
る
よ
う
だ
。

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
っ
て
み

金
銭
感
覚
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く

る
ら
し
い
。
調
査
を
し
て
こ
の
点

に
記
者
と
し
て
興
味
を
も
っ
た
。

今
後
、
学
生
の
金
銭
感
覚
に
つ
い

て
も
調
査
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
学
生
記
者
Ｙ
）

取
材
し
て
感
じ
た
こ
と
は
「
立

正
生
は
堅
実
な
感
性
で
生
活
」
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

年
齢
が
高
い
世
代
の
人
は
、
ブ

ラ
ン
ド
品
に
こ
だ
わ
り
が
強
い
の

は
女
子
学
生
と
思
い
が
ち
だ
が
、

男
女
の
差
は
な
い

男
子
学
生
も
女
子
顔
負
け
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
男
子
だ
っ

て
ピ
ア
ス
や
指
輪
等
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
し
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
靴
、
パ
ン
ツ
（
下
着
で

は
な
く
ズ
ボ
ン
）
に
さ
り
げ
な
く

自
分
の
ポ
リ
シ
ー
を
反
映
さ
せ
て

い
る
。

そ
れ
ら
の
品
々
は
学
生
と
い
う

立
場
で
あ
る
が
故
、
親
に
買
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
バ
イ
ト
を
し
て
自

分
で
買
う
。
男
女

差
な
く
高
価
な
ヴ

ィ
ト
ン
や
グ
ッ
チ

も
持
ち
た
い
し
、

低
価
格
の
ユ
ニ
ク

ロ
や
無
印
だ
っ
て

自
分
の
感
覚
に
あ

え
ば
着
る
、
そ
れ

が
今
時
の
学
生
だ

と
言
い
た
い
。

（
学
生
記
者
Ｏ
）

心
理
学
部
に
お
笑
い

タ
レ
ン
ト
の
山
崎
邦
正

さ
ん
が
入
学
し
た
。
学

生
４
カ
月
目
に
な
る
邦

正
さ
ん
に
、
社
会
人
入

学
を
決
め
た
理
由
を
伺

っ
た
。

テ
レ
ビ
番
組
の
ク
イ
ズ

ミ
リ
オ
ネ
ア
に
出
演
し
、

あ
っ
け
な
く
敗
退
し
た
こ

と
が
悔
し
か
っ
た
。
そ
の

思
い
か
ら
ク
イ
ズ
に
関
心

を
持
ち
、
ひ
た
す
ら
解
い

た
。
し
だ
い
に
ク
イ
ズ
に

答
え
る
こ
と
は
勉
強
す
る

こ
と
と
同
じ
だ
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
も
う
一
度

勉
強
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
最

も
興
味
の
あ
っ
た
人
間
の

心
理
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と

思
い
、
心
理
学
部
が
新
設

さ
れ
た
立
正
大
学
を
選
ん

だ
と
い
う
。

邦
正
さ
ん
は
昔
か
ら
ピ

ア
ノ
、
英
語
な
ど
多
方
面

に
興
味
を
持
つ
努
力
家
。

気
さ
く
な
話
し
ぶ
り
の
中

に
真
剣
な
表
情
、
あ
ふ
れ

出
る
知
性
が
う
か
が
え

る
。
テ
レ
ビ
で
は
見
せ
な

い
一
面
だ
。
ど
ち
ら
の
自

分
も
本
当
の
自
分
、
邦
正

さ
ん
は
笑
顔
で
そ
う
語
っ

て
く
れ
た
。

講
義
と
は
、
一
人
の
人

間
の
語
り
場
、
教
授
の
ラ

イ
ブ
で
あ
る
。
後
の
勉
強

は
自
分
で
す
る
も
の
、
と

語
る
邦
正
さ
ん
。
教
授
の

雑
談
も
ま
た
貴
重
な
雑
学
を
学
ぶ

場
な
の
だ
と
い
う
。
出
席
率
も
か

な
り
よ
い
そ
う
だ
が
、
仕
事
と
ど

の
よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
る
の

か
。芸

能
の
仕
事
は
時
間
を
作
ろ
う

と
思
え
ば
い
く
ら
で
も
つ
く
れ

る
。
昔
よ
り
遊
ば
な
く
な
っ
た
こ

と
も
受
講
を
手
助
け
し
て
い
る
。

仕
事
が
第
一
、
仕
事
が
ス
ト
レ
ス

発
散
だ
と
い
う
邦
正
さ
ん
だ
が
、

学
び
た
い
と
い
う
想
い
は
聞
き
手

の
私
ま
で
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

く
る
。
現
在
、
仕
事
と
学
問
の
バ

ラ
ン
ス
が
う
ま
く
取
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
も
両
立
さ
せ
て
い
き
た

い
、
と
語
っ
て
く
れ
た
。

邦
正
さ
ん
に
と
っ
て
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
は
天
職
、
そ
う
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
き
た
と
い
う
。
芸
人

に
は
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
肝
心
ら
し

い
。
至
ら
な
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

も
快
い
返
答
を
く
だ
さ
り
、
か
つ

私
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
。
そ
こ
に

は
天
性
明
朗
な
邦
正
さ
ん
の
心
遣

い
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。

最
後
に
、
立
正
大
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

「
本
気
で
思
え
ば
絶
対
で
き
る
。

本
気
で
思
っ
て
く
だ
さ
い
」

邦
正
さ
ん
の
陽
気
な
人
柄
に
誘

わ
れ
て
、す
っ
か
り
ご
満
悦
の
私
。

邦
正
さ
ん
は
、
話
す
ほ
ど
に
魅
力

が
溢
れ
て
く
る
、
ま
る
で
ス
ル
メ

の
よ
う
な
方
だ
。
テ
レ
ビ
で
は
笑

い
を
起
こ
し
、
校
内
で
は
ま
じ
め

に
学
問
す
る
。

今
度
お
会
い
し
た
ら
何
を
話
そ

う
か
、
想
い
を
巡
ら
せ
る
だ
け
で

顔
が
に
や
け
て
く
る
。な
る
ほ
ど
、

ス
ル
メ
は
笑
い
袋
に
入
っ
て
い
る

ら
し
い
。

（
山
崎
雅
代
記
者
＝
文
・
哲
４
）

第 83 号

2003年（平成15年）10月１日（ 12 ）

学
生
の
声
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立
正
見
聞�

ブランド品�

今回のテーマ�

1カ月にファッションに使用する金額�

1万円以下�
53％�

1～2万円�
30％�

2～3万円　10％�

3～4万円　4％�
4～5万円　2％�
それ以上　1％�

0

50

100

150

200

購入するブランドの系統�

ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
、グ

ッ
チ
な
ど
の
高
級

ブ
ラ
ン
ド�

ユ
ニ
ク
ロ
、無
印
な

ど
の
低
価
格
ブ
ラ

ン
ド�

ア
ニ
エ
ス
、ポ
ー
タ
ー
な
ど
の�

若
者
向
け
ブ
ラ
ン
ド�

そ
の
他�

ト
ー
ク
パ
レ
ッ
ト
で
取
材

ま
ず
自
分
ス
タ
イ
ル
を

「
ブ
ラ
ン
ド
＝
価
値
」
は

通
用
し
ま
せ
ん

ふ
と
見
る
と
、
高
価
な
ブ
ラ
ン
ド
品
の
バ
ッ

グ
や
財
布
を
気
軽
に
持
ち
歩
い
て
い
る
学
生
が

目
に
止
ま
る
。
い
っ
た
い
そ
う
い
う
高
価
な

品
々
を
ど
う
や
っ
て
手
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
品
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
夏
休
み
が
近
づ
い
た
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ト
ー
ク
パ
レ
ッ
ト
で
立
正
生
の
ブ
ラ
ン
ド
感
覚

を
見
聞
し
た
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
樋
口
直

宏
先
生
（
心
理
学
部
）
の
講
義
受
講
生
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

山
崎
記
者
と
山
崎
邦
正
さ
ん

心
理
学
部
１
年

山
崎
　
邦
正
さ
ん

笑いの「心」学んでます
Ａ 体の調子

がよくないとか
…それは心配で
すね。体に関し
ては一度大学の
保健室や病院で
症状を話して相
談してみるとい
いでしょう。もし、体に何も問題が無ければ、心理的なものからきているかもしれませんね。
さて、あなたは大学生活で何か明確な目標はありますか。自分が打ち込めるものを持っていますか。大学４年間をどのように過ごし、自分を磨き育て将来はどのような仕事をしたいですか。そのためには、具体的に大学で何を学び身につける必要があるでしょうか。

自分を振り返り、まず自分が「できること」を何でも書き出して見ましょう。その中から「好きなこと」を選択します。すなわち「好きで得意なこと」をさらに深め自分の「強み」とすることから始めてみてはどうでしょう。ただ大学を出ただけでは通用しない時代です。あなたは「何ができる人」になるか、大学時代の４年間、与えられた時間を大切に、目標を持ってたゆまず「自分育て・自分磨き」をしてください。

Ｑ　最近どうも体の調子がよくないんです。夏休みが終わったあたりからずっとで、最初は休みボケかなと思ってほっといたんですけど、一向に改善する気配なし。気が付くとぼうっとしてるし、体もすぐ疲れてしまいます。勉強にもやる気が起こらないし、大学に来ても友達と話をして終わり、といった感じです。こういうのは一体何をしたら治るのでしょうか？出来れば原因も知りたいです。（哲１年　男子）

心身ともに不調です

「
好
き
で
得
意
な
こ
と
」
を
書
き
出
し
て
み
よ
う

心
理
学
部
　
宮
城
　
ま
り
子
先
生

悩み？ 解決！�

昨
今
何
か
に
つ

け
て
節
約
ブ
ー
ム

で
あ
る
。
無
駄
を

見
直
し
て
節
約
す

る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
は
金
曜
と
土

曜
の
夜
に
な
る
と
学
内
の
電
気
が

消
さ
れ
て
い
る
場
所
が
多
い
。
最

近
は
ト
ー
ク
パ
レ
ッ
ト
周
辺
ま
で

暗
い
。
金
・
土
曜
は
学
生
が
少
な

い
か
ら
節
電
の
つ
も
り
か
も
し
れ

な
い
が
、
日
常
的
に
犯
罪
が
多
発

し
て
い
る
以
上
、
学
内
に
明
か
り

を
た
く
さ
ん
灯
す
こ
と
は
無
駄
で

は
な
い
と
思
う
。

夜
間
主
の
私
は
、
７
限
終
了
時

声�
VoiceVoice

に
学
生
の
集
う
ト
ー
ク
パ
レ
ッ
ト

の
明
る
さ
を
見
る
と
ホ
ッ
と
す

る
。
犯
罪
防
止
や
夜
間
主
学
生
の

精
神
的
ケ
ア
の
た
め
に
学
内
節
電

は
最
小
限
に
控
え
て
ほ
し
い
。
こ

ん
な
時
代
こ
そ
、
大
学
は
い
つ
で

も
明
る
く
開
放
的
な
場
所
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

（
夜
間
主
学
生
）

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ボ
イ
ス
」
を
い
っ
し
ょ
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

大
学
の
気
に
な
る
人

や
興
味
深
い
出
来
事
を
取
材
し
、
発
信
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
が
得
意
な

人
、
何
か
を
始
め
た
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
２
階
企
画
広
報
室

で
ス
タ
ッ
フ
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
悩
み→

解
決
！
」
は
学
生
の
悩
み
に
答

え
ま
す

ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
名
前
と

学
部
学
年
、
悩
み
の
内
容
を
具
体
的
に
書
い

て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
に
紙
面
で
は
匿
名
で
掲
載
し
ま
す
。

あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ
先
〒
１
４
１-

８

６
０
２
品
川
区
大
崎
４-

２-

16
立
正
大
学

企
画
広
報
室
　
学
園
新
聞
係

E-m
ail
pln@

ris.ac.jp

大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
３
８
１
人
に
聞
い
た

「自分磨き」を

第88号
2005年（平成17

年）1月1日（14
）

者
も
増
え
、
終
盤
戦
に
向
け
て

そ
の
熱
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
感

動
を
呼
ん
で
い
た
。

「
今
季
、
何
と
か
し
た
い
。

い
よ
い
よ
と
考
え
て
い
ま
す
」

昇
格
し
た
。

ま
た
、
石
井
賢
太
郎
さ
ん

（
社
福
１
年
）
が
皆
中
賞
受
賞

の
快
挙
を
果
た
し
た
。

大
を
一
蹴
、
勢
い
の
波
に
乗
っ

て
の
山
梨
学
院
大
戦
は
、
前
半

か
ら
マ
カ
パ
イ
ト
ロ
と
タ
カ
プ

ふ
た
り
の
ト
ン
ガ
選
手
が
執
拗

に
マ
ー
ク
さ
れ
、
白
熱
し
た
攻

と
粘
り
』
が
来
季
の
課
題
か
、

堅
い
守
り
と
豪
打
の
打
撃
陣
で

他
を
圧
倒
し
て
い
き
た
い
。
秋

深
い
１１
月
、
学
校
内
外
で
の
タ

フ
な
１０
誅
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
と
屋

東
学
生
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
男
子

５
部
、
女
子
６
部
で
ダ
ブ
ル
優

勝
を
果
た
し
た
。
な
お
リ
ー
グ

戦
入
れ
替
え
戦
で
女
子
は
５
部

へ
昇
格
し
た
。

男
子
主
将
の
菊

地
英
記
さ
ん
（
文

・
哲
３
年
）「
５
部

優
勝
は
大
き
な
一

歩
で
す
。
次
は
４

部
昇
格
を
果
た
し

ま
す
」

女
子
主
将
の
竜

野
菜
穂
子
さ
ん

（
地
球
３
年
）「
念

願
の
６
部
優
勝
と

５
部
昇
格
。
長
年

６
部
だ
っ
た
の

で
、
う
れ
し
い
限

り
で
す
」

り
ま
す
」

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
０４
年
関

防
と
な
っ
た
。
だ
が
相
手
バ
ッ

ク
ス
の
快
速
ラ
ン
を
警
戒
し
つ

つ
、
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
Ｆ
Ｗ
で

終
始
試
合
を
リ
ー
ド
、
最
後
は

２２
―
１９
と
見
事
な
競
い
勝
ち
。

さ
ら
に
最
終
戦
に
も
圧
勝
、
念

願
の
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
２
部

〝
全
勝
優
勝
〞
を
成
し
遂
げ
た
。

「
緊
迫
し
た
場
面
で
い
か
に

普
段
と
同
じ
プ
レ
イ
が
で
き
る

か
、
ま
だ
そ
れ
が
足
り
な
い
」

堀
越
監
督
は
勝
っ
て
兜
の
緒

を
締
め
た
。

レ
ベ
ル
の
高
い
東
都
大
学
２

部
リ
ー
グ
の
野
球
部
は
春
４

位
、
秋
５
位
だ
っ
た
。『
逆
転 内

練
習
場
で
の
打
ち
込
み
か
ら

練
習
を
再
開
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
立
て
直
し
急

務
の
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
。
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
と
サ
テ
ラ
イ
ト
に
分

け
ら
れ
効
率
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。
東
京
都
リ
ー
グ
１

部
で
１
勝
３
分
け
３
敗
と
７
位

の
成
績
だ
っ
た
が
、
先
の
光
明

は
見
え
て
き
て
い
る
。

「
足
場
を
固
め
る
１
年
で
し

た
」（
杉
田
コ
ー
チ
）

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
、

清
水
監
督
の
２
年
目
、
必
ず
上

位
に
入
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

皆
さ
ん
は
、
最
近
〝
命
懸
け
〞

で
何
か
に
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
ヨ
ッ
ト
部
は
い
つ

も
〝
命
懸
け
〞
で
す
。

「
命
」
は
単
純
に
生
命
と
し

て
の
「
命
」
で
も
あ
り
ま
す
。

刻
一
刻
と
変
化
す
る
海
と
い
う

環
境
の
中
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
判
断
ミ
ス
が
思
わ
ぬ

お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
葉
山
御

用
邸
す
ぐ
近
く

の
浜
で
、
と
て

も
良
い
環
境
で

す
。
部
で
合
宿

所
を
一
軒
借

り
、
ヨ
ッ
ト
の

練
習
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
を

含
め
、
自
分
た

ち
の
生
活
も
家

族
同
然
に
多
く

の
人
に
支
え
ら

事
故
を
生
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

時
に
は
先
輩
か
ら
激
し
い
叱

咤
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
命
」

を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な

の
で
、
そ
の
時
は
わ
か
ら
な
く

て
も
、後
で
必
ず
わ
か
り
ま
す
。

練
習
は
毎
週
土
日
に
葉
山
で

サ
イ
ン
入
り
の
本
と
扇
子
。

◆
こ
れ
か
ら
入
部
す
る
後
輩
へ

自
分
た
ち
を
踏
み
台
に
し
て
大

き
く
育
っ
て
ほ
し
い
。（
細
田

公
康
部
長
＝
文
・
哲
３
年
）

◆
今
後
の
抱
負

全
国
大
会
で

一
番
に
な
る
こ
と
。

「
第
１
回
大
学
対
抗
落
研
ラ
イ

ブ
」
を
開
催
し
、
マ
ス
コ
ミ
に

注
目
さ
れ
た
。
伝
統
を
重
ん
じ

画
期
的
な
活
動
を
展
開
中
。

◆
部
室
内
で
大
切
な
モ
ノ

代

々
継
承
さ
れ
た
落
語
の
教
本
と

三
遊
亭
円
窓
師
匠
か
ら
頂
い
た

◆
歴
史

通
称
名
「
落
研
」
は

昭
和
３９
年
に
設
立
。
夏
休
み
に

は
、
老
人
施
設
や
お
祭
り
な
ど

の
場
で
巡
回
公
演
を
し
て
い

る
。

◆
拝
見
録

昨
年
は
東
京
大
学

な
ど
都
内
の
大
学
と
連
携
し
て

代
々
継
承
さ
れ
て
い
る
落
語
の
本
と
三
遊

亭
円
窓
師
匠
か
ら
贈
ら
れ
た
サ
イ
ン
入
り

本
と
扇
子

れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

春
と
秋
に
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ

ジ
と
い
う
大
き
な
大
会
が
あ

り
、
決
勝
戦
進
出
に
む
け
て

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

О
Ｂ
や
О
Ｇ
の
中
に
は
国
体

に
参
加
さ
れ
る
方
や
、
ク
ル
ー

ザ
ー
の
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
り

す
る
方
も
お
り
、
そ
の
方
々
の

堀
越
監
督
か
ら
落
ち
着
き
あ

ふ
れ
る
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

１
０
０
点
ゲ
ー
ム
を
含
む
４

勝
０
敗
で
迎
え
た
残
り
３
試

合
、
ま
ず
は
１７
│
７
と
強
豪
専

主
将
の
篠
崎
英
治
さ
ん
（
文

・
哲
４
年
）「
長
い
低
迷
期
を

打
開
で
き
努
力
が
実
り
ま
し

た
。
今
後
も
上
を
目
指
し
頑
張

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
関
東
学
生
リ
ー
グ
４
部
で

優
勝
し
た
。
こ
こ
数
年
、
部
員

不
足
だ
っ
た
が
、
現
在
は
選
手

２９
人
、
女
子
Ｍ
Ｇ
１１
人
と
部
員

も
強
化
さ
れ
期
待
さ
れ
る
。

主
将
の
山
本
崇
さ
ん
（
文
・

哲
４
年
）「
後
輩
た
ち
に
は
、

か
つ
て
２
部
３
位
に
い
た
成
績

を
抜
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

弓
道
部
男
子
が
東
京
都
学
生

弓
道
連
盟
平
成
１７
年
度
リ
ー
グ

戦
５
部
で
優
勝
し
た
。
な
お
リ

ー
グ
戦
入
れ
替
え
戦
で
４
部
へ

熊
谷
校
舎
の
ラ
グ
ビ
ー
場
に

は
選
手
た
ち
の
熱
気
が
ひ
し
め

い
て
い
た
。
タ
ッ
ク
ル
練
習
に

熱
が
こ
も
る
。
ま
と
ま
り
の
良

さ
が
感
じ
ら
れ
、
と
て
も
い
い

雰
囲
気
だ
。
堀
越
監
督
と
原
コ

ー
チ
の
声
が
響
き
、
ス
タ
ッ
フ

の
指
導
が
す
み
ず
み
ま
で
行
き

渡
っ
て
い
る
。

「
目
標
は
全
勝
優
勝
で
す
」

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
あ
ふ
れ
る
松

元
主
将
は
当
初
か
ら
目
標
を
リ

ー
グ
優
勝
に
定
め
て
い
た
。
７５

人
の
選
手
は
、
皆
、
同
じ
目
的

を
持
ち
、
日
々
の
練
習
に
ハ
ー

ド
に
取
り
組
む
真
摯
な
姿
勢
が

み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
一
般
学
生
の
練
習
見
学

文
・
写
真
　
岩
瀬
　
孝
文
＝
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

（
立
正
大
ア
メ
フ
ト
部
監
督
） 

ラ
グ
ビ
ー
、
リ
ー
グ
制
覇
成
る 

「
命
」
を
か
け
に
き
ま
せ
ん
か 

優
勝
お
め
で
と
う
！ 

祝 
ア
メ
リ
カ
ン 

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

弓
　
　
　
　
道 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
の
練
習

は
と
て
も
有
意
義
で
す
。

ヨ
ッ
ト
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー

ト
な
乗
り
物
で
す
。
そ
の
時
々

の
感
情
や
、
同
じ
船
に
乗
る
こ

と
に
な
っ
た
「
バ
デ
ィ
」
と
の

信
頼
関
係
が
操
船
に
影
響
し
て

き
ま
す
。

「
船
に
乗
る
と
人
が
変
わ
る

ね
」
と
部
員
同
士
で
よ
く
言
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
一
人
一
人
が

命
懸
け
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
命
と
い
う
と
大
げ
さ
で
す

が
、
部
員
が
ポ
リ
シ
ー
や
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
真
剣
に
活
動
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
得
ら
れ
る
も

の
が
大
き
い
の
で
す
。
さ
っ
き

ま
で
喧
嘩
し
て
い
た
の
に
、
海

か
ら
帰
る
と
「
あ
な
た
誰
」
と

い
う
感
じ
の
人
も
多
い
で
す
。

そ
の
差
も
愉
快
で
す
。

も
し
最
近
お
暇
な
ら
、
ヨ
ッ

ト
部
に
「
命
」
を
か
け
に
き
ま

せ
ん
か
。

（
心
理
学
部
　
鈴
木
恵
美
）

部
室
部
室 

部
室
部
室 

部
室 

拝
見
拝
見 

拝
見
拝
見 

拝
見 

落
語
研
究
部 大

学
対
抗
ラ
イ
ブ
で
注
目
あ
び
る 

㊤
第
１
回
大
学
対
抗
ラ
イ
ブ
の
ポ

ス
タ
ー
㊦
は
オ
ツ
に
構
え
る
立
正

大
落
研
の
面
々

男
子
弓
道
は
４
部
へ
昇
格

関
東
４
部
優
勝
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ダ
ブ
ル
優
勝
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ヨット部

（11.14山梨学院
大戦）㊤立正独

走

トライでリード
を奪う㊦鋭い押

し

込みでトライを
狙う
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両
キ
ャ
ン
パ
ス
間
を
運
行
し
て

い
る
「
学
バ
ス
」
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

車
体
に
は
大
学
が
イ
メ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
用

し
て
い
る
写
真
に
、『「
モ
ラ
リ
ス

ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
育
む
』

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
入
っ

て
い
ま
す
。

全
体
的
に
明
る
く
落
ち
着
い
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、「
走

る
大
学
Ｐ
Ｒ
」
と
し
て
両
キ
ャ
ン

パ
ス
間
を
毎
日
運
行
し
多
く
の
人

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
ス
は
、
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク

ル
等
で
利
用
も
可
能
で
す
。

長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
熊

谷
校
舎
内
に
あ
る
硬
式
野
球

場
。
今
春
、
外
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
人
工
芝
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
ま
た
外
野
フ
ェ
ン
ス
も
神

宮
球
場
と
同
仕
様
の
青
色
ラ
バ

ー
フ
ェ
ン
ス
へ
。
そ
の
人
工
芝

は
膝
や
腰
に
優
し
い
最
新
式
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
ー
フ
。
野
球

に
は
最
適
の
、
し
か
も
内
野
の

土
を
入
れ
替
え
、
さ
ら
に
し
っ

く
り
と
く
る
球
場
と
な
っ
た
。

春
季
リ
ー
グ
で
は
、
早
く
も

人
工
芝
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
東

都
２
部
優
勝
を
果
た
し
、
専
大

と
の
入
替
戦
に
勝
利
、
昨
春
以

来
３
季
ぶ
り
の
１
部
復
帰
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。

秋
に
快
進
撃
が
始
ま
る
で
あ

ろ
う
立
正
大
学
硬
式
野
球
部
。

念
願
の
１
部
優
勝
に
向
け
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
オ
ブ
ド
リ
ー
ム
ス

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

平
成
１９
年
に
創
立
１
３
５
年

を
迎
え
た
立
正
大
学
の
あ
ゆ
み

を
天
正
期
の
檀
林
に
遡
り
、
８

学
部
１４
学
科
を
擁
す
る
総
合
大

学
と
な
っ
た
現
在
ま
で
の
歴
史

を
回
顧
す
る
。

期
間

平
成
１９
年
７
月
２
日

（
月
）
〜
７
月
２９
日
（
日
）

場
所

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

立
正
大
学
博
物
館

お
問
い
合
わ
せ

０
４
８（
５
３
６
）６
１
５
０

目
ま
ぐ
る

し
く
変
転
し

て
い
る
社
会

に
あ
っ
て

も
、
必
ず
何

ら
か
の
形
で

「
人
」
が
関

与
し
、
人
と
人
が
結
び
つ
い
た

「
仕
組
み
」
が
見
ら
れ
る
▼
先

端
的
学
問
分
野
の
進
展
の
一
方

で
、「
学
際
化
・
総
合
化
」、
さ

ら
に
「
文
理
融
合
（
文
系
と
理

系
の
垣
根
越
え
）」
な
ど
、
大

学
も
教
育
・
研
究
面
で
大
き
な

転
換
期
に
あ
る
が
、
同
時
に

「
人
に
関
わ
る
」
学
問
や
「
人

と
の
関
わ
り
」
に
関
す
る
テ
ー

マ
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い

る
▼
本
学
で
は
「
建
学
の
精
神

（
真
実
、
正
義
、
和
平
）」
の
下
、

学
生
諸
君
に
は
知
力
や
体
力
に

止
ま
ら
な
い
、
他
者
と
の
関
わ

り
に
対
す
る
社
会
的
能
力
を
身

に
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
、『「
モ
ラ
リ
ス
ト
×

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
育
む
』
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
を
打

ち
出
し
、
学
力
や
ス
キ
ル
の
向

上
に
止
ま
ら
な
い
総
合
的
な
魅

力
作
り
（
人
間
力
）
に
努
め
て

い
る
▼
例
え
ば
医
師
に
は
、
病

院
の
た
め
で
は
な
く
患
者
の
た

め
に
尽
く
す
責
務
と
と
も
に
、

患
者
の
た
め
に
技
術
を
学
ぶ
姿

勢
と
患
者
と
共
に
歩
む
場
に
自

ら
の
喜
び
を
見
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
▼
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
忠

誠
の
対
象
は
「
人
」
で
あ
り
、

「
所
属
す
る
組
織
」
そ
の
も
の

で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。「
人
」

を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
断
じ

て
有
り
え
な
い
▼
「
運
命
は
予

想
で
き
な
い
。
で
も
一
つ
だ
け

分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

本
当
に
幸
せ
に
な
れ
る
人
と

は
、
自
ら
進
ん
で
世
の
中
の
役

に
立
つ
全
て
を
求
め
、
そ
れ
を

見
出
し
た
人
で
あ
る
」
と
の
シ

ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
の
言
葉
が
伝
わ

っ
て
い
る
。

本
学
硬
式
野
球
部
は
神
宮
球

場
に
お
い
て
、
専
大
（
１
部
最

下
位
）
を
７
―
３
、
５
―
２
と

連
勝
で
撃
破
し
、
３
季
ぶ
り
に

東
都
１
部
へ
返
り
咲
い
た
。

春
季
は
２
部
で
完
全
優
勝
を

果
た
し
、
そ
の
勢
い
と
抜
群
の

ま
と
ま
り
を
持
っ
て
挑
ん
だ
入

替
戦
だ
っ
た
。

８
勝
０
敗
で
、
最
高
殊
勲
選

手
賞
と
最
優
秀
投
手
賞
の
２
大

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
好
投
手

岩
本
（
宇
部
鴻
城
）
を
軸
に
、

主
砲
４
番
の
田
中
（
崇
徳
）、

新
人
の
強
打
越
前
（
横
浜
）、

好
打
の
赤
堀
（
掛
川
西
）
と
備

前
島
（
桐
生
一
）
ら
が
切
れ
目

な
い
打
線
で
専
大
投
手
陣
を
打

ち
崩
し
た
。
そ
し
て
２
試
合
と

も
に
素
晴
ら
し
い
救
援
を
み
せ

た
左
腕
津
田
（
広
陵
）
が
相
手

打
線
を
ね
じ
伏
せ
た
。

「
ス
タ
ン
ド
と
ベ
ン
チ
が
、

一
丸
に
な
っ
た
全
員
野
球
が
で

き
た
」（
伊
藤
監
督
）

本
学
は
全
国
に
名
だ
た
る

『
戦
国
東
都
』

１
部
秋
季
リ
ー

グ
に
お
い
て
覇

者
め
ざ
し
て
突

き
進
む
。
初
秋

の
神
宮
球
場
に

は
校
歌
と
応
援

歌
が
鳴
り
響

く
。
定
評
あ
る

吹
奏
楽
、
奮
闘

す
る
応
援
リ
ー

ダ
ー
の
下
、
輝

か
し
い
勝
利
を

こ
の
目
で
味
わ

い
た
い
。
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昭
和
１８
年
１０
月
、
明
治
神
宮
外
苑

の
学
徒
出
陣
で
使
用
さ
れ
た
旗

歓
喜
の
胴
上
げ
に
踊
る
伊
藤
監
督

「1部復帰！次は優勝だ！」と人さし指を青き神宮の空に突き立てる選手たち

学
バ
ス
に
ご
注
目
　

注
目
　�！�

学
バ
ス
に
ご
注
目
　�！�

立
正
大
学
の
あ
ゆ
み�

天
正
期
の
檀
林
か
ら
現
在
へ�

博
物
館
が
企
画
展
　�

「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

輝
く
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

硬
式
野
球
場
が
人
工
芝
に

3季ぶり1部復帰�
3季ぶり1部復帰�

硬式野球部�

２
部
で
完
全
優
勝
、
入
替
戦
制
す

『
戦
国
東
都
』覇
者
め
ざ
す

これからも「声」を伝え続けます

印象的な「再刊」…発展を

立
正
大
学
名
誉
教
授　

坂
誥
秀
一
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織
田
信
長
時
代
の
天
正
８
年

（
１
５
８
０
）
の
仏
教
学
問
所

『
飯
高
檀
林
』（
い
い
だ
か　

だ

ん
り
ん)

に
淵
源
す
る
本
学
は
、

明
治
期
の
学
制
改
革
を
経
て
、

大
正
13
年
、
文
部
省
の
大
学
令

に
よ
り
「
立
正
大
学
」
と
し
て

認
可
さ
れ
た
。
甲
子
園
が
完
成

し
た
年
で
あ
る
。

　

大
正
13
年
６
月
15
日
の
大
学

昇
格
の
記
念
に
、
式
典
に
合
わ

立
正
大
学
名
誉
教
授

 

渡
邊　

寶
陽

「
学
園
歌
」
決
定
を
伝
え
る
立
正
大
学
学
園
新
聞（
昭
和
29
年
９
月
）

校　歌 勇壮なメロディー、詞 勇壮なメロディー、詞
学園歌 同窓の「精神的故郷」 同窓の「精神的故郷」

せ
て
印
刷
さ
れ
た
『
立
正
大
学

校
歌
』
と
い
う
小
冊
子
に
感
慨

を
お
ぼ
え
る
。

　

作
曲
は
（
ぎ
ん
ぎ
ん
ぎ
ら
ぎ

ら
夕
日
が
沈
む
…
）の
童
謡『
夕

日
』
で
盛
名
を
馳
せ
た
室
崎
琴

月
氏
。
作
詞
は
本
学
に
出
講
さ

れ
て
い
た
境
野
正
氏
。
当
時
の

国
文
学
科
の
山
上
ゝ
泉
教
授
の

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
面
目
を
か

け
て
作
詞
し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

 

見
よ
東
海
の
芙
蓉
峰
／
あ
か

ね
さ
す
陽
に
映
ゆ
る
時
／
無

明
の
眠
り
覚
ま
す
べ
く
／
暁

鐘
響
く
谷
山
丘

　

勇
壮
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
詞
は

大
学
の
新
た
な
る
出
発
を
勇
気

づ
け
た
で
あ
ろ
う
。

　

時
は
移
り
行
き
、
第
２
次
大

戦
後
、
想
像
を
絶
す
る
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
物
価
騰
貴
）
に

よ
っ
て
経
済
運
営
に
支
障
を
生

じ
、
日
本
中
の
各
大
学
は
倒
壊

の
危
機
に
襲
わ
れ
た
。

　

昭
和
27
年
、
後
に
第
56
代
内

閣
総
理
大
臣
と
な
る
石
橋
湛
山

先
生
（
当
時
は
大
蔵
大
臣
を
経

て
通
産
大
臣
）
が
、
立
正
大
学

学
長
に
就
任
し
、
市
民
教
育
を

目
指
す
大
学
の
使
命
を
訴
え
、

自
ら
も
教
壇
に
立
っ
た
。

　

そ
の
理
想
を
訴
え
る
た
め
に

『
立
正
大
学
学
園
歌
』
の
歌
詞

募
集
を
お
こ
な
っ
た
が
、
該
当

作
は
な
く
、
北
原
白
秋
門
下
と

し
て
戦
後
の
社
会
に
新
風
を

送
っ
た
大
木
惇
夫
氏
に
作
詞
を

依
頼
し
た
。
ま
た
、
曲
は
山
田

耕
筰
門
下
で
大
木
を
敬
愛
し
て

い
た
乗
松
昭
博
氏
に
よ
っ
て
作

曲
さ
れ
た
。

　

 

意
気
高
し
谷
山
ケ
丘
の
／
立

正
の
我
ら
の
誇
り
／
橘
の
さ

や
け
き
花
を
／
も
ろ
と
も
に

香
ら
さ
ん
か
な
／
明
日
の
春

　

明
日
の
春
／
額
に
汗
し
て

待
つ
を
知
る
／
清
若
き
者
に

幸
よ
あ
れ

　

こ
う
し
て
昭
和
29
年
に
大
学

と
付
属
の
高
校
・
中
学
を
包
括

し
学
園
全
体
が
、
精
神
的
故
郷

を
同
窓
諸
氏
と
共
有
す
る
基
点

と
し
て
『
学
園
歌
』
が
完
成
し

た
。

　

学
生
時
代
は
二
度
と
戻
る
こ

と
の
な
い
青
春
を
真
っ
盛
り
に

花
を
咲
か
せ
る
貴
重
な
人
生
の

一
齣
で
あ
る
。
人
生
に
花
を
開

か
せ
る
意
気
込
み
を
忘
れ
た
く

な
い
と
思
う
。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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…

「
立
正
大
学
の
歌
」立

正
大
学
名
誉
教
授

今
成　

元
昭

　

立
正
大
学
の
建
っ
て
い
る

谷
山
丘
か
ら
、
人
々
の
、
社
会

全
体
の
、「
無む

明み
ょ
うの
眠
り
」
を

覚
ま
す
暁
鐘
が
響
き
わ
た
っ
て

い
く
こ
と
で
、
立
正
大
学
に
学

ぶ
人
た
ち
が
、
世
界
の
人
び
と

の
精
神
的
指
導
者
に
な
る
こ
と

を
約
束
し
て
い
る
歌
詞
で
す
。

　

こ
の
「
無
明
」
と
い
う
の
は

仏
教
の
こ
と
ば
で
、
生
・
老
・

病
・
死
な
ど
の
す
べ
て
の
苦
し

み
を
も
た
ら
す
原
因
と
さ
れ
て

い
る
も
の
―
わ
た
く
し
た
ち
を

迷
わ
せ
・
苦
し
め
て
い
る
、
根

源
的
な
無
知
・
愚
か
さ
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

仏
教
で
は
、
無
明
を
取
り
除

け
ば
、
人
間
の
一
切
の
悩
み
は

全
部
無
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と

教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
校
歌
一

番
を
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
よ
う
な
身
の
ひ
き
し
ま
る
誓

い
を
、
世
間
に
公
約
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
「
本ほ

ん

時じ

」
と
い
え
ば
、
法
華

経
「
如
来
寿
量
品
」
に
よ
っ
て

あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
久
遠
の
本

仏
を
包
み
込
ん
で
い
る
永
遠
不

滅
の
時
間
帯
を
さ
す
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
「
本
時
の
春
」
と

い
う
の
は
、年
に
よ
っ
て
変
動
・

変
化
が
あ
る
自
然
の
季
節
の
よ

う
な
不
安
定
な
も
の
で
は
な

く
、
不
滅
の
真
実
・
正
義
・
和

平
が
保
証
さ
れ
て
「
仏ぶ
っ

性
し
ょ
う

蓮れ
ん

華げ

」
の
咲
き
ほ
こ
る
、
仏
ほ
と
けの
国

の
春
な
の
で
す
。

　

学
園
歌
に
く
り
か
え
さ
れ
て

い
る
「
明
日
の
春
」
も
、「
本

時
の
春
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
春
の
到
来
に
む
け

て
、
精
進
を
怠
ら
な
い
溌
剌
と

し
た
立
正
の
学
徒
に
、「
幸
さ
い
わ
いあ

れ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
が

学
園
歌
な
の
で
す
。

（
立
正
大
学
橘
父
兄
会
発
行
の

『
立
正
の
し
る
べ
』
＝
今
成
元

昭
著
＝
よ
り
）

　

学
園
歌　

　

校　

歌　

　
　
　
　
　

大
木
惇
夫　

作
詞

　
　
　
　
　

乗
松
昭
博　

作
曲

　

一
、

意い

気き

高た
か

し
谷や

山や
ま

ケ
丘お

か

の

立
正
ぞ
わ
れ
ら
の
誇

ほ
こ
り

橘
の
さ
や
け
き
花
を

も
ろ
と
も
に
香か

お

ら
さ
ん
か
な

明
日
の
春　

明
日
の
春

額ぬ
か

に
汗
し
て
待
つ
を
知
る

清き
よ

若わ
か

き
者
に
幸
よ
あ
れ

　

二
、

不ふ

二じ

ケ
嶺ね

の

し
の
の
め
映は

ゆ
る

安あ
ん

国こ
く

ぞ
わ
れ
ら
の
願
い

蒼あ
お

空ぞ
ら

の
明
る
き
智
恵
を

も
ろ
と
も
に
汲
み
と
ら
ん
か
な

明
日
の
春　

明
日
の
春

額
に
汗
し
て
待
つ
を
知
る

清
若
き
者
に
幸
よ
あ
れ

　

三
、

夕ゆ
う

星ぼ
し

に
み
さ
と
し
光
る

行ぎ
ょ
う

学が
く

ぞ
わ
れ
ら
の
標

し
る
べ

風
そ
よ
ぐ
緑
の
園
を

も
ろ
と
も
に
培つ

ち
かわ
ん
か
な

明
日
の
春　

明
日
の
春

額
に
汗
し
て
待
つ
を
知
る

清
若
き
者
に
幸
よ
あ
れ

　
　
　
　
　

境
野　

正　

作
詞

　
　
　
　
　

室
崎
琴
月　

作
曲

　

一
、

見
よ
東
海
の
芙
蓉
峰

あ
か
ね
さ
す
陽ひ

に
映は

ゆ
る
時

無む

明み
ょ
うの

眠
り
覚
ま
す
べ
く

暁ぎ
ょ
う
し
ょ
う鐘
響ひ

び

く
谷や

山や
ま

丘お
か

　

二
、

前ぜ
ん

聖し
ょ
うす
で
に
範は

ん

を
垂た

る

後こ
う

生せ
い

起た

つ
に
お
く
れ
ん
や

同は
ら

胞か
ら

の
た
め
世
の
為
に

命
も
身
も
捧
げ
な
む

　

三
、

か
ざ
す
立

り
っ
し
ょ
う正
破は

邪じ
ゃ

の
剣け

ん

樹た

つ
る
理
想
の
旗は

た

風か
ぜ

に

四し

海か
い

を
な
び
け
久と

こ

遠し
え

に

本ほ
ん

時じ

の
春
を
た
た
へ
な
む

開校当時（明治37年頃）の大学。周辺でひときわ
高く「谷山丘」といわれ東京湾、富士山が望めた

昭和30年頃の大学から市街を展望

立正大学の校章

橘
の
花

石
橋
湛
山
先
生
の
書『
東
西
無
礎
如
一
家
』を
前
に
し
た
髙
村
学
長

第２回訪中のあいさつをかわす湛山(左)と周恩来総理
（昭和38年９月29日）

『石橋湛山写真譜』（東洋経済新報社）より

国
内
外
の
先
達
の

思
想
を
受
け
継
ぐ

　

16
代
学
長
石
橋
湛
山
先
生
が

病
気
の
た
め
左
手
で
書
か
れ
た

と
言
わ
れ
る
「
東
西
一
家
和
楽

春
」、「
東
西
無
礙
如
一
家
」
の

書
が
立
正
大
学
に
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
書
に
は
、
古
今
東
西
諸

国
は
互
い
に
対
峙
す
る
こ
と
な

く
一
家
の
如
く
和
（
の
ど
か
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
記
者
、
政
治
家
、
経

済
学
者
、
宗
教
家
、
そ
し
て
教

育
者
と
し
て
、
こ
の
理
念
を
具

現
化
す
る
た
め
に
生
涯
を
貫
か

れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
日
中
米
ソ
の
冷
戦

構
造
を
打
開
す
る
た
め
、
日
本

の
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
か
ら
の
脱

却
と
４
カ
国
の
和
衷
の
推
進
を

胸
に
、
首
相
退
任
後
の
疲
弊
の

身
を
車
椅
子
で
中
国
に
運
び
、

周
恩
来
首
相
と
会
談
さ
れ
ま
し

た
。
席
上
、
世
界
を
驚
か
せ
る

「
日
中
米
ソ
平
和
同
盟
」
を
提

唱
さ
れ
た
の
で
す
。

　

同
時
に
、
先
生
独
自
の
経
済

理
論
に
基
づ
く
日
中
関
係
の
宥

和
策
を
力
説
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
日
中
間
の
経
済
凍
結

が
解
除
さ
れ
、
日
本
の
経
済
発

展
の
足
が
か
り
が
つ
く
ら
れ
た

と
い
う
史
実
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
湛
山
先

生
の
思
想
と
理
論
の
形
成
の
背

景
に
つ
い
て
興
味
を
抱
き
、
浅

学
な
が
ら
遡
及
し
て
推
考
し
て

み
ま
し
た
。

　

先
生
は
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
理

論
に
造
詣
が
深
い
だ
け
で
は
な

く
、
日
蓮
聖
人
の
理
念
を
範
と

し
て
生
き
、
孔
子
の
「
渇
す
れ

ど　

盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」
と

い
う
信
念
で
生
涯
を
送
ら
れ
た

と
い
っ
て
も
過
誤
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
経
済
・
政
治
・

世
界
観
な
ど
の
信
念
は
早
稲
田

大
学
の
創
設
者
・
大
隈
重
信
や

小
野
梓
の
精
神
と
、
革
命
思
想

家
・
孫
文
や
清
時
代
末
期
の
政

治
家
・
梁
啓
超
（
日
本
に
亡
命
、

大
隈
に
師
事
）
ら
の
「
自
律
・

下
野
」
の
精
神
、
行
政
・
貨
幣
・

租
税
論
の
高
田
早
苗
、
銀
行
・

貿
易
論
の
天
野
為
之
ら
の
影
響

を
受
け
て
熟
成
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

早
稲
田
大
学
１
２
５
周
年
記

念
式
典
で
配
ら
れ
た
「
週
刊
・

日
本
の
百
人
」
に
よ
る
と
、
大

隈
重
信
は
創
立
30
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
、
西
洋
・
東
洋
文

明
の
長
所
の
融
合
の
必
要
性
を

「
一
身
一
家
一
国
の
為
の
み
な

ら
ず
、
進
ん
で
世
界
に
貢
献
せ

よ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ド
の
マ
ハ
ー
ト

マ
ー
ガ
ン
ジ
ー
（
非
暴
力
・
不

服
従
主
義
者
）
の
影
響
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
梁
啓
超
や
孫
文

な
ど
が
力
説
し
て
い
た
「
東
洋

一
家
」
の
思
想
を
も
引
き
継
が

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
、

西
欧
、
ロ
シ
ア
な
ど
列
強
は

競
っ
て
中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
に
覇
権

を
の
ば
し
て
い
ま
し
た
が
、
ア

ジ
ア
の
小
国
日
本
が
大
ロ
シ
ア

帝
国
と
戦
っ
て
旅
順
を
陥
落
せ

し
め
て
講
和
し
、
ロ
シ
ア
統
治

の
遼
東
半
島
を
解
放
し
た
こ
と

に
ア
ジ
ア
諸
国
が
歓
喜
に
沸
い

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
世
相
を
反
映
し

て
、
英
国
に
留
学
し
て
い
た
イ

ン
ド
の
ネ
ー
ル
（
後
の
首
相
）

や
孫
文
、
梁
啓
超
ら
は
、
ア
ジ

ア
諸
国
が
一
体
と
な
っ
て
西
欧

列
強
の
覇
権
排
除
運
動
に
燃
え

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
の
協

力
の
必
要
性
を
共
有
し
た
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
一
時　

多
く
の
留

学
生
（
約
５
万
人
）
が
来
日
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
湛
山
先
生
の

成
長
期
に
多
く
の
有
能
な
亡
命

革
命
家
・
政
治
家
、
国
士
な
ど

が
国
内
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と

や
不
安
定
な
国
際
情
勢
が
、
先

生
の
世
界
平
和
主
義
、
自
律
・

下
野
の
理
念
を
熟
成
さ
せ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

第16代学長 石橋　湛山先生

「東西一家」の信念貫く「東西一家」の信念貫く
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2008年（平成20年）１月１日（6）第100号

父
母
・

 

卒
業
生　

　
　
　

か
ら

学
生　

　

か
ら

みなさん 
の投稿を募集 
しています 

みなさん 
の作品を募集 
しています 

　

氏
名
、
学
部
、
学
科
、
学

年
（
卒
業
生
は
卒
業
年
）、住

所
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
宛
先
〕

　

〒
１
４
１-

８
６
０
２

　

東
京
都
品
川
区
大
崎
４-

２-

16 

立
正
大
学
政
策
広

報
課
学
園
新
聞
担
当

〔
Ｅ
メ
ー
ル
〕

　

pln@
ris.ac.jp

〔
締
切
〕

　

平
成
20
年
1
月
25
日
必
着

波
は
寄
せ
か
へ
し
て
望
の
白
光
を
揺
ら
せ
り
太
古
に
こ
の

渚
見
き 

森
し
ず
か
（
田
辺
市
）

み
ん
み
ん
も
つ
く
つ
く
法
師
も
声
絶
え
て
暮
れ
ゆ
く
早
き

峡
の
わ
が
村 

和
玉
静
江
（
東
牟
婁
郡
）

朝
の
み
は
残
暑
を
さ
ま
り
涼
や
か
に
並
木
ゆ
ら
し
て
風
通

り
ゆ
く 

安
増
美
喜
子
（
北
九
州
市
）

何
時
ま
で
も
涼
し
く
な
ら
ぬ
西
日
本
天
気
予
報
の
全
国
版

睨
む 

萩
山
豊
子
（
松
山
市
）

亡
き
母
の
印
を
つ
け
し
カ
レ
ン
ダ
ー
一
年
た
つ
も
ま
だ
捨

て
ら
れ
ず 

金
子
敏
衣
（
熊
谷
市
）

苦
し
み
を
三
十
一
文
字
に
し
た
た
め
て
暗
い
心
に
閃
光
放

た
ん 

石
井
美
枝
子
（
夕
張
市
）

〔
評
〕

　

森
作
品
「
波
は
寄
せ
」。
中
秋
の
名
月
だ
ろ
う
。
渚
に

寄
せ
て
は
返
す
波
を
限
り
な
く
美
し
く
輝
か
せ
て
い
る
。

ま
る
で
実
際
に
は
る
か
な
昔
「
太
古
」
に
見
た
か
の
よ
う

に
、断
定
し
て
し
ま
い
た
い
ほ
ど
に
素
晴
ら
し
い「
白

び
ゃ
っ
こ
う
光
」。

和
玉
作
品「
み
ん
み
ん
も
」。格
別
に
飾
っ
た
言
葉
も
な
く
、

話
し
言
葉
・
口
語
の
よ
う
な
上
二
句
。
が
、
一
首
に
は
峡か

い

（
谷
あ
い
）
の
村
、
そ
の
晩
夏
の
気
配
が
静
か
に
湛
え
ら

れ
て
い
る
。
今
も
日
本
の
各
地
に
残
る
、
こ
う
し
た
寂
や

か
な
村
々
。
安
増
作
品
「
朝
の
み
は
」。
い
つ
ま
で
も
猛

烈
に
つ
づ
い
た
今
年
の
残
暑
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
盛
夏

は
過
ぎ
て
い
る
。朝
の
ほ
ん
の
つ
か
の
間
の
風
を
歌
っ
て
、

い
か
に
も
涼
し
げ
な
情
景
と
な
っ
た
。
萩
山
作
品
「
何
時

ま
で
も
」。
細
長
い
日
本
列
島
。
い
つ
ま
で
ど
う
し
て
西

日
本
だ
け
、
と
残
暑
を
恨
み
睨
ん
で
い
る
。
と
も
に
活
き

て
使
わ
れ
て
い
る
「
全
国
版
」、「
睨
む
」。
金
子
作
品
「
亡

き
母
の
」。
忘
備
の
た
め
の
メ
モ
な
ど
だ
ろ
う
。
ど
ん
な

印
が
付
さ
れ
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る

が
、
下
句
に
は
母
恋
い
の
思
い
が
溢
れ
て
い
る
。
石
井
作

品
「
苦
し
み
を
」。
心
の
も
や
も
や
が
、
歌
に
す
る
こ
と

で
パ
ッ
と
明
る
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
短
歌
の
効
用
で
あ

り
、
か
つ
て
兼
好
も
書
く
こ
と
に
つ
い
て
、『
徒
然
草
』

の
冒
頭
で
合
い
通
ず
る
思
い
を
述
べ
て
い
る
。

千
の
風
盆
路
あ
け
て
通
り
や
ん
せ

 

東
京
都
品
川
区　

富
田　

玄
華

新
涼
や
石
の
仏
の
笑
ひ
顔

 

神
奈
川
県
大
和
市　

今
関
十
三
里

き
ち
き
ち
や
亡
父
の
拓
き
し
段
畑

 

愛
媛
県
松
山
市　

原
田　

宗
信

膝
抱
え
ぼ
ん
や
り
見
て
る
鰯
雲

 

東
京
都
大
田
区　

水
口　

仁
平

秋
色
の
思
い
出
ひ
と
つ
ポ
ケ
ッ
ト
に

 

香
川
県
坂
出
市　

井
上　

植
惠

木
犀
の
香
に
足
と
め
る
夜
道
か
な

 

東
京
都
台
東
区　

関　
　

一
教

同と
も
が
ら
窓
生
に
真
打
生
ま
る
豊
の
秋

 

東
京
都
練
馬
区　

西
岡　
　

翠

沈
む
色
浮
き
立
つ
色
や
秋
の
暮

 

広
島
県
広
島
市　

村
越　
　

縁

櫛
の
歯
の
欠
け
ゆ
く
如
し
夜
学
席

 

埼
玉
県
東
松
山
市　

佐
藤　
　

弘

ト
ル
ソ
ー
の
母
な
る
温
み
冬
の
虹

 
神
奈
川
県
横
浜
市　

長
崎　

円
喜

木
枯
が
顔
一
ぱ
い
に
吹
き
ぬ
け
る

 

千
葉
県
船
橋
市　

近
藤　

邦
巳

〔
評
〕
一
句　

メ
ル
ヘ
ン
を
呼
ぶ
盆
詠
。
二
句　

石
仏
を

巧
み
に
謳
う
。三
句　

視
界
広
く
万
感
籠
る
作
、精
霊
バ
ッ

タ
の
空
飛
ぶ
音
ま
で
聞
こ
え
て
き
て
。
四
句　

こ
の
放
心

は
ソ
フ
ト
心
地
よ
い
。
五
句　

秋
苑
の
散
策
に
思
わ
ぬ
収

穫
が
。
六
句　

木
犀
に
魅
了
さ
れ
て
。
七
句　

立
正
の
落

語
家
三
遊
亭
神
楽
が
目
出
度
く
「
秋
亭
」
を
か
ざ
る
。
八

句　

秋
冷
の
風
景
句
。
九
句　

侘
し
さ
漂
う
夜
学
席
。
十

句　

中
七
が
生
き
て
く
る
。
十
一
句　

俳
趣
濃
き
作
。

さ
い
は
て

 

川
島
和
弘
（
平
成
17
年
文
学
部
社
会
学
科
卒
）

乾
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に
咲
い
た
白
い
花

ど
こ
か
ら
流
れ
て
来
た
の
か

祝
う
風
も
い
な
い
の
に 

通
り
雨
が
上
が
る
ま
で

こ
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
の
か
な

た
く
ま
し
く
も
は
か
な
い

生
命
の
輝
き 

と
げ
の
な
い
花
は
散
る

理わ
　
け由
の
な
い
ま
ま 

知
ら
ぬ
間
に
散
っ
て
い
く

気
が
つ
け
ば
同
じ
場
所
に
白
い
花
は
立
っ
て
い
る 

い
つ
の
間
に
か
陽
は
暮
れ
る
影
の
中
に
立
っ
て
い
る 

朝
日
が
昇
る
ま
で

こ
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
の
か
な 

は
か
な
く
も
妖
艶
な 

生
命
の
輝
き 

と
げ
の
な
い
花
は
散
る 

理わ
　
け由

の
な
い
ま
ま 

知
ら
ぬ
間
に
去
っ
て
い
く
。

〔
評
〕　

白
い
「
と
げ
の
な
い
花
」
と
は
何
か
。
解
釈
は
読
者

に
ま
か
さ
れ
る
。
世
界
の
端
で
け
ん
め
い
に
生
き
る
さ
さ
や

か
な
存
在
、
そ
の
自
然
の
つ
よ
い
意
志
、
あ
る
い
は
善
意
の

い
と
な
み
…
…
そ
ん
な
も
の
が
イ
メ
ー
ジ
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
。
無
名
の
人
び
と
の
日
日
に
、
比
喩
的
に
か
さ
な
る
表
現

だ
。
慰
め
ら
れ
、は
げ
ま
さ
れ
も
す
る
そ
の
存
在
自
体
に〈
理

由
〉な
ど
な
い
だ
ろ
う
。
だ
い
じ
な
こ
と
は
そ
の
一
瞬
の「
生

命
の
輝
き
」
を
わ
た
し
た
ち
が
共
有
す
る
こ
と
だ
―
―
そ
う

知
ら
せ
て
く
れ
る
詩
。

　

解
り
や
す
い
素
朴
な
表
現
の
う
ら
に
、
奥
の
深
い
人
生
観

や
世
界
観
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
「
さ
い
は
て
」。

　

ほ
か
に
、土
井
絵
里
加
「
マ
ネ
た
が
り
」
が
あ
っ
た
。「
他

人
の
色
」
で
な
く
「
自
分
の
色
」
を
発
見
し
よ
う
と
の
呼
び

か
け
。
そ
れ
は
本
欄
に
寄
せ
ら
れ
る
詩
に
対
し
て
も
い
え
る

こ
と
で
あ
る
。
独
創
と
い
う
困
難
な
ハ
ー
ド
ル
に
い
ど
ん
で

ほ
し
い
。

「
虹
の
ト
ン
ネ
ル
」

 

蛭
川　

誓
子

 

（
熊
谷
市
）　

　

小
５
の
娘
が
大
き
な
シ
ャ
ボ

ン
玉
に
挑
戦
し
た
時
の
様
子

「
明
日
へ
繋
ぐ
」

〈
写
真
〉

 
尾
島　

由
美

 
（
心
理
学
部
３
年
）　　
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（7）2008年（平成20年）１月１日 第100号

熱
心
に
続
く
ご
父
母
と
の
個
別
相
談
会

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
岡
崎
洋
氏
が
講
演

学術、文化、体育、慈善行為広範囲の分野に
 おいて活躍・努力した立正生を奨励します

橘父兄会奨励最優秀賞　１名　　　―――　奨励金３０万円
橘父兄会奨励優秀賞　　２名以内　―――　奨励金２０万円
橘父兄会奨励努力賞　　３名以内　―――　奨励金１０万円

応募資格　　１.本学に在籍する学生　２.個人・団体　
　　　　　　３.自薦・他薦を問いません
応募締切　　平成20年１月31日（木）
応　　募　　橘父兄会事務局へお問い合わせください
　　　　　　大崎キャンパス６号館２階　
　　　　　　℡  　03- 3493- 6535

学術、文化、体育、慈善行為広範囲の分野に

『
親
が
で
き
る
五
つ
の
こ
と
』

 

会
話
の
大
切
さ
強
調

報告・キャリアサポートセンター部長　吉山　辰之
　

昨
年
11
月
４
日
、
学
園
祭
開

催
中
の
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

３
４
１
教
室
に
お
い
て
、
橘
父

兄
会
主
催
・
立
正
大
学
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
後
援
の

「
父
母
の
た
め
の
就
職
講
座

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
約
３
０
０
人
の
ご

父
母
が
出
席
、
な
か
に
は
在
学

生
を
同
伴
さ
れ
て
の
出
席
者
も

多
く
あ
り
、
昨
今
の
就
職
事
情

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
関
心
を

物
語
る
一
面
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

第
１
部
の
講
演
は
、
本
学

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
岡
崎
洋
氏
に
よ
り
『
親
が

子
供
の
た
め
に
で
き
る
、
五
つ

の
こ
と
。大
学
と
共
に
考
え
る
、

就
職
活
動
支
援
』
と
題
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
ご
父
母
に
「
お
子
様

の
夢
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
と
問
い
か
け
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
親
子
の
会
話
が
あ

る
学
生
が
、
希
望
通
り
の
企
業

に
内
定
し
て
い
る
傾
向
が
あ

り
、
逆
に
会
話
を
し
て
い
な
い

学
生
は
、
双
方
共
に
内
定
先
に

不
満
足
な
結
果
が
出
て
い
る
こ

と
が
デ
ー
タ
を
も
と
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
親
と
子
の
対
話
認
識
に
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

「
大
学
生
の
８
割
以
上
は
就
職

活
動
に
親
の
協
力
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
が
、
一
方
で
過
度
な

干
渉
や
押
し
付
け
を
嫌
っ
て
い

る
。
子
供
と
の
会
話
に
チ
ャ
ン

ス
を
見
つ
け
て
、
子
供
と
の
垣

根
を
取
り
払
い
、
お
互
い
の
胸

の
う
ち
を
語
り
合
え
る
よ
う
に

す
れ
ば
理
解
は
深
ま
る
は
ず
」

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
親
が
子
ど
も
の
就

職
活
動
に
ど
う
か
か
わ
る
べ
き

か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

講
師
自
身
の
体
験
か
ら
ノ
ウ
ハ

ウ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
学
生
に
自
信
を
つ
け
さ
せ

る
に
は
、〝
や
れ
ば
で
き
る
〞

と
い
う
小
さ
な
成
功
体
験
の
積

み
重
ね
が
必
要
で
す
。
親
の
期

待
が
、
子
供
に
希
望
を
抱
か
せ

る
の
で
す
。
期
待
過
剰
は
あ
り

ま
せ
ん
。〝
失
敗
し
て
も
大
丈

夫
、
お
父
さ
ん
も
失
敗
し
た
け

ど
そ
れ
が
役
に
立
っ
た
ん
だ

よ
〞
の
一
言
で
ど
ん
な
に
勇
気

づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
そ
の
後
コ
ー
チ
ン
グ
を
応

用
し
た
子
供
へ
の
支
援
法
を
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
進
め
て
い

き
ま
し
た
」。

　

最
後
に
「
わ
が
子
を
支
援
す

る
五
つ
の
方
法
」
と
し
て

　

①
子
供
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト

す
る 

②
心
身
の
健
康
管
理 

③

情
報
提
供
を
続
け
る 

④
や
る

気
、
意
欲
を
育
て
る 

⑤
失
敗

し
た
ら
、
そ
こ
か
ら
学
ば
せ
る

と
述
べ
、 

盛
大
な
拍
手
の
中
、

講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
第
２
部
で
は
、
大

学
会
議
室
に
お
い
て
父
母
と
の

個
別
相
談
会
が
開
催
さ
れ
、
日

本
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
熱
心

な
ご
父
母
に
、
講
師
の
岡
崎
氏

を
は
じ
め
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
職
員
が
個
別
に
面
談
を
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
在
学
生
と
一
緒
に

面
談
を
受
け
ら
れ
た
ご
父
母
が

目
立
ち
ま
し
た
。

岡崎氏講演

橘父兄会主催
父母のための就職講座

全国から300人
講演と個別相談

　

橘
父
兄
会
で
は
、
学
生
の
み

な
さ
ん
に
入
学
式
と
卒
業
式
に

記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

入
学
式
で
は
本
学
名
誉
教
授
で

あ
る
今
成
元
昭

先
生
著
『
立
正

の
し
る
べ
』（
立
正
大
学
橘
父

兄
会
発
行
）
を
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
『
立
正
の
し
る
べ
』
に

は
本
学
の
淵
源
で
あ
る
仏
教
・

日
蓮
聖
人
の
思
想
・
法
華
経
の

ほ
か
、
建
学
の
精
神
、
校
歌
・

学
園
歌
（
本
紙
５
面
参
照
）
な

ど
に
つ
い
て
の
概
要
が
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
の
立
正
大
学
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
『
標
』（
立
正
大
学
橘

父
兄
会
発
行
）、
ま
た
、
キ
ャ

ン
パ
ス
マ
ッ
プ
入
り
等
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
が

あ
り
ま
す
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

る
入
学
式
で
は
、Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅
・

東
武
東
上
線
森
林
公
園
駅
か
ら

の
送
迎
バ
ス
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

卒
業
式
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
印
鑑
付
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
念
品
は
、
平
成

19
年
度
の
記
念
品
と
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
役
立
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で

す
。

『
立
正
の
し
る
べ
』
な
ど
活
用
を

入学式と卒業式

橘父兄会から橘父兄会から
学生に記念品学生に記念品
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本
校
吹
奏
楽
部
の

き
ち
ん
と
し
た
着
こ
な
し
に
笑
顔
が
加
わ
れ
ば
さ
わ
や
か
立
正
の
生
徒
に
!!

　

他
の
学
校
を
訪
問
し

た
と
き
に
、
よ
く
見
か

け
る
の
が
「
服
装
を
整

え
、
挨
拶
を
し
よ
う
」

と
い
う
標
語
で
す
。
制

服
の
場
合
、
色
も
形
も

同
じ
で
す
か
ら
誰
が
着

て
も
同
じ
よ
う
な
着
こ

な
し
に
な
る
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
服

で
あ
っ
て
も
「
服
」
は
個
人
の

も
の
で
す
か
ら
、
し
わ
が
よ
っ

て
い
た
り
、
汚
れ
て
い
た
り
と

様
々
で
、
同
じ
制
服
で
も
見
栄

え
は
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
に「
最
近
の
流
行
」

な
ど
と
い
っ
て
シ
ャ
ツ
を
ズ
ボ

ン
の
上
に
出
し
た
り
、
裾
を
引

き
ず
る
く
ら
い
ズ
ボ
ン
を
下
げ

て
は
い
た
り
と
、
わ
ざ
と
着
崩

し
て
平
然
と
町
を
歩
い
て
い
る

者
を
見
か
け
ま
す
。

　

人
に
は｢

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ス

ペ
ー
ス｣

、
い
わ
ゆ
る｢

侵
さ

れ
た
く
な
い
距
離｣

が
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
自
分
自
身
か
ら
半

径
50
㌢
く
ら
い
位
の
距
離
の
中

に
赤
の
他
人
が
踏
み
込
ん
だ
場

合
、
不
快
を
感
じ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
の
満
員
電
車

の
中
で
相
手
と
完
全
な
接
触
状

態
に
あ
る
と
き
に
は｢

し
ょ
う

が
な
い｣

と
諦
め
る
が
、
触
れ

る
か
触
れ
な
い
か
微
妙
な
距
離

に
あ
る
と
き
、
な
ん
と
な
く
気

に
な
っ
た
り
、
不
快
感
を
覚
え

た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
親
し
い
相
手
の
場

合
は
こ
の
距
離
を
侵
し
合
っ
た

と
し
て
も
気
に
な
ら
な
い
。
仲

の
良
い
家
族
や
恋
人
同
士
を
見

れ
ば
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
そ
う
い
う
間
柄
で
あ
っ
て

も
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ス
ペ
ー
ス

の
距
離
感
が
保
た
れ
て
い
た
と

し
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
上
、
相
手
と
何
か
し
ら
ト
ラ

ブ
ル
状
態
に
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ス
ペ
ー
ス
は

赤
の
他
人
か
ら
脱
却
し
た
と
き

に
破
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
電

車
内
で
も
隣
の
人
と
ひ
と
言
交

わ
し
た
瞬
間
に
、
少
な
く
と
も

｢

赤
の｣

他
人
で
は
な
く
な
る
。

で
き
れ
ば
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ス

ペ
ー
ス
が
気
に
な
ら
な
い
日
々

を
送
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が

気
に
な
ら
な
い
恋
人
を
増
や
す

訳
に
は
い
か
な
い
が
、｢

赤
の｣

他
人
を
脱
却
し
、
親
し
い
人
の

輪
を
広
げ
て
い
け
ば
、
不
快
を

感
じ
る
機
会
も
減
る
の
で
は
な

い
か
。
電
車
内
等
で
の
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
い
る
昨
今
、
ス

ト
レ
ス
か
ら
の
脱
却
が
早
急
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　③服装

不快感与えないよう

◆
主
な
活
動
（
放
送
部
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
コ
ン
ク
ー

ル
「
朗
読
部
門
」
第
６
位

◆
放
送
部
に
入
部
し
た
理
由

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
が
あ
る
か
ら
。

◆
放
送
部
の
魅
力

　

の
び
の
び
と
思
っ
た
こ
と
を

表
現
で
き
る
と
こ
ろ
。
大
会
当

日
、
本
番
前
の
緊
張
感
が
た
ま

ら
な
く
好
き
で
す
。

◆
今
後
の
目
標

　

全
国
大
会
で
優
勝
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

の
国
谷
裕
子
さ
ん
の
よ
う
な
説

得
力
の
あ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

な
る
こ
と
。

 

（
写
真
中
央
が
寺
本
さ
ん
）

　

武
蔵
野
音
楽
大
学
声
楽
科
を

卒
業
し
、
母
校
で
あ
る
本
校
に

奉
職
し
て
20
年
に
な
り
ま
す
。

吹
奏
楽
部
の
指
導
一
筋
で
す
。

毎
年
３
月
に
石
橋
講
堂
で
行
わ

れ
る
定
期
演
奏
会
は
圧
巻
で
、

今
年
で
26
回
を
重
ね
ま
す
。

　

昨
年
夏
の
東
京
都
高
等
学
校

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
初
め

て
Ａ
組
に
出
場
し
、
多
数
の
出

音楽科
 小島　与一先生

説得力のある　
アナウンサーに

中
３　

寺
本　

彩
夏

今は歌われなくなったが　

甲
子
園
で
勝
っ
た
ら

声
高
ら
か
に
校
歌
を

　

本
校
は
今
年
で
創
立
１
０
４

年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
私
立
校

で
す
。

　

大
学
学
園
の
付
属
校
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
本
校
に
は
「
校

歌
」
と
学
園
全
体
の
「
学
園
歌
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら

か
、
式
典
や
体
育
祭
な
ど
の
行

事
で
は
学
園
歌
が
歌
わ
れ
、
校

歌
が
歌
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
。（
現
在
70
歳
を
超

え
る
先
輩
方
に
よ
る
と
、
か
つ

て
は
学
園
歌
で
は
な
く
校
歌
を

歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
）

　

学
園
歌
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
は
中
学
・
高
校
・

大
学
の
連
帯
意
識
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
校
歌
に
は
一
種
の
帰
属
意
識

が
潜
在
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
そ
の
証
拠
に
、
卒
業
し
て
何

年
過
ぎ
て
も
同
窓
会
な
ど
で
は

校
歌
を
歌
う
光
景
が
見
ら
れ
ま

す
）

　

本
学
の
学
園
歌
と
校
歌
に
は

一
番
に
「
谷
山
が
丘
」
と
い
う

歌
詞
が
出
て
き
ま
す
。
創
設
当

初
、
こ
の
学
園
の
地
名
が
そ
う

呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
学
園
歌
に
は
学
校
の

理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、「
行

学
」「
安
国
」
と
い
う
日
蓮
聖

人
の
説
か
れ
た
教
え
が
歌
詞
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
生
活

に
お
い
て
、
い
か
に
生
き
る
か

の
指
針
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

昨
今
の
生
徒
は
大
き
な
声
で

学
園
歌
を
歌
わ
な
く
な
り
ま
し

た
。
元
気
が
な
く
な
っ
た
と
批

判
す
る
よ
り
、
や
は
り
歌
詞
の

意
味
や
そ
の
奥
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
理
解
さ
せ
る
方
が
大
切

と
も
い
え
ま
す
。

　

本
校
の
野
球
部
が
甲
子
園
に

出
場
し
１
勝
し
た
暁
に
は
、
学

園
歌
で
は
な
く
て
校
歌
が
歌
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
日
が
い
つ
に
な
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
年
た
っ

て
も
声
高
ら
か
に
誇
り
を
も
っ

て
校
歌
や
学
園
歌
を
歌
い
続
け

た
い
も
の
で
す
。

創立104年の伝統
行事では学園歌のみに行事では学園歌のみに

　

本
人
は
「
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
か

「
個
人
の
自
由
」

と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
見
せ

付
け
ら
れ
る
周
囲
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
ス
タ
イ
ル
が
相
手
に
不
快

感
を
与
え
て
い
な
い
か
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
の
家
に
集

金
の
人
が
訪
ね
て
き
た
と
し
ま

す
。
家
に
は
あ
な
た
し
か
い
ま

せ
ん
。
集
金
額
が
高
額
で
、
集

金
人
を
よ
く
見
る
と
髪
の
毛
は

ボ
サ
ボ
サ
、
上
着
の
下
か
ら

シ
ャ
ツ
が
は
み
出
て
、
ネ
ク
タ

イ
は
だ
ら
し
な
く
緩
み
、
ズ
ボ

ン
の
裾
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
お
ま
け

に
革
靴
の
踵
を
踏
み
つ
け
て
い

た
ら
、
あ
な
た
は
そ
の
集
金
人

を
信
じ
て
お
金
を
預
け
ま
す

か
。

　

外
国
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
初

対
面
の
人
の
印
象
を
決
定
す
る

条
件
は
約
60
％
が
目
か
ら
の
情

報
、
つ
ま
り
見
た
目
の
表
情
や

服
装
で
決
ま
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
話
し
方
な
ど
が
加
わ

る
と
約
90
％
に
も
な
る
そ
う
で

す
。
い
か
に
外
見
が
大
事
か
が

わ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
人

を
外
見
だ
け
で
判
断
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

に
大
半
の
人
が
外
見
を
重
視
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

折
角
、
中
身
の
「
こ
こ
ろ
」

を
磨
い
て
も
外
見
で
誤
解
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。
残
念
で
す
が
「
こ
こ
ろ
」

は
す
ぐ
に
見
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
し
ば
ら
く
付
き
合
っ
て
初

め
て
伝
わ
る
も
の
で
す
。　

　

相
手
に
誤
解
さ
れ
ず
不
快
感

も
与
え
な
い
よ
う
な
服
装
で
接

し
、
や
が
て
自
分
の
す
ば
ら
し

い
心
も
伝
わ
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
ね
。

場
校
の
中
か
ら
銅
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

仏
教
主
義
学
校
連
盟
音
楽
委

員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
お
ら

れ
、
30
数
校
の
ま
と
め
役
と
し

東京都高校コンクール

銅賞を獲得
「定期演奏会に
来てください」

指
導
一
筋
に て

活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

優
し
く
人
な

つ
こ
い
性
格
で

生
徒
の
人
気
も

高
く
、
部
員
も

年
々
増
え
て
い

ま
す
。「
時
間

が
あ
り
ま
し
た

ら
、
３
月
23
日

の
定
期
演
奏
会

に
お
越
し
く
だ

さ
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
伝
え
し
ま
す
。
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昨
年
11
月
４
日
に
行
わ
れ
た

平
成
19
年
度
島
根
高
等
学
校
空

手
道
新
人
戦
兼
第
21
回
中
国
高

等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
県
予

選
大
会
に
お
い
て
、
本
校
は
団

体
組
手
で
準
優
勝
を
勝
ち
取

り
、
ま
た
個
人
組
手
で
も
３
人

の
生
徒
が
第
19
回
中
国
高
校
空

手
道
選
抜
大
会
出
場
の
切
符
を

手
に
し
た
。

　

こ
の
大
会
ま
で
に
２
年
生
の

何
人
か
は
昇
段
試
験
に
も
合
格

し
て
お
り
、
真
夏
の
暑
い
中
も

胴
衣
を
身
に
ま
と
い
、
コ
ツ
コ

ツ
と
練
習
を
積
み
重
ね
て
少
し

ず
つ
力
を
つ
け
て
き
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
の
団
体
準
優
勝
は

本
校
チ
ー
ム
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
闘
争
心
が
芽
生
え
て
き
た

印
だ
。

　

岡
山
県
勢
や
広
島
県
勢
の
勢

い
に
も
負
け
な
い
も
の
を
持
っ

て
、
１
月
19
日
・
20
日
の
中
国

大
会
に
挑
め
る
よ
う
に
、
寒
い

島
根
の
冬
の
中
で
練
習
を
続
け

て
い
る
。

　

近
年
は
中
国
大
会
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
上
へ
の
道
を

切
り
開
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
。

　専門学校主催「俳句コンテスト」

１年生の安田さんが優秀賞

❷

昭
和
36
年
の
設
立
時
に
募
集

　

須
山
先
生
（
社
会

　

科

）
が
歌
詞

　

本
校
は
昭
和
36
年
４
月
１

日
、
学
校
法
人
淞
南
学
園
淞
南

高
等
学
校
と
し
て
設
立
。
普
通

科
、
商
業
科
、
家
政
科
、
別
科
、

専
攻
科
を
持
つ
高
校
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。（
現
在
は
普
通

科
の
み
設
置
）

　

こ
の
創
設
時
に
、
校
歌
を
教

員
・
生
徒
・
保
護
者
を
対
象
に

募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
員

で
あ
っ
た
社
会
科
の
須
山
幸
雄

教
諭
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　

須
山
教
諭
は
淞
南
高
校
が
あ

る
地
元
大
庭
町
の
方
で
、
こ
の

地
方
の
歴
史
等
に
精
通
し
、
先

代
の
理
事
長
の
精
神
に
感
銘
し

て
作
詞
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

作
曲
に
つ
い
て
は
、
先
代
の

理
事
長
と
懇
意
に
し
て
い
た
碓

永
三
郎
氏
に
依
頼
し
た
。
碓
永

氏
は
東
京
在
住
の
テ
ナ
ー
歌
手

で
あ
り
、
毎
日
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
入
賞
し
た
方
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
昭
和
36
年
11
月

に
現
在
の
校
歌
が
生
ま
れ
た
。

理
事
長
の
恩
師
で
あ
っ
た
小
学

校
教
諭
の
高
村
先
生
に
全
校
生

徒
の
前
で
披
露
し
て
い
た
だ

き
、
あ
わ
せ
て
歌
の
指
導
も
お

願
い
し
た
と
あ
る
。

　

現
在
は
、
式
典
や
始
業
式
、

終
業
式
の
際
に
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
金
曜
日
の
１
限
目
に
行

わ
れ
る
全
校
朝
礼
で
も
校
歌
を

歌
い
、
先
代
の
理
事
長
の
思
い

を
胸
に
か
み
し
め
る
よ
う
に
、

生
徒
た
ち
が
歌
っ
て
い
る
。 卒業式で校歌を歌う生徒たち

我らが「学び舎」

校校

歌歌

　

前
号
か
ら
始
ま
っ
た
出

雲
弁
紹
介
。
皆
さ
ん
、
も

う
サ
行
音
の
発
音
を
出
雲

弁
ふ
う
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
か
。
さ
て
今

回
は
若
者
も
使
っ
て
い
る

方
言
に
注
目
し
て
み
ま
し

た
。

　
「
ち
ょ
ん
ぼ
し
」

　
　

↓
「
少
し
・
ち
ょ
っ
と
」

　

例
文　

ち
ょ
ん
ぼ
し
か　

あ

ら
ん
が
ぁ
（
ち
ょ
っ
と
し
か
な

い
よ
ね
）

　
「
ど
げ
だ
や
」

　
　

 

↓
「
ど
う
で
す
か
・
ど
う

よ
？
」

 　

例
文　

今
回
の
テ
ス
ト　

ど
げ
だ
や
？（
今
回
の
テ
ス
ト
、

ど
う
や
っ
た
？
）

　

生
徒
た
ち
の
会
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
島
根
県
出
身
で
は
な

い
者
に
は
分
か
ら
な
い
言
葉
を

し
ば
し
ば
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
勉

強
す
れ
ば
、
生
徒
た
ち
や
出
雲

地
方
の
方
々
の
会
話
に
少
し
で

も
加
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

よ
。

※
島
根
県
に
は
、
東
部
の
出
雲

弁
と
西
部
の
石
見
弁
が
あ
り
ま

す
。
ご
紹
介
は
東
部
の
安
来
・

松
江
・
出
雲
の
出
雲
弁
で
す
。

若者ことばの
会話に加わる

「
ち
ょ
ん
ぼ
し
」「
ど
げ
だ
や
」

知
っ
て
い
る
？

島
根
県
！
　

出
雲
弁　

紹
介

立正大学淞南高等学校　島根県松江市大庭町1794-2

立
正
大
学
淞
南
高
等
学
校
校
歌

（
作
詞　

須
山
幸
雄
／
作
曲　

碓
永
三
郎
）　

　
　
　
　
　

一
、

　

悠ゆ
う

遠え
ん

国く
に

を
建た

て
し
郷さ

と　

太た
い

古こ

の
民た

み

も
さ
な
が
ら
に

　

眉ま
ゆ

秀ひ
い

で
た
る
若わ

こ

人う
ど

が　

新
日
本
の
揺よ

う

籃ら
ん

を

　

神か
も

魂す

が
森
に
築
く
べ
く　

淞
南
の
学
び
舎や

こ
こ
に
建
つ

　

淞
南　

淞
南　

あ
あ
淞
南
高
校
よ
我
が
母
校

　
　
　
　
　

二
、

　

大や
ま

和と

島し
ま

根ね

の
国く

に

柱ば
し
ら　

文ぶ
ん

運う
ん

こ
こ
に
滋し

げ

く
し
て

　

不ふ

抜ば
つ

の
真し

ん

理り

汪お
う

洋よ
う

と　

世
紀
の
希
望
燃
や
し
つ
つ

　

自じ

主し
ゅ

独ど
く

往お
う

の
旗
の
下も

と　

淞
南
の
健
児
こ
こ
に
集
う

　

淞
南　

淞
南　

あ
あ
淞
南
高
校
よ
我
が
母
校

　
　
　
　
　

三
、

　

神
な
び
山
に
育は

ぐ
く

ま
れ　

刻こ
っ

苦く

勉べ
ん

励れ
い

幾い
く

星せ
い

霜そ
う

　

久く

遠お
ん

の
正せ

い

義ぎ

培つ
ち
かい
て　

時じ

代だ
い

の
潮

う
し
お

導み
ち
びか
ん

　

秀
し
ゅ
う

麗れ
い

の
地
の
我
が
母
校　

淞
南
の
伝
統
こ
こ
に
興
る

　

淞
南　

淞
南　

あ
あ
淞
南
高
校
よ
我
が
母
校

団
体
組
手
で
準
優
勝 

個
人
は
３
人
が

中
国
大
会
へ

平成19年度島根
高校空手道新人戦
兼中国選抜県予選

中
国
高
校
選
抜
大
会　

島
根
県
予
選
で
の
熱
戦

「
国
語
知
的
遊
戯
」
授
業
で
勉
強

　

 

標
語
で
も
優
秀
賞
に

　

学
校
法
人
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー

ナ
ル
学
園
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ツ
ー
リ
ズ
ム
専
門
学
校
主
催

の
、
第
２
回
高
校
生
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
１
３
２
０
人
、
２
２
８
４

作
品
の
中
か
ら
第
２
位
に
あ
た

る
優
秀
賞
に
１
年
生
の
安
田
明

世
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
自
分

自
身
が
思
っ
た
り
、
感
じ
た
り

す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
俳
句

で
表
現
す
る
こ
と
が
応
募
条
件

で
あ
っ
た
。

　

安
田
さ
ん
は
本
校
特
有
の

「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
」
と
い

う
授
業
の
中
で
、「
国
語
知
的

遊
戯
」
と
い
う
コ
ー
ス
を
選
択

し
て
お
り
、
そ
こ
で
作
品
を
作

る
き
っ
か
け
が
あ
り
、
応
募
し

て
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
「
国
語
知
的
遊
戯
」で
は
様
々

な
俳
句
や
短
歌
・
連
歌
な
ど
を

作
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
秘

め
た
能
力
を
発
揮
し
よ
う
と
い

う
担
当
教
員
の
意
向
で
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
レ
ベ
ル
で
の
優
秀
賞
受

賞
は
久
し
ぶ
り

で
、
本
人
も
学

校
も
喜
び
ひ
と

し
お
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
本

校
が
あ
る
松
江

市
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
江

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
主
催
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
」
に
も

応
募
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
標
語
は
こ
の
企
業
が
10

周
年
を
記
念
し
て
『
環
境
と
共

生
』
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
今
後
の
安
田
さ

ん
の
豊
か
な
感
性
の
発
揮
に
期

待
し
た
い
。

【
第
２
回
高
校
生
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
】

優
秀
賞

あ
い
さ
つ
は　

心
の

花
を　

咲
か
す
種

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
】　　

優
秀
賞

は
じ
ま
り
は　

少
し

の
勇
気
と　

そ
の
心

俳句と標語の２分野で優秀賞を獲得した安田明世さん
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学
生
時
代
は
短
い







































　

同
窓
の
噺
家
、
三
遊
亭
神
楽

（
じ
ん
ら
く
）
さ
ん
が
、
平
成

19
年
10
月
１
日
、
精
進
か
な
っ

て
真
打
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

真
打
は
、
噺
家
と
し
て
一
人

前
に
認
め
ら
れ
た
門
出
に
な
る

だ
け
に
、
同
窓
の
私
た
ち
に
と

っ
て
も
大
変
栄
誉
な
こ
と
。
披

露
宴
の
壇
上
を
飾
り
そ
の
後
の

真
打
昇
進
披
露
興
行
の
舞
台
に

も
使
わ
れ
る
後
ろ
幕
を
、
同
窓

有
志
１
０
０
人
以
上
が
声
を
掛

け
合
い
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

上
野
精
養
軒
で
催
さ
れ
た

「
三
遊
亭
神
楽
真
打
昇
進
披
露

パ
ー
テ
ィ
ー
」（
９
月
29
日
）は
、

体
調
不
良
の
円
楽
師
匠
の
お
顔

が
見
え
な
い
こ
と
が
淋
し
い
な

が
ら
、
今
や
一
門
を
率
い
る
鳳

楽
師
匠
を
代
表
に
、
好
楽
、
円

橘
、
楽
太
郎
、
道
楽
さ
ん
等
円

楽
一
門
総
出
演
で
、
神
楽
さ
ん

の
昇
進
を
支
え
、
ま
た
、
多
数

の
同
窓
生
、
恩
師
等
大
学
関
係

者
も
列
席
さ
れ
、
総
勢
４
０
０

人
以
上
が
祝
宴
に
顔
を
そ
ろ
え

る
盛
大
な
披
露
宴
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
演
の
辞
に
つ
づ
く
挨
拶

は
、一
門
会
会
長
の
鳳
楽
さ
ん
、

引
き
続
い
て
及
川
周
介
立
正
大

学
学
園
理
事
長
が
立
た
れ
ま
し

た
が
、
同
窓
生
を
は
じ
め
と
す

る
大
学
関
係
者
が
こ
の
昇
進
を

大
い
に
慶
び
、
こ
れ
か
ら
も
彼

の
精
進
を
支
え
て
い
く
大
き
な

パ
ワ
ー
に
な
る
と
の
意
気
込
み

を
参
会
者
の
方
々
に
印
象
づ
け

た
よ
う
で
す
。

　

神
楽
さ
ん
の
昇
進
は
朝
日
新

聞
東
京
版
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
（
10
月
６
日
朝
刊
）
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
「
円
楽
師
匠

の
得
意
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
『
芝

浜
』
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
師
匠
か
ら
は
「
真
打
の

こ
れ
か
ら
は
、
人
と
の
付
き
合

い
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
と
の

助
言
を
受
け
た
」
と
も
。

　

さ
ら
に
芸
に
つ
い
て
は
「
師

匠
か
ら
テ
ー
マ
を
持
っ
た
噺
を

や
れ
、
噺
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
磨

き
を
か
け
て
や
れ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
彼
へ
の

大
き
な
期
待
が
汲
み
取
れ
る
よ

う
で
す
。

　

折
か
ら
の
落
語
ブ
ー
ム
。
こ

の
追
い
風
に
、
力
あ
る
噺
家
を

目
指
す
神
楽
さ
ん
が
真
打
と
し

て
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
す
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
、
私
た
ち
同

窓
と
し
て
も
大
き
な
楽
し
み
が

加
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
宮
崎　

紘
一
「
で
あ
い
寄
席
」

実
行
委
員
会
幹
事
＝
昭
和
42
年

経
済
学
部
卒
）

在
校
生
の
皆
さ
ん
へ

　

学
生
時
代
に
し
か
出
来
な
い

よ
う
な
事
に
精
一
杯
打
ち
込
ん

で
、
来
る
べ
き
社
会
人
生
活
に

備
え
て
下
さ
い
。
学
生
生
活
は

長
い
よ
う
で
短
い
で
す
よ
！

 

（
三
遊
亭　

神
楽
）

①
〈
佐
賀
北
高
校
の
課
外

活
動
の
中
で
、
甲
子
園
優

勝
の
原
動
力
に
な
っ
た
の

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う

か
〉

　

勉
学
と
の
両
立
を
第
一
と

し
、
練
習
時
間
や
施
設
な
ど
限

ら
れ
た
環
境
で
工
夫
し
な
が
ら

部
活
動
を
行
う
こ
と
、
基
礎
体

力
や
基
本
、
集
中
力
を
大
事
に

す
る
こ
と
、
道
具
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
他
の
部
活
動
を
思
い

や
る
心
な
ど
が
醸
成
さ
れ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

②
〈
大
会
期
間
中
、
野
球

部
員
の
皆
さ
ん
、
在
校
生

の
皆
さ
ん
、
地
域
の
方
々

に
対
し
て
、
配
慮
さ
れ
た

こ
と
を
お
話
し
下
さ
い
〉

　

野
球
部
員
に
は
、
培
っ
て
き

た
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
監
督
・
部
長
に
は

指
導
し
や
す
い
よ
う
に
電
話
し

な
い
、宿
舎
へ
行
か
な
い
な
ど
。

在
校
生
に
対
し
て
は
、
甲
子
園

で
整
然
と
応
援
す
る
こ
と
で
、

仲
間
の
全
力
プ
レ
ー
の
後
押
し

が
で
き
る
体
制
作
り
、
地
域
の

三
遊
亭
神
楽　

神　

博
充
。

青
森
県
出
身
。
本
学
法
学
部

平
成
４
年
卒
業
。
会
社
員
を
経

て
、
国
内
・
海
外
を
放
浪
。
平

成
９
年
三
遊
亭
円
楽
に
入
門
。

平
成
12
年
二
ツ
目
昇
進
。
平
成

19
年
真
打
昇
進
。

甲
子
園
優
勝
旗
と
山
﨑
校
長
（
左
）、
部
長
、
監
督

2007年10月6日「朝日新聞」 円楽一門に一龍斎貞山さん（本学卒業生）らも加わって

甲子園優勝決定の瞬間

佐賀北高校の校舎

吉
田
五
雄（
昭
和
32
年
文
学
部
地
理
学
科
卒
業
）

「
島
原
藩
主　

長
崎
監
視
の
道
」
島
原
殿
さ
ん

道
の
会
☎
０
９
５
７
（
２
５
）
１
１
５
８
／
１
３

０
０
円

安
藤　

善
（
平
成
19
年
文
学
部

哲
学
科
卒
業
）
元
軽
音
楽
部
部

長
。
ド
ラ
ム
ス
。
現
在
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ドF

ar　

apart　

D
aily　

life

の

リ
ー
ダ
ー
。

F
ar

　

apart　

D
aily

　

life

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル

バ
ム
「
フ
ラ
グ
メ
ン
ツ
」・

sonic 

phonic 
 

R
E
C
O
R
D
S

・
１
５
０

０
円
。

方
々
に
は
、
部
活
動
の
結
果
を

周
知
し
、
温
か
い
応
援
者
と
な

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
配
慮
し
ま

し
た
。

③
〈
甲
子
園
優
勝
の
後
の

学
校
の
雰
囲
気
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
〉

　

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
達
が
、
全
国

の
名
だ
た
る
強
豪
校
と
互
角
に

戦
っ
た
の
で
、
や
れ
ば
で
き
る

と
い
う
自
信
や
勇
気
を
も
ら
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て

い
る
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
全
国
の

上
位
を
目
指
し
て
熱
心
に
練
習

し
て
い
ま
す
。

④
〈
立
正
大
学
在
学
中
の

思
い
出
は
〉

　

完
成
直
後
の
熊
谷
校
舎
で
、

新
進
気
鋭
の
髙
村
学
長
に
指
導

い
た
だ
い
た
こ
と
。
ま
た
地
理

学
研
究
会
の
群
馬
県
下
仁
田
で

の
合
宿
や
、
奈
良
で
全
国
の
仲

間
と
徹
夜
で
語
り
合
っ
た
こ

と
、
ま
た
亡
き
稲
永
先
生
の
厳

し
く
も
心
優
し
い
卒
論
指
導
な

ど
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

⑤
〈
教
職
を
目
指
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
〉

　

大
学
受
験
の
頃
に
亡
く
な
っ

た
、
佐
賀
で
地
理
教
師
を
し
て

い
た
祖
父
の
著
書
「
存
在
よ
り

生
命
へ　

感
激
の
地
理
教
育
」

が
根
底
に
あ
り
ま
す
が
、
直
接

的
に
は
、
地
理
学
の
面
白
さ
を

高
校
生
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

⑥
〈
教
職
を
目
指
す
後
輩

達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
〉

　

教
職
は
狭
き
門
で
す
が
、
次

代
を
担
う
若
者
を
育
て
る
素
晴

ら
し
い
仕
事
で
す
。
生
徒
に
対

す
る
熱
き
思
い
を
実
現
す
べ

く
、
学
問
的
に
も
人
間
的
に
も

高
い
資
質
を
目
指
し
て
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
47
年
文
学
部
地
理
学
科

卒
）

私
と
母
校

私
と
母
校

三遊亭神楽さんが真打昇進

夏の甲子園優勝・佐賀北高

「力ある噺家」目指す

「やればできる」の自信
　　　　　　山﨑俊介校長に聞く

卒業生の新刊

卒
業
生
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
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第
１
回
心
理
学
部
同
窓
会
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
総
会
・

講
演
会
・
懇
親
会
）
は
橘
花
祭

期
間
中
の
11
月
４
日
に
、
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
演
会
は
、
元
本
学
心
理
学

部
教
授
で
東
京
福
祉
大
学
大
学

院
教
授
松
原
達
哉
先
生
に
よ
る

「
心
理
職
の
資
格
制
度
に
つ
い

て
」。

　

松
原
先
生
の
現
在
の
活
動
や

心
理
職
に
対
す
る
考
え
を
伺

い
、
今
後
の
心
理
職
の
可
能
性

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
楡
木
学
部
長
に

も
参
加
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い

雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
時
間
を

過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
（
心
理
学
部
同
窓
会
長

 

　

黒
田　

幸
寿
） 　

平
成
19
年
度

福
島
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は

８
月
26
日
に
郡

山
市
の
清
稜
山

倶
楽
部
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、

小
山
田
祐
美
子

氏
（
東
明
手
相

学
院
指
導
鑑
定

士
）
に
よ
る

「
自
分
の
手
相

を
知
ろ
う｣

。

　

本
学
文
学
部

地
理
学
科
卒
で
あ
る
小
山
田
氏

は
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
易
学

の
道
に
入
り
、
現
在
は
首
都
圏

を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

素
人
の
参
加
者
に
も
分
か
り
や

す
い
手
相
を
中
心
と
し
た
易
学

の
話
に
、
自
分
の
手
の
ひ
ら
を

改
め
て
眺
め
、
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
新
鮮
で
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。

 　
（
事
務
局
長　

鍋
山　

智
之
）

◆
支
部
同
窓
会

総
会・講
演
会
等

岩
手
県
11
月
17
日
サ
ン
セ
ー
ル

盛
岡
・
講
演
会
・
金
野
静
一
氏

（
元
岩
手
県
立
博
物
館
長
）・
秋

田
県
11
月
10
日
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
秋
田
・
山
形
県
11
月

10
日
ホ
ー
ル
サ
ム
イ
ン
小
野

川
・
講
演
会
「
山
形
県
の
む
か

し
」
野
尻
侃
氏
・
埼
玉
県
平
成

20
年
１
月
15
日
東
海
大
学
校
友

会
館
・
講
演
会
・
髙
村
弘
毅
氏

（
本
学
学
長
）・
長
野
県
11
月
17

日
上
田
温
泉
祥
園
・
講
演
会「
大

河
ド
ラ
マ
風
林
火
山
の
背
景
―

信
玄
と
勘
助
と
幸
隆
と
―
」
常

田
軍
三
氏
（
郷
土
史
家
）・
愛

知
県
10
月
21
日
レ
ス
ト
ラ
ン
テ

ン
ザ
ン
・
山
口
県
12
月
１
日
サ

ル
ビ
ア
ホ
テ
ル
・
講
演
会
「
戦

国
期
武
将
の
育
児
」
脇
正
典
氏

（
脇
学
園
理
事
長
）

行
事　

東
京
都
・
埼
玉
県
・
経

済
学
部
平
成
20
年
１
月
15
日
合

　

平
成
19
年
度
北
海
道
支
部
総

会
・
講
演
会
は
８
月
18
日
に
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
演
会
は
佐
藤
良
雄
氏
（
人

材
派
遣
会
社
社
長
・
北
海
道
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
）
に
よ

る
「
北
海
道
の
魅
力
と
は
」。

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
話
な
ど
が
中
心

で
し
た
が
、
テ
ー
マ
か
ら
少
し

脱
線
し
、
当
時
話
題
で
あ
っ
た

「
白
い
恋
人
」
の
石
屋
製
菓
㈱

石
水
社
長
に
つ
い
て
、
ワ
ン
マ

ン
経
営
と
危
機
管
理
の
無
さ
か

ら
賞
味
期
限
改
ざ
ん
等
の
事
件

が
発
生
し
て
し
ま
い
、
友
人
と

し
て
大
変
残
念
で
あ
る
と
の
話

に
、
参
加
者
一
同
、
神
妙
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 　
（
事
務
局
長　

石
垣　

昭
典
）

◇
詳
細
は
次
号
で

　

平
成
20
年
度
同
窓
会
定
期
総

会
・
懇
親
会
は
、
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
近
郊
の
目
黒
雅
叙
園
で
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
次
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

開
催
日　

 

平
成
20
年
５
月
31
日

（
土
）

会　

場　

目
黒
雅
叙
園

　
　
　
　

 

東
京
都
目
黒
区
下
目

黒
１
―
８
―
１

る
「
自
己
変
革
を
求
め
て
」。

　

上
妻
氏
は
教
師
時
代
に
同
和

問
題
や
人
権
教
育
を
担
当
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
の
生
徒
と
の

ふ
れ
あ
い
か
ら
学
ん
だ
経
験

や
、
現
在
携
わ
っ
て
い
る
和
水

町
（
な
ご
み
ま
ち
）
板
楠
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
中
か
ら
、
視

野
を
広
く
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
自
ら
を
変
革
し

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
な
ど
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 　
（
事
務
局
次
長　

岡　

裕
二
）

　

平
成
19
年
度

熊
本
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は

８
月
25
日
に
熊

本
全
日
空
ニ
ュ

ー
ス
カ
イ
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
は
、

本
学
卒
業
生
で

元
高
等
学
校
教

員
の
上
妻
信
寛

氏
（
愛
・
夢
板

楠
代
表
）
に
よ

　

平
成
19
年
度
新
潟
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は
９
月
８
日
に
長

岡
市
和
泉
屋
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
演
会
は
佐
野
良
吉
氏
（
郷

土
史
研
究
家
）
に
よ
る
「
新
潟

県
唯
一
の
国
宝
・
火
焔
型
土

器
」。

　

火
焔
型
土
器
は
、
長
岡
市
馬

高
遺
跡
（
国
指
定
史
跡
）
で
最

初
に
発
見
さ
れ
た
一
個
の
土
器

に
つ
け
ら
れ
た
愛
称
。

　

十
日
町
市
中
条
・
笹
山
遺
跡

出
土
の
火
焔
型
土
器
等
９
２
８

　

平
成
19
年
度
学
園
・
大
学
・

同
窓
会
懇
談
会
及
び
懇
親
会
を

10
月
27
日
（
土
）
に
大
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
（
懇
談
会
）・
五
反
田

ゆ
う
ぽ
う
と
（
懇
親
会
）
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

学
園
・
大
学
か
ら
は
理
事
長
・

学
長
・
常
任
理
事
（
副
学
長
）・

学
長
補
佐
を
は
じ
め
大
学
事
務

局
長
・
学
長
室
部
長
・
総
務
部

長
・
政
策
広
報
課
長
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
は
正
副
会
長
・

広
報
委
員
長
・

本
部
事
務
局
が

出
席
し
、｢

立

正
大
学
ブ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て｣｢

今

後
の
同
窓
会
に

つ
い
て
＝
同
窓

会
の
現
状
・
校

友
会
に
つ
い
て

｣

の
二
つ
の
議

題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

（
同
窓
会
本
部

事
務
局
）

　

同
窓
会
本
部
で
は
、
従
来
か

ら
本
学
の
学
生
ク
ラ
ブ
団
体
へ

の
助
成
を
、
大
学
の
学
生
生
活

委
員
会
と
学
生
部
の
審
査
に
よ

っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
星
霜
祭
実
行
委
員

会
・
体
育
祭
実
行
委
員
会
（
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
及
び
橘
花
祭

実
行
委
員
会
（
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
）
に
１
０
０
万
円
を
助
成
し

　

年
間
維
持
費
は
在
校
生
諸
君

の
課
外
活
動
や
ゼ
ミ
活
動
・
立

正
大
学
橘
奨
学
金
な
ど
へ
の
支

ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
団
体
は
89
団
体
に
総

額
２
５
９
万
５
千
円
を
、
年
度

末
に
大
学
の
学
生
生
活
委
員
会

が
実
施
す
る
課
外
活
動
優
秀
団

体
表
彰
特
別
助
成
に
40
万
５
千

円
を
助
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
立
正
大
学
橘
奨
学
金

支
援
金
と
し
て
２
５
０
万
円
を

助
成
し
ま
し
た
。

援
、
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
、
会

報
・
立
正
大
学
学
園
新
聞
の
発

送
な
ど
、
広
く
同
窓
会
活
動
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

会
費
は
一
口
３
０
０
０
円
で

す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
心
あ
る

ご
協
力
に
よ
り
、
在
校
生
諸
君

へ
の
支
援
を
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
高

配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
別
紙
同
窓
会
年
間
維

持
費
ご
協
力
の
お
願
い
（
振
込

用
紙
付
）
を
同
窓
会
員
の
皆
様

に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
で
に
今
年
度
分
の
納
入

が
お
済
み
の
方
は
、
悪
し
か
ら

ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

講演会の様子（中央が佐藤さん）

講演する松原先生

講演する佐野さん

講演する上妻さん

（
前
列
左
２
人
目
か
ら
）

髙
村
学
長
、
及
川
理
事
長
、
二
ノ
宮
同
窓
会
長

手
相
に
つ
い
て
話
す
小
山
田
さ
ん

同
新
年
会
・
東
京
都
11
月
３
日

信
濃
路
一
泊
旅
行
・
千
葉
県
10

月
12
日
池
上
本
門
寺
の
万
灯
供

養
拝
観
・
神
奈
川
県
10
月
21
日

鎌
倉
歴
史
散
策

◆
学
部
同
窓
会

総
会・講
演
会
等

法
学
部
11
月
23
日
在
学
生
向
け

業
界
セ
ミ
ナ
ー
・
地
球
環
境
科

学
部
12
月
８
・
９
日
富
山
市
内
・

講
演
会「
富
山
の
自
然
と
地
形
」

助
重
雄
久
氏
（
本
学
地
球
環
境

科
学
部
元
助
手
・
富
山
国
際
大

学
地
域
学
部
准
教
授)･

フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク

 

（
07
年
11
月
１
日
現
在
）

点
が
新
潟
県
最
初
の
国
宝
で
あ

り
、
縄
文
土
器
唯
一
の
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
佐
野

氏
の
熱
い
語
り
は
、
新
潟
県
の

誇
れ
る
一
面
を
知
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

 　
（
事
務
局
長　

水
澤　

克
夫
） 　

大
学
祭
な
ど
助
成

ク
ラ
ブ
団
体
、
奨
学
金
も　　

 

　
　
　

同
窓
会
本
部

サ
ッ
カ
ー
の
話
楽
し
む

 

北
海
道
支
部
総
会
・
講
演
会　

「
手
相
」
分
か
り
や
す
く

 

福
島
県
支
部
総
会
・
講
演
会　

「
火
焔
型
土
器
」興
味
深
く

 

新
潟
県
支
部
総
会
・
講
演
会　

理
事
長
、
学
長
ら
迎
え

学
園
懇
談
会
開
く

心理職について
松原先生の講演
　　心理学部ホーム
　　カミングデー　

平成20年度の 
同窓会定期総会
５月31日に
　　東京目黒で開催

同窓会年間維持費
ご協力のお願い　

同窓生が語る　
「自己変革」の話
 熊本県支部総会・講演会　

支
部
・
学
部
の
行
事

第
１
回
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皆
さ
ん
の
笑
顔
が

皆
さ
ん
の
笑
顔
が

「
立
正
」を
伝
え
る

「
立
正
」を
伝
え
る
入試情報誌
「Arch」

　

新
し
い
年
が
明
け
、
新
し
い

立
正
大
生
を
迎
え
る
た
め
の
入

試
も
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。あ
と
３
カ
月
も
す
る
と
、
春
の
風
と
と
も
に
希
望
で
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
た
仲
間
が
キ
ャ
ン

パ
ス
に
や
っ
て
き
ま
す
。
在
学

生
、
教
職
員
皆
で
あ
た
た
か
く

迎
え
た
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
入
試
セ
ン
タ
ー
で
は

す
で
に
２
０
０
９
年
４
月
入
学

を
目
指
す
受
験
生
の
た
め
の
総

合
入
試
情
報
雑
誌『
ア
ー
チ（
Ａ

ｒ
ｃ
ｈ
）
２
０
０
９
』
の
製
作

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

在
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
受
験

生
時
代
に
、そ
の
年
度
の『
ア
ー

チ
』
を
見
な
が
ら
、
ど
ん
な
授

業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ど

ん
な
先
生
が
教
え
て
い
る
の

か
、ど
ん
な
施
設
が
あ
る
の
か
、

一
生
懸
命
調
べ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
『
ア
ー
チ
』
は

と
く
に
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
い

て
、
特
集
ペ
ー
ジ
に
は
大
学
の

様
々
な
風
景
を
撮
っ
た
写
真
が

満
載
。
各
学
部
の
紹
介
ペ
ー
ジ

で
も
図
や
表
を
多
く
使
い
、
多

彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
部
の

個
性
を
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
、
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
や
『
ア
ー
チ
』

に
欠
か
せ
な
い

の
が
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
笑
顔

で
す
。
誌
面
に

は
在
校
生
だ
け

で
な
く
、
卒
業

生
も
含
め
て
、

た
く
さ
ん
の
立

正
大
生
の
皆
さ

ん
に
登
場
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
、
立

正
大
学
で
の
学
生
生
活
の
楽
し

さ
を
、
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
伝

え
て
い
る
の
で
す
。

　

今
年
の
『
ア
ー
チ
』
も
、
そ

う
し
た
学
生
の
皆
さ
ん
の
普
段

の
表
情
を
伝
え
る
た
め
に
、
学

生
モ
デ
ル
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。
合
格
者
の

皆
さ
ん
は
、
自
分
が
掲
載
さ
れ

た
新
し
い
『
ア
ー
チ
』
の
出
来

上
が
り
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
残
念
な
が
ら
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
皆
さ

ん
も
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
皆

さ
ん
の
熱
意
が
立
正
大
学
を
支

え
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

入
試
は
入
試
セ
ン
タ
ー
や
教

職
員
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
在
学
生

の
皆
さ
ん
の
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
長　

早
川
誠
）























































高校生のインターンシップ
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
け
入
れ

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平

成
12
年
よ
り
埼
玉
県
立
進
修
館

高
等
学
校
の
生
徒
を
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
習
生
と
し
て
受
け

入
れ
、
就
業
体
験
の
場
を
提
供

し
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
24
日
か
ら
３
日

間
、
同
校
か
ら
４
人
の
生
徒
が

来
校
し
、
図
書
館
・
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
学
生
生

活
課
で
就
業
体
験
を
し
た
。

　
「
大
学
の
仕
事
と
い
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
幅
の
広
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
１
年
生
の
柿
沼
芳
会
さ
ん
は

感
想
を
語
っ
た
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
高
校

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事

業
に
お
け
る
協
力
」に
つ
い
て
、

平
成
19
年
に
埼
玉
県
知
事
か
ら

感
謝
状
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

 

埼
玉
県
立
進
修
館
高
の
４
人

各
課
で
就
業
体
験

〈
２
０
０
４
年
版
〉

〈
２
０
０
６
年
版
〉

〈
２
０
０
７
年
版
〉

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
実
習
す
る
高
校
生

平成19年度インターンシップ成果報告会の様子

ス
カ
イ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱　
　
　

「
相
手
の
立
場
」
が
第
一

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
報
告

⑫

　

平
成
19
年
10
月
18
日
、
東
京

経
営
者
協
会
主
催
「
平
成
19
年

度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報

告
会
」（
以
下
、
報
告
会
）
が

開
か
れ
、
本
学
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
崎
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
課
の
草
川
文
博
主

事
が
、
各
大
学
を
代
表
し
て
本

学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

の
成
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
主
に
企
業
・

大
学
を
対
象
と
し
て
お
り
、
企

業
・
大
学
・
実
習
生
そ
れ
ぞ
れ

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
そ
の

方
法
と
成
果
を
出
席
者
全
員
が

本学の実績に高い評価

共
有
し
、
情
報
交
換
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
よ
り
よ
い
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
・
進

め
方
を
考
え
る
、
と
い
う
目
的

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
は
企
業
３
社
、
大
学

１
校
、
実
習
生
３
人
に
よ
る
成

果
報
告
で
構
成
さ
れ
、本
学
は
、

大
学
を
代
表
し
て
の
成
果
報
告

を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
５
年
前
か
ら
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
、

毎
年
１
５
０
人
を
超
え
る
実
習

生
を
輩
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

報
告
で
は
、
本
学
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
経
緯
や
、
過
去
５
年
の
実
施

推
移
な
ど
を
グ
ラ
フ
を
使
っ
て

説
明
し
、
実
習
中
の
様
子
は
実

際
の
写
真
を
交
え
な
が
ら
報
告

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て

学
生
へ
の
事
前
・
事
後
教
育
と

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
よ
り
一
層
強

化
し
て
い
き
た
い
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
企
業
・
大
学
関
係
者

ら
約
１
８
０
人
が
出
席
、
大
学

関
係
者
か
ら
は
「
今
後
、
困
っ

た
と
き
に
は
お
知
恵
を
お
借
り

し
た
い
」「
こ
れ
か
ら
単
位
化

し
て
い
く
上
で
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

意
義
の
あ
る
成
果
報
告
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
の
皆
さ

ん
が
「
実
際
に
社
会
人
の
一
員

と
し
て
仕
事
を
す
る
」
と
い
う

体
験
に
よ
っ
て
、
自
分
の
進
路

を
考
え
る
き
っ
か
け
、
ま
た
、

手
助
け
と
な
れ
る
よ
う
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
興
味
の
あ
る

１
・
２
年
生
は
、ぜ
ひ
来
年
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

経済学部２年
佐藤　奈実

　

昨
年
８
月
２
日
か
ら
９
月
７

日
ま
で
、
羽
田
第
２
空
港
の
Ａ

Ｎ
Ａ
ラ
ウ
ン
ジ
（
ス
カ
イ
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）
で
接
客

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
の
で
、
接
客
の
仕
事
に

は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
初
日
か
ら
言
葉
遣
い
に
始

ま
り
、
接
客
対
応
な
ど
数
々
の

指
摘
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
乗
り
換
え
搭
乗
口

で
お
客
さ
ま
へ
の
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」の
挨
拶
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
〝
棒
読

み
〞
で
言
葉
に
気
持
ち
が
こ

も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
お
客
さ

ま
の
質
問
に
対
し
て
「
単
語
」

を
並
べ
て
答
え
て
い
る
だ
け

で
、
的
確
な
応
答
に
な
っ
て
な

い
こ
と
…
な
ど
に
つ
い
て
注
意

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
業
務
日
誌
に
は
、

実
習
担
当
の
方
に
「
緊
張
の
し

す
ぎ
で
、
周
り
が
見
え
て
い
ま

せ
ん
」
と
コ
メ
ン
ト
を
書
か
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
ラ
ウ
ン
ジ
は
飛
行
機

に
搭
乗
す
る
前
の
お
客
さ
ま
に

気
持
ち
良
く
、
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
く
場
所
で
す
。
社
員
の
方

は
、
急
ぎ
の
お
知
ら
せ
な
ど
で

も
、
声
の
抑
揚
を
使
い
分
け
て

搭
乗
案
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

相
手
の
立
場
を
考
え
た
心
遣

い
は
、
こ
の
仕
事
に
限
ら
ず
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
「
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
考
え

て
話
す
」
と
い
う
基
本
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
バ
イ

ト
で
得
た
接
客
対
応
の
自
信
も

吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

逆
に
、
私
が
バ
イ
ト
先
で
先

輩
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ま
か

ら
も
甘
や
か
さ
れ
て
い
た
と
い

う
現
実
を
悟
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
家

族
や
学
校
で
の
先
生
や
友
だ
ち

と
の
会
話
に
お
い
て
も
、
単
語

と
単
語
を
つ
な
げ
た
よ
う
な
話

し
方
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

よ
く
相
手
に
聞
き
直
さ
れ
た

り
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
り
、
聞
き
流
さ
れ
た
り
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
に
す
ら

感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験

し
な
け
れ
ば
、
知
り
得
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
自
分
の
欠
点
を

見
つ
め
直
す
時
間
が
あ
る
学
生

時
代
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
幸
運
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
習
の
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
、
一
生
懸
命
に
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
ス
カ
イ
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
方
々

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
東
京
学
館
浦
安
高
等
学
校
出

身
）

１
、２
年
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
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昨
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
15

日
ま
で
の
２
週
間
、ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

目
的
は
、
卒
業
論
文
の
作
成
の

た
め
の
現
地
調
査
と
日
米
の
裁

判
所
を
比
較
調
査
す
る
た
め
で

す
。

　

初
め
に
、
日
米
の
裁
判
所
の

比
較
調
査
を
す
る
た
め
に
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
裁
判
所
を
訪
問

し
、
裁
判
の
傍
聴
と
所
内
見
学

を
し
ま
し
た
。

　

裁
判
所
内
の
障
害
者
用
設
備

の
充
実
度
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
点
字
、手
話
、

難
聴
者
用
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
赤
外

線
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
車
椅
子
の
人

の
た
め
の
設
備
で
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
補
聴
シ
ス
テ

ム
の
充
実
は
陪
審
制
度
が
元
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
陪
審
員
の
中
に
は
高
齢
の

難
聴
者
も
い
て
、
難
聴
の
陪
審

員
で
も
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に

補
聴
シ
ス
テ
ム
の
充
実
が
図
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
利
用

証
人
尋
問
の
時
に
も
、
難
聴
者

の
た
め
に
字
幕
ま
で
出
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

裁
判
所
内
に
託
児
所
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
子

供
の
世
話
が
必
要
な
陪
審
員
も

い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

加
え
て
、
陪
審
員
の
た
め
の

集
会
場
も
裁
判
所
内
に
用
意
さ

れ
て
い
て
、
陪
審
員
た
ち
の
自

主
的
な
法
律
の
勉
強
会
や
、
裁

判
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
裁
判
の

説
明
会
や
質
疑
応
答
な
ど
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制

度
を
前
に
、
日
本
も
こ
の
く
ら

い
の
設
備
を
全
国
の
裁
判
所
に

導
入
す
べ
き
だ
と
私
は
ア
メ
リ

カ
の
裁
判
所
を
見
学
し
て
思
い

ま
し
た
。

　

裁
判
の
様
子
も
傍
聴
し
ま
し

た
。
私
が
傍
聴
し
た
の
は
、
離

婚
の
慰
謝
料
の
額
に
つ
い
て

と
、
傷
害
事
件
と
企
業
の
不
正

に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た

３
つ
の
裁
判
で
す
。

　

法
廷
に
入
っ
て
ま
ず
目
に
留

ま
っ
た
の
は
、
法
廷
の
中
に
花

や
調
度
品
が
飾
っ
て
あ
っ
た
こ

と
で
、
日
本
の
法
廷
と
は
ず
い

ぶ
ん
雰
囲
気
が
違
う
と
感
じ
ま

し
た
。

　

更
に
法
廷
に
は
マ
イ
ク
設
備

も
充
実
し
て
い
て
、
裁
判
官
は

も
ち
ろ
ん
証
人
や
代
理
人
も
マ

イ
ク
を
し
っ
か
り
使
用
し
て

ハ
ッ
キ
リ
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
傍
聴
席
に
い
る
人
に
も

し
っ
か
り
と
聞
い
て
も
ら
お
う

と
す
る
、
正
に
傍

聴
席
を
意
識
し
た

裁
判
だ
と
い
え
ま

す
。

　

日
本
の
大
き
な

法
廷
で
は
、
傍
聴

席
か
ら
で
は
裁
判

官
が
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
よ
く
分

か
ら
な
い
ボ
ソ
ボ

ソ
声
で
話
し
て
い

る
風
景
を
見
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ

の
裁
判
で
は
そ
う

い
う
こ
と
は
な
い

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
裁
判
の

傍
聴
を
し
て
い
る

時
、
近
く
に
座
っ

て
い
た
お
爺
さ
ん

が
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
利

用
し
な
が
ら
傍
聴

し
て
い
た
姿
を
見

て
、
一
般
市
民
の
司
法
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

傍
聴
席
に
は
水
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
傍
聴
人
は
自
由
に
飲

め
る
の
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
傍

聴
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
障
害
の
あ
る
人

に
も
配
慮
し
て
裁
判
公
開
の
原

則
を
厳
守
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
日
本
の
法
廷
は
傍
聴
席
ま

で
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

努
力
が
足
り
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

日
本
で
も
こ
れ
か
ら
一
般
市

民
が
司
法
に
参
加
す
る
裁
判
員

制
度
が
始
ま
る
の
で
、
ア
メ
リ

カ
の
良
い
と
こ
ろ
を
参
考
に
す

べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

研
修
制
度
利
用
を

　

こ
の
夏
期
海
外
個
人
研
修
に

選
ば
れ
る
に
は
、
計
画
の
立
案

や
面
接
、
書
類
審
査
に
合
格
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
変

で
す
。
そ
の
分
だ
け
自
身
も
成

長
で
き
る
の
で
、
多
く
の
学
生

に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
千
葉
国
際
高
等
学
校
出
身
）

　

立
正
大
学
に
は
、
長
期
夏
期

休
暇
を
利
用
し
て
実
施
す
る
各

種
海
外
研
修
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
の
夏
期
海
外
個
人
研
修

生
と
夏
期
語
学
研
修
生
の
報
告

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
「
２
０

０
７
年
海
外
研
修
報
告
書
」

が
冊
子
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
興
味
を
持
つ

学
生
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

　

昨
年
11
月
27
日
〜
12
月
17
日
ま

で
協
定
校
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
Ｓ
Ｉ
Ｔ
（Southern 

Institute of T
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）

か
ら
ク
レ
ア
・
ハ
ン
フ
リ
ー
ス
さ

ん
、
テ
リ
ー
サ
・
フ
ー
パ
ー
さ
ん
、

ダ
ニ
エ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ツ
ェ
ッ
ク

さ
ん
、
ウ
ェ
リ
・
ア
リ
・
ア
ブ
デ
ュ

ラ
さ
ん
の
４
人
が
日
本
文
化
研
修

生
と
し
て
短
期
留
学
し
た
。

　

大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日

本
文
化
や
日
本
語
の
授
業
を
受
講

の
ほ
か
、
柔
道
部
・
合
気
道
部
で

課
外
活
動
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ロ
ー
の
学
生
た
ち

と
の
交
流
を
満
喫
し
て
帰
国
し

た
。

合気道を体験

お
世
話
に
な
っ
た
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
（
右
端
が
筆
者
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
役
所

　

私
は
、
２
０
０
５
年

11
月
か
ら
２
０
０
６
年

９
月
ま
で
、
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
経
済
協
力
調
査
の

委
嘱
員
と
し
て
、
在
瀋

陽
日
本
国
総
領
事
館
に

勤
務
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。

　

現
地
の
中
国
人
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
東
北

三
省
各
地
の
農
村
に
日

本
の
資
金
で
地
域
支
援

を
行
う
「
草
の
根
」
の

無
償
援
助
の
新
規
案
件

調
査
お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

調
査
で
は
、
経
済
発

展
が
著
し
い
中
国
に
お

い
て
、
農
村
が
依
然
と

し
て
貧
困
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
こ
と
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
の
農
業
政
策

が
中
国
の
農
業
政
策
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
と
考
え
、
現
在
は
経
済

学
研
究
科
の
五
味
久
壽
先
生
の

指
導
で
東
北
三
省
農
村
問
題
、

日
中
経
済
間
の
協
力
モ
デ
ル
等

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
・
農
家
の
生
活

体
験
を
す
る
た
め
に
、
今
年
の

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」

の
イ
ベ
ン
ト「
石
川
県
の
農
家
・

農
村
の
見
学
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
世
界
遺
産
の
白
川
郷
の

見
学
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ

い
た
り
、
日
本
料
理
の
作
り
方

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

日
本
の
家
庭
に
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
農
業
だ
け
で
な
く
、
茶

道
、
弓
道
、
座
禅
、
着
物
、
俳

句
、
書
道
、
九
谷
絵
付
け
、
花

火
、
盆
踊
り
等
、
日
本
の
伝
統

文
化
を
体
験
で
き
、
と
て
も
良

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
農
村
を
視
察
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、
耕
地
を
組
合
等

に
委
託
し
て
い
る
農
家
が
多
い

こ
と
で
す
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

た
農
家
も
、
10
年
以
上
前
か
ら

自
宅
で
耕
作
を
せ
ず
に
農
協
に

委
託
し
て
い
ま
し
た
）。

　

ま
た
、
柔
軟
な
機
械
化
や
組

合
組
織
の
充
実
が
、
農
業
に
関

わ
る
人
の
環
境
を
豊
か
に
し
た

と
い
う
印
象
を
受
け
る
一
方
、

農
家
の
若
い
世

代
層
は
別
に
仕

事
を
持
ち
、
田

畑
で
作
業
を
し

て
い
る
人
は
高

齢
者
が
多
い
こ

と
が
気
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て

日
本
を
知
り
、

将
来
、
日
中
の

架
け
橋
に
な
れ

る
よ
う
な
研
究

を
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

ＳＩＴ学生が来日

大発展する中国での農村の貧困

日本の農業をヒントに日本の農業をヒントに
協力モデルなどを研究

中
国
・
朱　

紅
宇

経
済
学
専
攻
修
士
１
年

留
学
生
か
ら
の
一
言

裁判員制度前に日本も導入を

点
字
、
手
話
、
難
聴
用
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

障
害
者
設
備
が
充
実

証
人
や
陪
審
員
に
深
い
配
慮

夏
期
語
学
研
修
・
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

日米の裁判所比較調査
法学部4年　小泉　五大

報
告
書
が
冊
子
に

長
期
夏
期
休
暇

利
用
す
る

海
外
研
修
制
度
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　卓球部

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
練
習
場
で

大
切
に
保
存
さ
れ
る『
部
ノ
ー
ト
』

















































熊谷キャンパスの部室で

◆
歴
史　

昭
和

30
年
設
立
、
創

設
半
世
紀
の
歴

史
を
持
つ
部
。

◆
拝
見
録　

40

ミ
リ
の
小
さ
な

白
球
に
か
け
る
部
員
の
ス
ピ

リ
ッ
ツ
は
「
我
武
者
ら
（
が
む

し
ゃ
ら
）」
で
熱
い
。
中
学
・

高
校
か
ら
卓
球
を
続
け
る
経
験

者
が
部
員
の
９
割
を
占
め
、
上

位
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
て

日
々
練
習
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。

◆
部
室
の
特
徴　

試
合
に
勝
つ

た
め
に
練
習
は
厳
し
い
が
、
部

室
で
は
部
員
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
居
場
所
で
あ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
そ
う
だ
。

◆
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
モ
ノ

　

部
員
の
連
絡
や
試
合
の
記
録

を
綴
っ
た
『
部
ノ
ー
ト
』。

（
支
部
長
・
仏
教
学
部
２
年　

田
中
岳
＝
細
田
学
園
高
等
学
校

出
身
）

がむしゃらで熱く

Music　Laboratory　Club＝MLC

幅
広
く
「
楽
し
く
音
を
創
る
」

　

大
学
野
球
最
高
峰
の
レ
ベ
ル

に
あ
る
東
都
大
学
野
球
リ
ー
グ

で
本
学
は
１
部
に
所
属
し
、
こ

の
秋
季
は
５
勝
７
敗（
勝
点
２
）

で
第
４
位
に
な
っ
た
。

　

投
手
は
好
投
し
た
左
腕
の
丸

山
（
松
商
学
園
）
と
高
田
（
成

田
）を
軸
に
岩
本（
宇
部
鴻
城
）、

津
田
（
広
陵
）、
菅
井
（
中
央

学
院
）
ら
の
継
投
で
し
の
ぎ
、

打
線
は
塩
田（
修
徳
）、赤
堀（
掛

川
西
）、
神
野
（
埼
玉
栄
）、
黒

葛
原
（
横
浜
）
な
ど
が
好
打
を

連
発
、
そ
し
て
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
に
育
成
選
手
指
名
を
受
け
た

主
砲
の
田
中
慎
太
朗
（
崇
徳
）

が
要
所
で
素
晴
ら
し
い
打
撃
を

見
せ
て
く
れ
た
。

　

田
中
は
阪
神
で
は
初
め
て
の

育
成
枠
選
手
。
今
後
、
外
野
手

と
し
て
の
コ
ン
バ
ー
ト
が
予
定

さ
れ
、
す
ぐ
に
で
も
２
軍
戦
か

ら
の
出
場
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
新
主
将
に
は
亀
田
（
鵡

川
）
が
選
ば
れ
た
。
彼
は
セ
ン

バ
ツ
甲
子
園
に
出
場
し
た
と
き

の
主
将
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
抜

群
。
来
春
は
一
気
に
東
都
１
部

初
優
勝
、
６
月

の
全
日
本
大
学

選
手
権
出
場
を
狙
い
た
い
。

　

目
標
と
す
る
全
国
大
学
選
手

権
を
目
指
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
は

10
―
８
で
雨
中
の
大
東
大
戦
に

勝
利
し
た
あ
と
、
最
終
戦
で
は

拓
大
に
後
半
の
怒
涛
の
粘
り
を

見
せ
た
が
、
17
―
22
と
惜
敗
し

２
部
と
の
入
替
戦
へ
ま
わ
っ

た
。
そ
こ
で
日
大
に
敗
退
、
無

念
の
２
部
降
格
と
な
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
奮
闘
む
な
し

く
地
区
リ
ー
グ
の
東
京
都
１
部

で
５
位
と
な
り
、
こ
こ
数
年
連

続
で
関
東
２
部
昇
格
戦
に
出
場

で
き
な
か
っ
た
。
１
、２
年
生

の
選
手
を
活
か
し
な
が
ら
の
立

て
直
し
が
急
務
だ
。

シ
リ
ー
ズ

文
・
写
真　

岩
瀬　

孝
文
＝
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

 

（
立
正
大
ア
メ
フ
ト
部
監
督
）

 

◆
秋
季
大
会
結
果

洋
弓
部　

男
子
・
関
東
学
生
２

部
（
来
季
３
部
降
格
全
４
部
ブ

ロ
ッ
ク
制
43
大
学
）
女
子
・
関

東
学
生
２
部
残
留
（
全
３
部
ブ

ロ
ッ
ク
制
29
大
学
）　

ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部　

関
東

学
生
３
部
５
位
（
全
７
部
ブ

ロ
ッ
ク
制
94
大
学
）　

弓
道
部

男
子
・
東
京
都
学
生
４
部
２
位

（
全
５
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
48
大
学
）

女
子
・
東
京
都
学
生
４
部
１
位

（
全
５
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
53
大
学
）

　

排
球
部　

男
子
・
関
東
大
学

３
部
（
来
季
４
部
降
格
全
14
部

１
２
１
大
学
）
女
子
・
関
東
大

学
７
部
（
来
季
８
部
降
格
全
13

部
１
０
５
大
学
）　

卓
球
部　

男
子
・
関
東
学
生
４
部
５
位（
全

６
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
80
大
学
）
女

子
・
関
東
学
生
３
部
５
位
（
全

５
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
52
大
学
）　

準
硬
式
野
球
部　

東
都
準
硬
式

野
球
連
盟
４
部
５
位
（
全
６
部

34
大
学
）　

女
子
軟
式
野
球
愛

好
会　

関
東
大
学
女
子
連
盟
１

部
５
位
（
参
加
全
９
大
学
）

◆
秋
季
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

全
国
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
（
大

学
部
門
Ｂ
部
門
）
銀
賞　

吹
奏

楽
部　

東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
（
大
学
の
部
）
銀
賞

　

M
usic Laboratory 

C
lub

（
通
称
Ｍ
Ｌ
Ｃ
）

は
音
楽
好
き
が
集
ま
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

音
楽
の
幅
は
広
く
、

ロ
ッ
ク
や
へ
ヴ
ィ
ー
メ

タ
ル
な
ど
バ
ン
ド
を
編
成
し
て

演
奏
す
る
人
も
い
れ
ば
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
１

本
で
弾
き
語
り
を
す
る
人
も
い

ま
す
。　

　

好
み
や
ル
ッ
ク
ス
が
異
な
っ

て
い
て
も
バ
ン
ド
を
組
め
ば
調

和
を
生
め
る
、
音
楽
性
と
個
性

を
尊
重
し
て
「
楽
し
く
音
を
創

る
」
そ
れ
が
Ｍ
Ｌ
Ｃ
で
す
。

　

活
動
は
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
が

中
心
で
す
。
学
内
の
音
楽
練
習

場
で
年
に
３
回
の
公
開
練
習
、

学
外
で
年
に
２
回
の
都
内
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
ラ
イ
ブ
、
学

園
祭
の
参
加
…
等
で
す
。

　

公
開
練
習
は
本
学
の
学
生
な

ら
誰
で
も
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
無
料
。
音
楽
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

公
開
練
習
は
サ
ー
ク
ル
メ
ン

バ
ー
が
機
材
の
運
搬
、セ
ッ
ト
、

音
響
や
配
線
、
会
場
作
り
、
片

付
け
ま
で
す
べ
て
を
自
分
た
ち

の
手
で
行
い
ま
す
。
す
べ
て
を

任
さ
れ
る
と
、
か
な
り
の
労
力

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
だ
か

ら
こ
そ
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
終

わ
っ
た
後
の
達
成
感
は
ハ
ン
パ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
は
４
泊
５

日
の
合
宿
を
し
ま
す
。
24
時
間

ス
タ
ジ
オ
利
用
が
可
能
な
施
設

を
借
り
る
の
で
、
誰
に
も
気
兼

ね
せ
ず
に
好
き
な
だ
け
練
習
が

で
き
ま
す
。
夜
は
花
火
大
会
や

親
睦
会
な
ど
練
習
以
外
に
お
楽

し
み
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
メ
イ
ン
は
最
終
日
の

夜
に
４
日
間
の
成
果
を
発
表
す

る
ラ
イ
ブ
を
や
る
こ
と
で
す
。

夜
遅
く
ま
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
は
、
熊
谷
市
の

夏
祭
り
で
演
奏
す
る
機
会
が
あ

り
、
暑
い
熊
谷
の
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
熱
い

ラ
イ
ブ
が
展
開
で
き
ま
し
た
。

声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
熊
谷

市
の
皆
さ
ん
に

深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
学
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

多
く
の
人
た
ち
に
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
音

楽
を
聴
い
て
も
ら
え
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（
心
理
学
部
３
年
古
賀
裕
之
＝

広
島
城
北
高
等
学
校
出
身
）

好
み
が
違
っ
て
も
バ
ン
ド
を
組
め
ば
調
和
！
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ

迫
熱
す
る
ラ
イ
ブ
の
ス
テ
ー
ジ

東都大学野球秋季リーグ戦1部結果
順位 大学名 勝数 負数
1 東　洋　大 10 4
2 亜 細 亜 大 7 4
3 駒　澤　大 6 5
4 立　正　大 5 7
5 青山学院大 5 8
6 國 學 院 大 4 9

関東大学ラグビーリーグ戦1部結果
順位 大学名 勝数 負数
1 東　海　大 6 1
2 関東学院大 6 1
3 拓　殖　大 4 3
4 法　政　大 4 3
5 大東文化大 3 4
6 中　央　大 2 4（1分）
7 流通経済大 1 5（1分）
8 立　正　大 1 6

東京都大学サッカーリーグ戦1部結果
順位 大学名 勝数 負数
1 東　洋　大 8 1
2 朝鮮大学校 6 1
3 成 蹊 大 学 6 2
4 日　本　大 6 3
5 立　正　大 4 3
6 玉　川　大 2 5
7 武　蔵　大 2 5
8 國 學 院 大 2 7
9 日本大学文理学部 1 5
10 東京経済大 0 5

春は一気に１部優勝だ　野球
粘
っ
た
が
２
部
へ

ラ
グ
ビ
ー

サ
ッ
カ
ー

立
て
直
し
が
急
務

㊤
駒
澤
大
戦
で
５
点
目
の
ホ
ー
ム
を
踏
む
神
野
達
哉
内
野
手
（
法
２
年
）
㊦
気
迫
の
投

球
で
國
学
院
大
を
圧
倒
し
た
高
田
一
仁
投
手
（
法
４
年
） 流

通
経
済
大
戦
で
ト
ラ
イ
す
る

デ
ビ
ッ
ト
選
手
（
社
福
３
年
）
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社会福祉学部４年（保正ゼミ）

片股　千和さん（さそり座）
〈栃木県立矢板高等学校出身〉
♥ 最近、印象に残ったこと…養護施設の実習を経験し、恵まれた
環境に自分が生まれたことを実感したこと。

♥ あなたの夢…医療ソーシャルワーカーになって、多くの人のた
めに尽くしたい。

応
援
指
導
部
の
演
技（
星
）

工
夫
を
こ
ら
し
た
屋
台（
橘
）

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
ラ
イ
ブ（
橘
）

熊
谷
駅
で
鉄
道
同
好
会
展
示（
星
）

荒
川
公
園
の
模
擬
店
・
屋
台（
星
）

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
沖
縄
で
研
究
調
査

学
生
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル（
橘
）

仏
教
学
部
卒
業
制
作
展
の
実
演（
橘
）

地
球
環
境
学
部

田
渕　

恵
さ
ん
の
作
品

星
霜
祭
ポ
ス
タ
ー

文
学
部

森
田
沙
千
さ
ん
の
作
品

橘
花
祭
ポ
ス
タ
ー

ヒップホップダンス（星）

沖縄で。前列左端が島村先生

吹
奏
楽
部
の
山
の
手
通
り
パ
レ
ー
ド（
橘
）

　

島
村
ゼ
ミ
で
は
、
琉
球
文
学

の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
つ
い

て
主
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

琉
球
文
学
を
専
攻
で
き
る
場

は
珍
し
く
、
首
都
圏
の
大
学
は

お
ろ
か
、
沖
縄
県
以
外
の
日
本

の
大
学
で
専
任
の
先
生
が
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
琉
球
文
学
を
学
べ

る
の
は
立
正
大
学
だ
け
だ
そ
う

で
す
。

　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』は
、沖
縄
・

奄
美
の
島
々
に
伝
わ
る
古
謡
ウ

ム
イ
を
、
首
里
王
府
が
16
世
紀

か
ら
17
世
紀
に
か
け
て
編
集
し

た
最
古
の
歌
謡
集
の
こ
と
で

す
。
オ
モ
ロ
は
ウ
ム
イ（
思
い
）

が
語
形
変
化
し
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
古
代
社
会
を
直
接
に

記
録
し
た
史
料
は
、
残
念
な
が

ら
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、歌
謡
集
『
お
も
ろ
さ
う
し
』

か
ら
、古
琉
球（
中
世
日
本
と
対

応
し
た
時
代
区
分
）
の
中
央
と

地
方
の
、
様
々
な
社
会
の
あ
り

方
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
お

り
、と
て
も
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

古
琉
球
の
人
々
の
想
像
力
や

感
性
、
信
仰
や
言
語
文
化
を
知

る
上
で
の
貴
重
な
文
献
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
沖
縄
唯
一
の
古

典
文
学
と
し
て
味
わ
い
の
深
い

も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

ゼ
ミ
で
は『
お
も
ろ
さ
う
し
』

か
ら
一
首
を
選
択
し
、
辞
典
で

語
句
や
用
例
を
引
き
、
そ
こ
か

ら
独
自
に
解
読
し
発
表
し
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
皆
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

　

先
生
は
「
辞
典
を
疑
え
、
用

例
か
ら
考
え
ろ
」
と
指
導
さ
れ

て
い
ま
す
。
辞
典
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
を
鵜
呑
み
に
す
る
の

で
は
な
く
、
用
例
か
ら
解
釈
を

し
て
い
き
ま
す
。
辞
典
は
あ
く

ま
で
参
考
で
あ
り
、
自
分
で
考

え
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
か
ら
で
す
。

　

研
究
し
て
い
く
上
で
困
難
な

こ
と
は
、
研
究
者
が
少
な
く
、

そ
れ
故
に
文
献
や
資
料
も
少
な

く
、
未
詳
な
部
分
が
と
て
も
多

く
あ
る
こ
と
で
す
。

　

恋
愛
歌
の
少
な
い
こ
と
や
航

海
の
歌
が
多
い
こ
と
、
女
性
が

男
性
を
守
る
と
い
う
考
え
が
あ

り
、
そ
の
た
め
本
土
と
は
逆
に

女
性
が
祭
祀
者
で
あ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
本
土
と
異
な
る

文
化
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
私
た
ち
の
常
識
が
通
用
し

な
い
と
と
も
に
、
そ
の
違
い
に

戸
惑
い
ま
す
。
研
究
が
あ
ま
り

さ
れ
て
い
な
い
分
、
自
分
で
発

見
す
る
こ
と
が
あ
る

な
ど
、
オ
モ
ロ
読
解

を
成
し
遂
げ
た
時
の

達
成
感
は
格
別
で

す
。

　

島
村
ゼ
ミ
で
は
、

異
文
化
を
日
本
文
化

と
し
て
と
ら
え
、
そ

こ
か
ら
日
本
文
化
の

広
が
り
を
目
指
し
研

究
し
て
い
ま
す
。

（

文
学
部
文
学
科
４

年
水
沢
明
日
香
＝
長

野
県
立
上
田
東
高
等

学
校
出
身）

　

昨
年
11
月
２
日
〜
４
日
の
３

日
間
、
学
園
祭
が
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
（
橘
花
祭
）
と
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス(

星
霜
祭)

で
華
や
か
に
開
催
さ

れ
た
。
本
学
の
学
園

祭
は
「
大
学
が
保
有

す
る
知
的
財
産
を
用

い
て
地
域
と
の
連
携

を
推
進
」
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

再
開
発
の
た
め
、
熊

谷
市
商
店
街
連
合
会

主
催
の
祭
り
「
オ･

ド
ー
レ
な

お
ざ
ね
」
と
の
共
同
祭
と
し
て

会
場
を
市
内
の
荒
川
公
園
に
設

置
し
た
。
学
生
た
ち
が
商
店
街

の
方
た
ち
と
協
力
す
る
、
新
感

覚
の
学
園
祭
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
30
年
ぶ
り
に
山
手
通
り
で
吹

奏
楽
部
と
チ
ア
ダ
ン
ス
部
に
よ

る
盛
大
な
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　
　

 （
写
真
説
明
の
「
橘
」
は

橘
花
祭
、「
星
」は
星
霜
祭
）

『おもろさうし』研究
日本では数少ない
琉球文学専攻の場

文学部
文学科　島村ゼミ

パレード復活・橘花祭パレード復活・橘花祭
新感覚の星霜祭新感覚の星霜祭

華やかに華やかに
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「世界に幸せをも
たらす男に」

学生記者、モデル、投稿原稿な
ど学生の皆さんの応募をお待ちし
ております。こちらにメールして
ください。
E-mail pln@ris.ac.jp

編集／立正大学政策広報課新聞編集係　電話／ 03（3492）5250 ホームページ／ http://www.ris.ac.jp/

◆
正
義
の
ヒ
ー

ロ
ー
に
憧
れ
て

　

名
前
が
「
弘ひ

ろ

幸ゆ
き

＝
世
界
に
弘
く
幸

せ
を
も
た
ら
す

男
」
の
意
味
で
付

け
ら
れ
た
由
縁
か
ら
、
幼
い
頃

か
ら
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
憧

れ
、
警
察
な
ど
の
公
安
職
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
。
大
学
３
年

時
に
埼
玉
県
警
少
年
非
行
防
止

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ピ
ア
ー

ズ
』
に
参
加
し
た
。

◆
同
世
代
の
視
線
で
ア
シ
ス
ト

　
『
ピ
ア
ー
ズ
（peers

）』
は

〝
同
年
代
の
仲
間
〞
と
い
う
意

味
。
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
世
代

の
大
学
生
が
警
察
や
少
年
補
導

員
と
、
地
域
の

少
年
た
ち
に
密

着
し
た
非
行
防

犯
活
動
を
行
う

こ
と
を
目
的
に

組
織
さ
れ
た
。

街
頭
補
導
や
非

行
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
、
若

い
世
代
の
視
線

か
ら
県
警
を
ア

シ
ス
ト
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
繁
華
街
に
集
ま
る

少
年
に
、
警
察
や
補
導
員
が
声

を
か
け
る
に
は
年
齢
的
な
隔
た

り
が
あ
る
。
そ
こ
で
兄
や
姉
の

立
場
の
ピ
ア
ー
ズ
が
声
を
か

け
、
警
察
官
が
父
母
、
補
導
員

が
祖
父
母
と
い
っ
た
擬
似
的
家

族
ユ
ニ
ッ
ト
を
形
成
し
て
、
ソ

フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
で
少
年
た
ち

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

促
進
す
る
。
こ
れ
ら
が
ピ
ア
ー

ズ
の
活
動
の
一
例
だ
。

◆
全
国
大
会
で
ス
ピ
ー
チ

　

大
橋
さ
ん
は
昨
年
９
月
に
開

催
さ
れ
た
『
全
国
少
年
警
察
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
』
で

事
例
発
表
の
６
人
の
代
表
に
選

ば
れ
、こ
の
活
動
に
つ
い
て「
身

の
回
り
の
社
会
が
安
全
に
な
る

こ
と
が
、
社
会
全
体
の
平
和
に

繋
が
る
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

◆
東
京
地
検
に
内
定

　

大
橋
さ
ん
は
卒
業
後
、
地
検

に
進
む
決
意
を
し
た
。

　
「
な
り
た
い
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
目
指
し
た
ら
努
力
す
る

し
か
な
い
」と
奮
起
し
た
結
果
、

昨
秋
、
国
家
公
務
員
２
種
試
験

に
合
格
し
、
倍
率
20
倍
の
東
京

地
検
に
内
定
し
た
。

　
「
公
私
に
関
係
な
く
正
し
い

こ
と
を
貫
く
、
模
範
と
な
る
大

人
に
な
り
た
い
」
と
語
る
。

（
法
学
部
４
年
＝
埼
玉
県
立
秩

父
高
等
学
校
出
身
）

　

昨
今
の
学
生
は
、
立
正
大
学
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
立
正
大
学
と
い
え
ば
コ
レ
が
自

慢
と
思
い
浮
か
べ
る
も
の
」。
ま
た
、
大
学
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
「
校
歌
・
学
園
歌
を
歌
え
る
か
」
を
聞
い
て

み
た
。（

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
立
正
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学

生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
平
成
19
年
10
月
９
日
〜
10
月

23
日
実
施
。
立
正
大
生
２
４
３
人
が
協
力
）

◆
コ
レ
が
自
慢

　

大
崎
・
熊
谷
の
両
キ
ャ
ン
パ

ス
と
も
「
自
慢
で
き
る
と
思
い

浮
か
べ
る
も
の
が
あ
る
か
」
に

「
は
い
」と
い
う
回
答
が「
ノ
ー
」

を
上
回
っ
た
。
自
慢
で
き
る
も

の
と
し
て
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
が

「
都
会
に
あ
り
交
通
ア
ク
セ
ス

が
便
利
」
＝
50
人
。
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
は
「
緑
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」

＝
70
人
。

　
「
建
物
が
綺
麗
。情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
、
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
や
図
書
館
が
あ
り
充
実
し

て
い
る
」（
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

「
季
節
を
肌
で
感
じ
ら
れ
空
が

近
く
に
感
じ
ら
れ
る
。
自
然
豊

か
だ
か
ら
、
忙
し
く
て
も
癒
さ

れ
る
」「
赤
レ
ン
ガ
を
歩
い
て

い
る
と
学
生
な
ん
だ
ぁ
と
思

う
」（
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

　

ほ
か
に
は
「
学
長
在
職
中
に

総
理
大
臣
に
な
っ
た
石
橋
湛
山

先
生
」「
熱
い
ぞ
熊
谷
、
と
言

い
た
く
な
る
暑
さ
」
等
々
。

　

両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
、
特
化

し
た
立
地
条
件
を
自
慢
と
考
え

る
学
生
が
多
か
っ
た
。

　

印
象
に
残
る
先
生
や
授
業
も

多
く
、
特
定
の
講
義
を
目
指
し

て
立
正
に
入
学
す
る
人
も
い

る
。
今
回
の
調
査
に
は
あ
ま
り

登
場
し
な
か
っ
た
が
、「
社
会

人
に
な
っ
て
、
し
み
じ
み
思
い

返
さ
れ
る
素
敵
な
先
生
が
い

た
」
と
い
う
卒
業
生
も
多
い
。

◆
校
歌
・
学
園
歌
は

　

校
歌
と
学
園
歌
を
そ
れ
ぞ
れ

歌
え
る
か
ど
う
か
調
査
し
た
と

こ
ろ
、「
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
」

校
歌
＝
77
％
、学
園
歌
＝
81
％
。

半
数
以
上
の
学
生
が
校
歌
と
学

園
歌
を
知
ら
な
い
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
。
高
校
ま
で
と
異
な

り
、
校
歌
や
学
園
歌
を
歌
う
機

会
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
要
因

と
思
わ
れ
る
。

　

母
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
校

歌
と
学
園
歌
に
つ
い
て
は
【
本

紙
５
面
】
を
読
ん
で
、
歴
史
と

歌
詞
の
概
略
を
知
っ
て
ほ
し

い
。ま
た
、音
源
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
を
機
に
ぜ
ひ
試
聴
を
！

『大崎キャンパス』といえばコレが自慢と
思い浮かべるものがありますか？

『大崎キャンパス』で自慢できるものは？
1位　都会にあり交通のアクセスが便利な大学

2位　建物がきれいで設備が良い

3位　図書館やネットカフェなどＰＣ環境が良い

その他 ドトール等の食堂、石橋湛山先生…

わからないはい　８７人 いいえ  ８1人 75人

『熊谷キャンパス』といえばコレが自慢と
思い浮かべるものがありますか？

『熊谷キャンパス』で自慢できるものは？
1位　緑豊かな自然に囲まれた広いキャンパス
2位　ユニデンス（学生寮）
3位  「暑いぞ、熊谷」の暑さ

その他　桜、熊谷の田舎らしさ、熊臭…

はい 104人 わからない９１人 いいえ
48人

「
校
歌
知
ら
な
い
」
が
８
割

まった
く知ら
ない

77%

メロディーだ
けなら知って
いる
13%

完璧に歌える

６%

さびの部分な
ら歌える
４%

あなたは立正大学校歌を歌えるか？

学園歌を歌えない理由は？

歌う機会が
ないから
53%興味がない

14%

入学式以来
聞いたこと
がない
13%

学園歌の
存在を知
らない
11%

学園歌と校
歌の違いが
わからない
9%

「
便
利
」大
崎
「
自
然
豊
か
」熊
谷

少年非行防止学生ボランティア
「ピアーズ」に参加 大橋　弘幸 さん

全国少年警察学生ボランティア研修会
での事例発表の様子

（写真・岩瀬孝文）

大崎キャンパスに昨年出店した 　
「ミスタードーナツ」は学生に人気

熊谷キャンパスといえば、 　　
やはり自然に恵まれた立地……

昨
年
、
東
都
大
学
野
球
秋
季
リ

ー
グ
の
神
宮
球
場
で
校
歌
を
斉

唱
す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち

立正の自慢は
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